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ボディーガードの恋




　あとがき







ギャラリー







　　　　１




　心地ここちよい微睡まどろみを邪じや魔まする無ぶ粋すいな騒そう音おんに、堂どう島じま暁あきらは眉まゆ根ねを寄せた。

「……うるさい……」

　久々のオフ日だというのに、さっきからしつこくチャイムが鳴っている。昨日が舞ぶ台たいの千秋楽だったため、打ち上げは夜よる遅おそくまで続き、帰宅したのは明け方だ。

　あまりの諦あきらめの悪さに、相手はきっと悪友の誰だれかの嫌いやがらせだろうと決め込み、ベッドに深く潜もぐり直そうとしたら、今度は携けい帯たい電話の着信音が鳴り響ひびいた。

　文句だけ云いって寝ね直そうと思い、震ふるえ続けているシルバーのボディを引き寄せる。

「ったく、こんな時間から誰だよ───げ、社長!?」

　携帯電話の画面に表示されていたのは、暁が所属している芸能事務所の社長、飯いい塚づか麻ま紀きの名前だった。いったい、何があったのかと狼狽うろたえかけたそのとき、ふと先日云われたことを思い出した。

（そういえば、次の休みに新しいマネージャーを紹しよう介かいしに来るって云ってたっけ……）

　ぼんやりと聞き流していたけれど、もしかしたら今日のことだったかもしれない。

　長いこと暁のマネージャーをしてくれていた社員が、諸事情で退社してしまったのはつい先日のことだ。こんなに早く麻紀のお眼鏡に適かなう人材が見つかるとは、思ってもみなかった。

　訪ねてきている相手が麻紀なら、居留守を使うわけにはいかない。慌あわてて飛び起き、何度か咳せき払ばらいをして声の調子を整えてから電話に出る。

「麻紀さん、おはようございます」

『暁、いるのはわかってるんだから居留守を使うのはやめなさい』

　やはり、チャイムを鳴らし続けていたのは麻紀だったようだ。こちらの状じよう況きようなどお見通しなのだろう。

「すみません、いまシャワー浴びてて」

『そんな寝ね起おきの声で云い訳しなくていいから。あんたのことだから、どうせまだベッドにいるんでしょう？』

　取り繕つくろった言葉は一いつ蹴しゆうされてしまう。

　母の親友である麻紀とは、生まれたときからのつき合いだ。第二の母親のような存在の彼女には、三十二歳になったいまも頭が上がらない。

『さっさとこのドア開けてくれないと、合い鍵かぎで上がるわよ』

「ちょっ、ま、待って下さい！　いますぐ支し度たくしますから！」

　この部屋は事務所で借りてくれているため、緊きん急きゆう用の合い鍵を麻紀が持っているのを忘れていた。やろうと思えば、こちらから解かい錠じようしなくたって部屋に入ってこられるのだ。

『早く寝起きのだらしない顔を洗ってらっしゃい。私が部屋に行くまでにちゃんと支度しておくのよ』

「わかってますよ」

　慌ててマンションのオートロックを解錠したあと、パジャマ代わりに着ていたスウェットを脱ぬぎ散らかしていたジーンズとＴシャツに着き替がえる。

　手早く洗面所で顔を洗い、歯を磨みがいて簡単に髭ひげを当たる。乱れた髪かみを手櫛ぐしで整え、いつものように自分の顔をチェックした。すっきりと整った目鼻立ちに、シャープな顎あごのライン。寝ね不ぶ足そくと疲つかれで少し目元がむくんでいるけれど、充じゆう分ぶんいい男だ。

　役作りのために明るくカラーリングされた髪が少し傷いたんできているから、行きつけの美容院でトリートメントをしてもらったほうがいいかもしれない。

　自分でもナルシスト気味だと思うけれど、そのくらいでなければ俳優などやっていない。個人的には、もっと逞たくましい体つきになりたいのだが、『マッチョは似合わない』と周囲に云われているため、筋トレは控ひかえている。

　見た目だけでなく、芝しば居いにだって真しん剣けんに取り組んでいる。顔だけの二世タレントという心ない揶や揄ゆも、努力と実力で吹ふき飛ばしてきた。でもそれは、暁だけの力ではない。バックアップし、厳しく育ててくれた事務所や麻紀のお陰かげでもある。

　鏡の前でセルフチェックをしていたら、再びチャイムが鳴った。麻紀の到とう着ちやくに、ぎりぎり身支度が間に合ったようだ。

「おはようございます」

　相手はわかっていたので、インターホンで応答することなく、直接玄げん関かんのドアを開ける。

　五十歳を越えたとは思えない若々しい容よう貌ぼうに、引き締しまったスタイル。細身のスーツは、さながら戦せん闘とう服だ。相変わらず、麻紀は絵に描かいたようなやり手の女社長ぶりで、臑すねに傷を持つ身としては威い圧あつ感かんさえ覚える。

「おはよう。はい、お土産みやげ」

「え？　あっ、青あお葉ば亭ていのカツサンド！」

　目の前に差し出されたのは、暁の好物だった。

　思わず表情を輝かがやかせて受け取ってしまう。子供っぽい反応をしてしまった自分を反省したけれど、いまさら麻紀の前で取り繕っても仕方ないと思い直す。

　暁の母親は女優として多た忙ぼうな上、お嬢じよう様さま育ちで『母親』としては頼たよりない人だった。そんな母親がいつも頼りにしていたのは、親友である麻紀だ。幼い頃ころは長い休みになると、飯塚家で過ごし、衣食住の面めん倒どうを見てもらっていた。

「どうせ冷蔵庫にろくなもの入ってないだろうと思って」

「ははは……」

　麻紀の指し摘てきどおり、冷蔵庫には酒とつまみくらいしか入っていない。基本的に料理はしないし、普ふ段だんは家で食事をする暇ひまもないから、食材があっても腐くさらせるだけなのだ。

　ずいぶん前につき合っていた彼女がマメに家事をしてくれていたため、調理道具は揃そろっているのだが、いまはそれらも戸と棚だなの中で埃ほこりを被かぶっている。

「それで、今日は何の用でしたっけ？」

　放っておいたら、だらしない生活態度を追つい及きゆうされるに決まっている。話を逸そらすために、麻紀の本来の目的を持ち出した。

「そうだった。今日は新しいマネージャーを紹介するって云ってあったでしょう？　ほら、そんなとこに立ってないで入ってらっしゃい」

　やはり、マネージャーの件だったようだ。

　暁には同世代の男性マネージャーが長年ついてくれていたのだが、体調を崩くずした父親に替かわって家業を継つぐことになり、つい先日の仕事を最後に退職してしまったのだ。

（気が合うやつならいいけど）

　仕事なのだから、合わないタイプでもそれなりに上手うまくやっていく自信はあるけれど、人間関係のストレスは少ないに越こしたことはない。

　そんなふうに考えていた暁は、麻紀に促うながされてドアの陰かげから姿を見せた男の顔に絶句した。

「久しぶりだな」

「……っ、お前…!?」　>>>♥

　その男は麻紀の息子むすこであり、暁の幼なじみでもある飯いい塚づか裕ゆう慈じだった。

　最後に顔を合わせたときよりも身長も伸のび、がっちりとした体格になっているけれど、その生き真ま面じ目めな堅かた苦くるしい雰ふん囲い気きは昔のままだ。何ごとにも大おお雑ざつ把ぱな麻紀の息子とは思えないくらい、裕慈は細かく几き帳ちよう面めんな性格だった。

　甘くなりがちな彫ほりの深い顔立ちは、そんな性格と鋭するどい眼まな差ざしがあいまって引き締まって見える。短くカットされた髪も邪魔にならない程度にセットされており、派手になる要素は抑おさえられていた。

　それなりの格好をすれば、事務所に所属しているモデルと云っても通用しそうだけれど、いま着ている黒いスーツには華はなやかさなど一いつ切さいない。

　むしろ、その禁きん欲よく的なスタイルが男の色気のようなものを醸かもし出している。俳優という職しよく業ぎよう柄がら、見目のいい男は見慣れているけれど、裕慈には思わず目を奪うばわれてしまった。

（……って、ぼんやりしてる場合か）

　状況を忘れて意識を飛ばしていた自分を叱しつ咤たし、現実を見つめ直す。

「まさか、新しいマネージャーってこいつなんですか？」

　確認を入れたのは、現状が把は握あくできなかったからではなく、できることなら否定して欲しかったからだ。しかし、そんな希望は、麻紀にあっさりと打ち砕くだかれてしまった。

「そうよ。何か問題でも？」

　まるで我が家のように上がり込んでくる麻紀のあとに続き、裕慈も部屋に入ってくる。わざわざ二人ぶんの靴くつを揃えてからというのが彼らしい。

「問題っていうか……」

　普ふ通つうの幼なじみなら、無む邪じや気きに再会を喜ぶことができるだろう。しかし、暁は表情を険しくした。実は裕慈とは中学に上がる前にケンカして以来、まともに言葉を交かわしていない。

　母親同士が親しいため、やむなく顔を合わせることはあったけれど、それでもこうして対面するのは十年ぶりくらいのことだ。

　予想外の展開に頭がついていかず、どう対応したらいいかわからなかった。

　マネージャーがどんなタイプでもそれなりに上手くやっていける自信があったけれど、裕慈だけは別だ。口を聞くどころか、顔も見たくないと思っている人間と四六時中一いつ緒しよに過ごすのは苦痛という他ほかない。どうにかこの事態を回かい避ひできないかと思考を巡めぐらせる。

「相変わらず汚きたない部屋ねえ。台所が綺き麗れいなことが奇き跡せきに思えるわ」

「すみませんね」

　麻紀は脱ぎ散らかされた服を押しのけ、ソファに腰こしを下ろす。裕慈はまるで秘書のようにその後ろに立った。

「ほら、座って。立ち話も落ち着かないでしょう」

　促され、暁もＬ字型のソファのできる限り端はしのほうに座る。まずは状況を細かく把握しないことには始まらない。そう思い、疑問点をぶつけることにした。

「マネージャーになるって、こいつの仕事はどうしたんですか？　長く休めるような職種じゃないでしょう」

　裕慈は大学を卒業してから、警察官になっていたはずだ。しばらく前に麻紀から、上司に推すい薦せんされ、ＳＰ───警視庁警備部警護課の要人警護任務に抜ばつ擢てきされたのだと自じ慢まんと不安を聞かされた覚えがある。

　気安く言葉を交わすのが嫌いやで麻紀に質問したのに、裕慈からその答えが返ってきた。

「辞やめてきた」

「辞めた!?」

　無表情であっさりと告げられた言葉に、思わず声が大きくなってしまう。警察官になったと聞いたときも驚おどろいたけれど、今回はそれ以上だ。

（そんな簡単に辞められる仕事なのかよ）

　警察官の中でＳＰになれるのは、数少ない選ばれた人間だと聞く。バカがつくほど真面目で責任感の強い裕慈が、任された大きな仕事を投げ出してくるなんて信じられなかった。

「裕慈には、私の跡あとを継いでもらうのよ。それで戻もどってきてもらったの。私ももう若くないしね」

「跡って……麻紀さんはまだまだ現げん役えきじゃないですか」

　急に弱気な言葉を口にした麻紀に、思わず目を瞠みはる。今日は本当に驚かされてばかりだ。

「もちろん、引退する気はないわよ。でも、跡あと継つぎを育てるなら早いに越したことはないでしょう？」

「そりゃ、まあ……」

　云いっていることは尤もつともだが、わざわざ息子の仕事を辞めさせて呼び寄せるなんて、やはり麻紀らしくない。真意を測りかねていると、麻紀にばしんと背中を力強く叩たたかれた。

「痛っ」

「ってことで、これから仕事を覚えてもらわないといけないわけ。で、まずはあんたにつけるのが一番いいと思って。色々教えてやってくれる？」

「何で俺が！」

　そこで自分に水を向けられる意味がわからない。思い切り嫌な顔かおをしたにも拘かかわらず、麻紀は有う無むを云わせぬ笑え顔がおで返してくる。

「幼なじみなんだから、力になってくれてもいいでしょう？　それに腕うでは立つからボディーガード代わりにもなるし、守ってもらえるわよ」

「ボディーガードなんて必要ありません。自分の身は自分で守れます」

　自分でも驚くほど硬かたい声が出た。『守る』という単語には、昔から過か剰じよう反応してしまう。固辞する暁を諭さとすよう、麻紀は云い聞かせてくる。

「自分でって云っても、限界があるでしょう。いまは手紙やファックスだけですんでるけど、何かあってからじゃ遅おそいのよ？」

「それはそうですけど……」

　不安を滲にじませる麻紀の言葉に、語ご尾びが小さくなる。彼女が暁を心から心配してくれているのはわかっている。

（あんな手紙を毎日見てたら、不安にもなるだろうけど……）

　送り主の名前のない手紙が、しばらく前から事務所に届くようになった。

　その内容は、主に暁を脅おどす文面のものばかりだ。支し離り滅めつ裂れつな文章を簡潔にまとめると『顔も見たくないから、仕事をするな』ということが云いたいらしい。

　嫌がらせは人気商売につきものだ。暁も事務所もこういったことは初めてのことではないのだが、脅きよう迫はくの内容が過激になってきているせいで、最近はぴりぴりしてきている。

　間接的な嫌がらせのうちは無視していればすむけれど、もし直接危害を加えようとしてきたとしたら、静観しているだけでは何の問題解決にもならない。

「思い詰つめた人間は何するかわからないのよ？　あなたのお母さん───由ゆ里りが結けつ婚こんしたときだって大変だったんだから」

「それは何度も聞かされましたけど……」

　清純派女優と名高かった暁の母は、人気絶頂の頃ころに父と出で逢あって恋こいに落ちたのだそうだ。その反はん響きようは大きく、カミソリの刃はが入った手紙が何通も送られてきたらしい。

「あなたの場合、どこで誰だれの恨うらみを買ってるかわからないのよ？　まあ、今回は目星がついてるけどね」

「あー……」

　以前に暁と噂うわさになったタレントのファンが恨んでいるのだろうというのが、麻紀を含ふくめた事務所の見解だった。

　しかし、実際のところ、そのタレントとは打ち上げで同席しただけで、撮さつ影えい以外ではろくに言葉を交わしたことはない。もちろん、手を出したことなんてないし、連れん絡らく先すら知らない。

　火のないところに煙けむりが立つのが、芸能界というものだから、噂自体は仕方ないと思うけれど、無関係のことで逆さか恨うらみされるのは割に合わない。

（美味おいしい思いしたって云うならいいんだけどさ）

　自らの尻しり拭ぬぐいなら責任を持つけれど、逆恨みで嫌がらせされるのは納なつ得とくがいかない。こんなことを口にしたら、麻紀の鉄てつ拳けんをお見み舞まいされるのがわかっていたため、黙だまっておいた。

「あの映画のキャストが発表されたら、何をしてくるかわからないでしょう」

「それはそうですけど、犯人が彼女のファンだって確定したわけじゃないじゃないですか」

　そのタレントとは、今度また映画で共演することになっている。その情報が出たときに、暁を脅迫している犯人がどういう行動に出るかが懸け念ねん材料だった。

　いま、麻紀たちは警察に被ひ害がい届を出すことも検討しているようだが、暁としてはあまり大おお事ごとにはして欲しくない。

　こうした被害は一種有名税のようなものだから、実際に怪け我がをしたりしなければ、警察だって動いてはくれないだろう。下手へたをするとマスコミに騒さわがれるだけ騒がれて、犯人は捕つかまらないということにもなりかねない。

「心配なのよ。もしあなたに何かあったら、由里に顔合わせられなくなるわ……」

「麻紀さん───」

　沈しずんだ声につられて、暁も反論の勢いが弱くなる。裕慈がマネージャーになるのは嫌だけれど、いまはそんなことを云っている場合ではないかもしれないという気にもなってくる。

「とにかく、裕慈がマネージャーにつくことは決定だから」

「え!?」

　さっきまで浮うかべていた神しん妙みような表情は芝しば居いだったのかと思うほどの変わりように面めん食くらった。目を瞬またたかせている暁に、さらなる注意事じ項こうを告げてくる。

「それと、しばらくは夜遊び禁止。ふらふら遊び歩いてるから、こうやってヘンな相手に目をつけられるのよ」

「べ、別に悪いことはしてないじゃないですか！」

「年相応に落ち着けって云ってるだけよ。盛りのついたガキじゃないんだから、少しは自制しなさい。いつまでも芸能界の種馬なんてみっともないキャッチフレーズくっつけられてて恥はずかしくないの？」

「う……」

　女性関係をスクープされるたびに色んな手段で片をつけてもらってる身としては、それを云われると弱い。既き婚こんではないし、いまは昔のように二ふた股またをかけることもないけれど、芸能人としては熱愛報道が時にマイナス要素になることもある。

（俺だって、本気になれる相手がいれば落ち着いてもいいんだけどさ）

　今度こそ運命の相手だと思って口説くけれど、実際につき合ってみると違い和わ感かんが出てくる。

　そうこうしているうちにすれ違ちがうようになり、短期間で別れることになってしまうのだ。過去の所業とそういったつき合いのせいで、遊び人の浮き名が雪すすげない。

「とにかく、ストーカーの件がなくても、このところの行動は目に余ります。次に週刊誌沙ざ汰たになったらただじゃおかないわよ」

「────」

　ぎろりと睨にらまれ、暁は気まずく視線を外す。とどめを刺さされ、ぐうの音も出なくなった。この様子だと、もうしばらくは大人しくしておいたほうがよさそうだ。

（あーあ、この一ひと月つき、ろくに遊んでないっていうのに……）

　ここ数ヶ月、スケジュールがぎちぎちに入っていた。暇ひまがあると羽目を外す暁の行動を制限するために、麻紀がわざとオファーを多く受けたのだろう。友人と飲みに行く時間もなく、昨夜の舞ぶ台たいの打ち上げで久しぶりにアルコールを口にしたくらいだ。

「でも、何でこいつなんですか？　他ほかにも社員はいるじゃないですか」

　前任者よりは頼たよりにならないかもしれないけれど、現場を志望している事務職もいたはずだ。マネージャーとしては丸きりの素人しろうとの裕慈を宛あてがう必要はない。

　諦あきらめきれずに食い下がると、麻紀は逆に暁に質問してきた。

「ねえ、裕慈が嫌いやな理由でもあるの？」

「それは……素人がつくのが嫌なだけですよ」

　本当の理由を告げるのは憚はばかられ、曖あい昧まいに言葉を濁にごす。三み十そ路じを越こえた男として、『昔、絶交したから』という理由は口にしにくかった。

　小学生のときのケンカを、未いまだに引き摺ずっているなんて心が狭せまいと思われそうだ。自分でも我ながらしつこい気はする。

　けれど、長年抱かかえてきた気持ちは、そう簡単にはなくならない。

（……かといって、ただ単にムカつくからって云ったら俺が怒おこられそうだしな）

　ちらりと窺うかがい見た裕慈は、さっきから表情一つ変えない。見られていることに気づいた裕慈と目が合い、慌あわてて視線を逸そらす。どう云えば麻紀を納得させられるだろうかと思っていたら、麻紀はとんでもないことをつけ加えてきた。

「マネージャーとしては素人かもしれないけど、朝起きられないあなたよりはマシよ。そうそう、ここ何部屋か使ってなかったわよね？　裕慈の部屋の手配まで手が回らなかったから、しばらく同居してちょうだい」

「同居!?　ちょ、ちょっと待って下さい」

　裕慈がマネージャーになることにも抵てい抗こうがあるのに、一つ屋根の下で暮らすなんてとんでもない。暁の意志を無視して、どんどん決定事項が増えていってしまう。

「この子、いままで寮りよう暮らしだったから住むところがないのよ」

「実家に戻もどればいいじゃないですか！」

　麻紀の家には裕慈の部屋があったはずだ。昔は暁もよく遊びに行っていたから、家の間取りはよく覚えている。

「そうさせたいのは山々なんだけど、いま裕慈の部屋が私のクローゼットになってるのよねえ。だから、寝ねる場所もなくて」

「片づける気はないってことですね……」

「まあ、そういうことね。どうせいつもマネージャーに起こしてもらってたんだから、一いつ緒しよに住んでたほうが便利でしょう？　家事も得意だし、息子むすこながらにお買い得だと思うわよ」

「そういう問題じゃありません。マネージャーはともかく、一緒に住むなんて論外です！」

　笑え顔がおの問いに即そく答とうする。いまは体てい裁さいを気にしている場合ではない。

「でもね、実はもう、ここにベッドを運んでもらうよう手配もしてあるの。近いうちに届くはずだから」

「そんな勝手に…っ」

「ストーカーの件が片づくまでには、裕慈の新居を探しておくから、ちょっとの間だけ我が慢まんしてちょうだい。ね？」

「…………」

　麻紀が決定したことを覆くつがえせた試ためしなど、これまでに一度もない。

　嫌だと云いい続けても、押し問答になるだけだ。だったら、とりあえず引き受けてから対応策を練ったほうが建設的だ。そう考え、渋しぶ々しぶと承しよう諾だくした。

「……わかりましたよ。部屋が見つかるまでですからね」

「よかった！　暁ならそう云ってくれると思ってたわ」

　手を合わせて喜んでいる麻紀に、キツく念を押す。

「絶対に早くこいつの部屋を見つけて下さいよ」

「わかってるわよ。それじゃあ、私は仕事もあるしもう行くわね。裕慈のこと任せたわよ」

　話を終えると、麻紀はさっさと帰っていってしまった。部屋には裕慈と気まずい雰ふん囲い気きが残された。

（───頭が痛くなってきた）

　せっかくの久々の休きゆう暇かだったのに、こんなお荷物を押しつけられる羽目になるなんて。いまさら、こんな形で再会することになるなんて、運命の神様は意地悪だ。

　額に手を当て、ため息をついていたら、それまで黙っていた裕慈がぽつりと口を開いた。

「急な話で悪いな」

「本当だよ。いきなり来て、一緒に住む？　ありえないだろう、普ふ通つう。だいたい、麻紀さんも何なんだよ。お前に継つがせるなんて、そんな話いままでしたことなかったくせに」

　釈しやく然ぜんとしない暁は、裕慈に向かって悪態をついた。今回の件に関しては彼が悪いわけではないけれど、誰だれかに八つ当たりでもしないと気がすまない。

　麻紀は常々、目の黒いうちは現場から離はなれないと幾いく度どとなく云っていた。それなのに、いったい、どんな心境の変化があったのだろうか。

「この間、体調を崩くずしたからな。少し、気弱になったんだろう」

「病気？　そんなの知らないぞ」

　麻紀が病気をしたなんて初耳だ。驚おどろく暁に対し、裕慈はさもありなんと返してくる。

「誰にも云ってなかったみたいだからな。入院して手術したことは、家族と由里さんくらいしか知らないはずだ」

「入院!?　だから、しばらく母さんの様子がおかしかったのか……。あっ、もしかして、長期休暇でハワイに行くって云ってたのって───」

　土産みやげがマカダミアナッツだけだったことに文句を云ってしまったけれど、あれはアリバイ作りに国内で調達したものだったのかもしれない。

「旅行に行くと云っておいたほうが、皆みなが心配せずにすむと思ったらしい」

「そんなの水くさいだろ!?」

　麻紀の気持ちはわからないでもないが、心配くらいさせて欲しい。自分たちは事務所社長と所属タレントという関係だけでなく、家族のようなものなのに。

「俺もそう云ったんだが、強ごう情じような人だからな。本当は俺にも知らせたくなかったと云っていたが、父が話すよう説得したようだ。手術も上手うまくいったし、気き遣づかわれるのが嫌な人だから、知らないふりをしておいてくれ」

「……わかった」

　弱みを見せたくないという麻紀の性格も知っているため、暁は渋々と頷うなずいた。

　裕慈が警察官を辞やめてきたのは、母親のことを心配してのことなのだろう。彼女が病気をしたとあっては、黙だまっていられなかったのかもしれない。

（けど、それとこれとは別の話だよな）

　裕慈が麻紀の跡あとを継ぐことに何の文句もない。勉強させるなら、麻紀が連れ歩き、経営のことを一から叩たたき込んだほうがいいのではないだろうか。

「大まかなことは教えてもらってあるが、細かいことは暁に教えてもらえと云われている。明日からよろしく頼たのむ」

「足あし手で纏まといになるようだったら、すぐクビにするからな」

　ひとまず引き下がるしかないと思って麻紀に従ったけれど、毎日嫌な顔かおを見て過ごすのは精神衛生上よくないし、仕事にも影えい響きようしないとも限らない。

（何でもいいから理由をつけて、裕慈以外に変えてもらおう）

　麻紀だって、正当な理由があれば承諾するはずだ。ワンマン社長と云われているけれど、話の通じない人ではない。

「わかった。不ふ手て際ぎわがあったら何でも云ってくれ」

「俺は甘くないからな。覚かく悟ごしとけよ」

　厳しく接して、裕慈から担当替がえを申し出てくれればありがたい。いままでのマネージャーや現場スタッフからは人当たりがいいと評判だが、裕慈に優やさしくする必要はない。

「初めに確認しておきたいんだが、口調はどうしたらいい？」

「どうって…？」

「敬語のほうがいいなら、そうするが」

「別にタメ語でいいだろ。つーか、お前が俺に敬語使ってくるなんて気持ち悪い」

　マネージャーという立場を考えての確認だろうが、自分に対して丁てい寧ねい語で話す裕慈を想像しても違い和わ感かんしか覚えない。

　この無ぶ愛あい想そなキャラで敬った態度を取られても、慇いん懃ぎん無礼に感じてしまいそうだ。

「他ほかに何か気をつけておくことはあるか？」

「出しゃばった真似まねしなきゃそれでいい。お前だって空気くらい読めるだろ」

　むしろ失態を演じてくれたほうが、マネージャーの任を解きやすくなって助かるのだが、本人に云うわけにもいかない。

　喉のど元もとまで出かかった言葉を吞のみ込み、当たり障さわりのない返答をする。

「聞きたいことはそれだけか？」

「ああ。あとは社長からの伝言がある」

「伝言？」

　どうして、さっき直接伝えていかなかったのだろう。云うべきことがあったなら、いくらでも云うタイミングはあっただろうに。そんな暁の疑問は、伝言の内容を聞いて解消された。

「しばらくは一人で出歩かないこと。仕事が長引いたとき以外は門限は九時だ」

「門限九時!?　いまどき中学生でも、もっと遅おそくまで出歩いてるだろ！」

　淡たん々たんと告げられた門限に、思わず声を荒あららげてしまった。麻紀が直接云っていかなかったのは、こうした暁の反はん抗こうが予想できていたからだろう。

「社長命令だそうだ。それに目の届く範はん囲いにいてもらわないと守れない。俺の役目はマネージャー兼けんボディーガードだ」

「だから、自分の身は自分で守れるって云っただろ！」

　『守る』という言葉に、暁は目を吊つり上げた。

　暁は何よりも、誰かに守られるのが嫌きらいだった。誰かを盾たてにするのが嫌いやだということもあるけれど、何より庇ひ護ごされる自分をプライドが許さない。

「本当に自分で守れるのか？」

「当たり前だろ。俺をか細い女の子と間ま違ちがえてるんじゃないのか？」

「そんなふうには思っていない」

「とにかく、ボディーガードなんて必要ない。お前はスケジュール管理だけしてろよ」

　おもむろにソファから立ち上がり、背もたれにかけてあった上着を手に玄げん関かんへと向かう。

「どこへ行くんだ」

「どこでもいいだろ。お前はついてくんな───いっ、いたたたた！」

　裕慈の体を押しやって出かけようとしたら、腕うでを捻ひねり上げられ、壁かべに押しつけられてしまった。一いつ瞬しゆんのことで、何が起こったのか自分でもわからない。

「いきなり何すんだよ！」

「自分の身は自分で守れるんじゃなかったのか？」

「こ、これは油断したんだ！」

　元ＳＰ相手に力で敵かなうはずがない。こんなふうに実力行使に出られたら、誰だって頼たよりないと云われて当然だ。

「そういった油断が危険に結びつく。犯人が捕つかまるまで大人しくしていろ」

　悔くやしいけれど、一方的に自由を奪うばわれているいまの状じよう況きようでは反論できなかった。普ふ段だんのスマートなイメージがこれでは形無しだ。こんな姿、ファンや友人には見せられない。

「わかったから離せよ！　ったく、この馬ば鹿か力ぢから」

　苛いら立だちをぶつけるように、裕慈の手を振ふり払はらう。加減されていたから痛みが残っているわけではないけれど、摑つかまれていた場所が何故なぜか火ほ照てっているようで熱い。

（ムカつく）

　苛いら々いらとした気持ちは、怒いかりに変わっていく。麻紀の言葉には従うつもりだけれど、裕慈の命令は聞きたくない。

　どうしても出かけたいわけではなかったけれど、行くなと云いわれると逆らいたくなる。

「じゃあ、友達の家まで送れよ。一人で出かけなきゃいいんだろ？　外をうろつかなきゃ、写真だって撮とられねーよ」

「その友達とはどういう関係だ？」

　どうしてそんなことまで聞かれなければならないんだとムッとしたけれど、急にイタズラ心が湧わいた。

「セフレ」

「────」

　イタズラ心で口にした言葉に、予想どおり絶句している様子に溜りゆう飲いんを下げる。気難しい顔で黙り込んでいる裕慈に追い打ちをかけるように、下世話な話題を振る。

「しばらく仕事が忙いそがしくて、夜遊びもできなかったから溜たまってんだよ。お前も男なんだからわかるだろ？」

「性せい欲よくが解消できればいいわけか？」

「まあ、そうだな」

　裕慈のストレートな質問に、色事に疎うとそうな裕慈が狼狽うろたえればいいと思って、したり顔で頷いて見せる。お前にはどうしようもないだろうと云ってやろうとしたのだが、それを口にする前に、予想外な反応が返ってきた。

「だったら、俺がしてやる」

「は？」

　聞き間違いだろうかと思っていた暁に、裕慈はさらに直接的な単語を告げてきた。

「抜ぬいてやるって云ってるんだ」

「抜くって───ちょ、ちょっと待て！」

　後ろから羽は交がい締じめにされ、動きを封ふうじられたかと思ったら、手早くベルトの金具を外された。緩ゆるめられたウエストから、中に手を差し込まれる。

「なっ…おい、マジかよ!?」

　朴ぼく念ねん仁じんだとばかり思っていた裕慈の予想外な行動に面めん食くらった。

　一瞬、自分がからかったことへの反はん撃げきなのだろうかとも思ったのだが、意い趣しゆ返がえしでも、冗じよう談だんや酔すい狂きようでもなかったらしい。

　裕慈は躊躇ためらいもなく、暁の欲よく望ぼうに触ふれてきた。長年続けている剣けん道どうのせいなのか、節くれ立った太い指が自身に絡からみつく感かん触しよくに息を飲む。

「……っ、おい、待っ……く、う……」

　腰こしに巻きついた腕や、昂たかぶりを弄いじる手を引き剝はがそうとするけれど、そのどちらもびくともしない。もがいているうちに息が上がってきてしまい、感覚が一カ所に集中していく。

「はな…せ、裕慈……ッ」

「やっと、俺の名前を呼んだな」

　独り言のような呟つぶやきに、一瞬気を取られる。

「え？　ぅあっ、おい、やめろって！」

「黙だまってろ。すぐに終わる」

「そうじゃなくて───あ…っ」

　思わぬ声が出てしまい、慌あわてて口を閉じる。感じているとは思われたくなくて、歯を食くい縛しばるけれど、自身が硬くなっていくのは止めようがない。

　裕慈の手の中で、暁のそれは力強く脈打ち、芯しんを持って勃たち上がっていく。

「ん、……っ、う……」

　しつこく弄られているうちに、先せん端たんが潤うるんでくる。そこの窪くぼみを爪つめの先で引っ搔かかれ、びくんと体が跳はねた。

「あ……ッ」

　背中が撓しなった弾はずみで、胸の先がＴシャツに擦こすれる。視線をやると、布地の下で尖とがっているのがわかった。裕慈もそのことに気づいたのか、腰をホールドしていた手を胸むな元もとにずらし、指先で尖りに触れてきた。

「ここも弄ったほうがいいのか？」

「し、しなくていい！　触さわるな───っあ」

　形をなぞるようにされると、ぞわぞわとした感覚が腰のあたりから這はい上がってくる。

　裕慈はＴシャツの生き地じごと、乳ち首くびを摘つまみ上げた。やめろと云いながら、上うわ擦ずった声を上げてしまった自分に、暁は恥はずかしくなる。頰ほおが上気しているのが、自分でもわかった。

「や、め……っ」　>>>♥

　これ以上、口を開いていたら、どんな声を出してしまうかわからない。触れられて反応するのは男として、当然のことだ。しかし、みっともない声は聞かせたくない。

　そんな暁の気持ちをよそに、裕慈はシャツの下に手を潜もぐり込ませてくる。ぎょっとして体を硬こう直ちよくさせた暁の胸元を、裕慈は無造作に探さぐってきた。

「……っ、く……」

　もう一方の手も、休みなく昂ぶりを扱しごいている。感じやすい箇か所しよを同時に責め立てられ、ただ喘あえぐことしかできなくなっていく。

「は……っ」

　頭の中がぼんやりと霞かすんでくる。元々、快楽には弱い質たちではあるけれど、裕慈の指の動きもツボを心得たものだった。

（くそ、何でこんな気持ちいいんだ…！）

　強ごう引いんな行こう為いへの怒りも羞しゆう恥ちもどうでもよくなるくらい気持ちいい。完全に力を抜いて身を任せてしまいたくなるのを押し止めているのは、暁のプライドだ。しかし、それすら骨ほね抜ぬきになってしまいそうな状態だった。

「う、ン、んん……っ」

　滑すべる感触に、先端から体液が溢あふれてきているのがわかる。塗ぬり広げるかのように動く指に、一層高められていく。

「も…離はなせ……っ」

　もう限界が近かった。このままでは確実に、裕慈の手でイカされることになる。そんな事態になることを避さけたくて、力を振り絞しぼってもがくけれど、体に力が入らない。

「俺の手に出せばいい」

「ふざけ……っあ、ぁ、あ…っ」

　反り返った昂ぶりを扱く指に力が込められる。暁はもう抗あらがうこともできず、裕慈のなすがままだ。高まっていく感覚は、もう自分では制せい御ぎよできなかった。

「や、あ、あ───」

　一いつ瞬しゆん、頭の中が真っ白になったかと思うと、体を震ふるわせながら、裕慈の手の中に欲望を吐はき出してしまった。解放感に浸ひたれるはずもなく、ただ呆ぼう然ぜんとしてしまう。荒あらくなっていた呼吸を落ち着けている暁に対し、裕慈は白はく濁だくで汚よごれた手を見ながら、淡たん々たんと告げた。

「云うほど溜まってなかったな」

「……っ」

　冷静な指し摘てきに、カッと頭に血が上る。云いようもない羞恥と屈くつ辱じよくに襲おそわれ、わなわなと震える唇くちびるからは言葉すら出てこない。

「まだ足りないか？」

「けっこうだ！」

　裕慈の腕うでを振り払い、乱れた服を直しながら踵きびすを返す。部屋に向かう暁の背中に、空気を読まない問いかけが投げかけられた。

「どこに行くんだ？」

「寝ね直すんだよ！　邪じや魔ましたら追い出すからな！」

　怒ど鳴なりつけ、暁は寝しん室しつに閉じこもった。子供っぽい行動だと思ったけれど、これ以上裕慈と同じ空間にはいたくなかった。

（何の嫌いやがらせだよ…！）

　きっと、裕慈にとっては、暁を大人しくさせておく手段の一つにすぎないのだ。そう考えると、ダメージを受けていることが無む性しように悔くやしかった。

　いつもの自分なら、あれくらいのことは簡単に流せたはずだ。しかし、相手が裕慈だったことが、暁を必要以上に動どう揺ようさせていた。

「あんなこと、別に大したことじゃないだろ」

　自分に云いい聞かせるように呟くけれど、思い出す必要などないくらい、まださっきの感覚が生々しく残っている。

　背中越ごしに触れる体温、高みへと追い詰つめてくる指の動き、そして、耳元に感じる息いき遣づかい───腰の奥に蘇よみがえってきそうになる疼うずきを堪こらえようと、暁は理性を総動員して、一瞬兆きざしを見せた衝しよう動どうをやりすごす。経験の浅い若造ならともかく、芸能界で遊び人と称しようされている自分がここまで動揺している事実が悔しかった。

「絶対、いつか仕返ししてやる…！」

　白く筋が浮うかぶほど強く拳こぶしを握にぎりしめ、固く復ふく讐しゆうを誓ちかった。







　　　　２




「いてっ、もっと優やさしくやれよ」

　裕慈に消毒液に浸された脱だつ脂し綿めんを押し当てられるたびに、暁は小さく悲鳴を上げた。

「痛いに決まってるだろ。こんな擦り傷きず作って。どうして早く手当しないんだよ。化か膿のうしたらどうするんだ」

「塾じゆくがあったんだから、仕方ないだろ」

　多た忙ぼうな両親は夜よる遅おそくならないと帰ってこないため、塾のあとはこうしていつも幼なじみの裕慈の家で過ごしている。父親の秘書が小学校まで迎むかえに来て、塾や裕慈の家まで送り届けてくれるのだ。

　別に自分一人で来られないわけではない。以前はバスを乗り継ついで遊びに来ていた。送おくり迎えをされるようになったのは、ヘンな男につけ狙ねらわれたことがあったからだ。

　塾の帰り道にしつこく声をかけられ、車の中に引きずり込まれそうになった。そのことを大人に話したら、翌日には送り迎えをされることが決まっていた。自分を心配してくれているのはわかっているから、大人しく両親に従ってはいるけれど、内心では不満を持っていた。

　元々、有名な女優の息子むすこということで目立っているのに、親以外の大人に送り迎えされるなんて、自分からからかわれるネタを提供しているようなものだ。

　そのせいもあってか、最近は同級生に嫌がらせをされることが多くなった。もちろん、やられっぱなしの暁ではない。だから、こうしてしょっちゅう傷を作っているのだ。

「今日のケンカの理由は何？」

　怪け我がをしているのは暁なのに、裕慈のほうがよっぽど困った顔をしている。

「俺のこと、男おとこ女おんなってバカにするから痛い目に遭あわせてやったんだ。だから、名めい誉よの負傷ってやつ？」

　ケンカの相手は、隣となりのクラスの男だった。小学生のくせにやたら体が大きくて、学校内で威い張ばり散らしている嫌なやつだ。地元の中学の不良グループからスカウトされているという噂うわさを聞いたこともある。

　関かかわり合いになりたくもないのに、何が気に食わないのか、ことあるごとに暁に突つっかかってきて、ちょっかいを出してくるのだ。暁もすぐにやり返すため、大たい抵てい、取っ組み合いになり、女子が慌あわてて呼んできた教師に止められる。

「暁は無む茶ちやしすぎだよ」

「何云ってるんだよ。このくらいしないと舐なめられるだろ」

　さっき、秘書の車のバックミラーで確認した自分の顔には、擦り傷があちこちにできていた。母親には怒おこられるかもしれないけれど、このくらいのほうが男らしくていい。

　当然、秘書には口止めをしてある。何があったのかと訊きかれたら、転んだと云い張るつもりだ。ケンカをしたのがバレたら、学校に行くことさえも止められかねない。

「だからって殴なぐり合う必要なんてないだろ。口で云い負かしてやればいいのに」

「そうすると、あっちから手ぇ出してくんだよ！」

「先生に注意してもらえばいいじゃないか」

「そんなみっともないことできるか！」

　子供のケンカに大人を巻き込むなんてカッコ悪い。自分一人では何もできないのかと、ますますバカにされてしまう。

「まったくもう……。傷はこれだけ？」

　切れた唇、膝ひざと肘ひじの手当を終えた裕慈が訊いてくる。うん、と云おうとして、さっき車でシートに座ったときに背中に痛みを覚えたことを思い出した。

「ちょっと背中見てくんない？　痛い気がすんだよな」

「背中？　何でそんなところまで怪我してるんだよ……。あー、青痣あざになってる。擦すり傷きずもあるけど、血は出てないみたいだな」

「何でって、あいつらに服脱ぬがされそうになったから、そんときに擦こすったんじゃないか？　やべ、ボタンもなくなってる。母さんに見つかったら怒られるかな」

「服って───大だい丈じよう夫ぶだったのか!?」

　暁の話を半ば呆あきれながら聞いていた裕慈は、急に青ざめて大きな声を出した。

「何だよ、いきなり。脱がされそうになっただけで、別に大したことは……」

「いい加減にしろよ、暁！　大したことあるだろ!?」

「ゆ、裕慈？」

　いつもは静かに諭さとしてくるだけだった裕慈の真しん剣けんな表情にたじろいだ。生まれたときからのつき合いだけれど、こんなに怖こわい顔を見たのは初めてだ。

「そうやって無茶して、何かあったらどうするんだよ！　相手は一人じゃないんだろ？　人目がないところに連れ込まれたら、何されるかわかんないんだからな！」

「やばそうだったら逃にげるって」

「やばくなってから逃げられるのか？」

「どうにかするよ、多分」

　そこまで考えていなかったけれど、本気で暴れればどうにかなるだろう。いままでだって、何をされても切り抜ぬけてこられた。

「多分って、もっとよく考えろよ。暁は正々堂々ケンカしてるつもりなのかもしれないけど、そいつらが卑ひ怯きような手を使わないとは限らないんだからな。そいつらがもっと年上の仲間を連れてきたらどうするんだ？　武器を持ってきたら？」

「…………」

　裕慈の言葉に反論できなかった。たしかに狡ずるい手を使われることもあったし、一人で下校していたときは、帰り道で待ち伏ぶせされたこともある。

　黙だまり込んだ暁に、裕慈は懇こん願がんしてくる。

「頼たのむから、もう余計なケンカ買うのやめろよ」

「じゃあ、お前は俺にバカにされて黙ってろって云うのかよ」

「相手にするなって云ってるんだ」

「あっちから絡からんできたら仕方ないだろ。それでも手ぇ出すなって？」

　云われていることは理解できる。しかし、暁には自分への揶や揄ゆの言葉を聞き流すことなどできない。あんなふうにバカにされて、笑ってやりすごせるとでも思うのか。

「避さける方法だってあっただろ？　俺が同じ学校なら、守ってやるのに」

　ため息混じりのその言葉に、カチンと来た。いままで、自分の身は自分で守ってきた。どういう状じよう況きようなのか見てもいない裕慈に、偉えらそうなことは云われたくない。

「守るって何だよ。お前まで俺のこと女扱あつかいするのかよ？」

　憤いきどおり始めた暁に裕慈が反論してくる。

「女扱いなんかしてないだろ。俺はお前を心配してるだけだ」

「ふざけんな！　それが女扱いだって云うんだよ！　自分のことは自分で守れる」

「暁、少しは俺の話を聞け。お前が弱いと思ってるわけじゃない」

「うるさい！　うるさいうるさい！　お前なんか絶交だ！」

　感情に任せて、暁は裕慈を力いっぱい怒ど鳴なりつけた。










　急に映像が途と切ぎれたと思ったら、視界に見慣れた天てん井じようが飛び込んできた。何度か目を瞬またたいたあと、状況を把は握あくする。

「───夢、か……」

　夢と云いっても空想のものではなく、過去の再現だ。あれは小学校六年生の冬休み直前のことだったと思う。あの『絶交宣言』をして以降、裕慈とは疎そ遠えんになったのだ。

「くそ、久々に見たな……」

　あの夢を見たのは、裕慈と再会したことがきっかけだろう。

　いまではそんな面おも影かげはなくなったけれど、小さい頃ころの暁は体格も華きや奢しやで、顔も女優の母に似ていて女の子のようだった。高校に上がる前にぐんと背が伸のびたけれど、それまでは美少女と云ったら誰だれも疑わないほどだった。

　有名な母親と人目を引く容姿のせいで、同級生にからかわれたり、変質者に狙われたりと嫌いやな目によく遭あっていた。そういった状況が続いて、自分の容姿がコンプレックスにならないわけがない。

（いま思い出しても腹が立つ）

　他ほかの人から云われたならともかく、誰よりも暁の気持ちをよく知っているはずの裕慈に『守る』などと云われたことがショックだったのだ。

　裕慈とはほぼ生まれたときからのつき合いで、兄弟のように一いつ緒しよに育った。

　住所が少し離はなれていたため、小学校は別になってしまったけれど、それで交流が途と絶だえることもなく、お互たがいに親友だと思っていた。

　あのケンカをする前、受験をして中学は同じところに行こうと約束していた。けれど、裕慈は受験の日の朝、会場に現れることなく、暁の隣は最後まで空席だった。

　もし同じ学校に受かったら、女扱いしたことは許してやろう。そう心密ひそかに思っていたけれど、その機会が訪おとずれることはなかった。

　───結局、裕慈は暁から逃げ出したのだ。

　入試に合格した暁は私立へ、受験をしなかった裕慈は地元の公立へと進むことになった。後日、裕慈が連れん絡らくを取ってきたけれど、暁は裕慈を無視し続けた。やがて電話が来ることもなくなり、二人の道が重なることはなくなった。

「……やめた」

　昔のことを思い出していたら、気分が悪くなってきた。

　裕慈のほうから謝ってきても、もう許すつもりはない。できるだけ早く裕慈をマネージャーから外す手立てを考えなくては、ストレスでどうにかなってしまう。

　砂を嚙かんだような不快さを追いやるため、二に度ど寝ねに入ろうとした瞬しゆん間かん、ドアをノックする音が聞こえた。部屋の外に向かって、誰だと声をかけるまでもない。

「起きろ、暁。もう朝だ」

「…………」

　目は覚めてはいるけれど、まだ起きる気になどなれない。無視していたら、遠えん慮りよもなく暁の部屋に裕慈が踏ふみ込んできた。

「暁。いつまで寝ねてるんだ。仕事に遅おくれたらどうする」

「お前なあ！　勝手に部屋に入ってくんなよ！」

　無ぶ遠えん慮りよな裕慈に憤り、起き上がると同時に声を荒あららげた。元々、空気が読めないところがあるけれど、デリカシーがないにもほどがある。

「入ってきて欲しくなかったら、さっさと起きろ。今日は九時からテレビ局で収録だとスケジュール表に書いてあるが？」

「まだ時間あるだろ。ぎりぎりまで寝かせろよ……」

　ムカムカしていたせいで、昨夜は寝つきが悪かった。おまけに嫌な夢まで見たせいで、いまいち熟じゆく睡すいできていない。布ふ団とんを被かぶり直そうとしたら、耳の痛い説教が返ってきた。

「朝食を抜く気か？　役者だって体が資本だろう。食事は三食しっかり食べろ」

「朝食って……」

　裕慈の言葉に怪け訝げんな顔をした暁は、ふと食べ物の匂においがしていることに気づいた。この数年、この部屋で嗅かいだことのない匂いだ。

（もしかして───）

　好こう奇き心しんに負けた暁は、勢いよく起き上がり、リビング兼けんダイニングになっている隣となりの部屋へ向かう。昨日まで郵便物や新聞が積み上がっていたダイニングテーブルには、二人ぶんの朝食が並んでいた。

　プレーンオムレツにベーコン、サラダ、トースト。デザートの他、芳ばしいコーヒーの香かおりまでしている。怒おこっていたことも忘れて、啞あ然ぜんとしてしまった。

「まさか、お前が作ったのか…？」

「他に誰がいる。お前の卵は甘めにしておいた。好みが変わっていたらすまない」

「べ、別に食えりゃ何でもいいけど……」

　そう答えながら、裕慈が自分の好みを覚えていたことに内心では驚おどろいていた。

「材料とかどうしたんだよ。冷蔵庫には何も入ってなかっただろ」

「二十四時間開いてるスーパーがあるのを知らないのか？　社長にはお前の健康管理も任されている。家にいるときは俺が食事を作るから、好すき嫌きらいがあったら早めに云っておいてくれ」

「そんなことまで管理されなくちゃいけないのかよ！」

「いままでのような食生活を続けていたら、そのうち体が持たなくなってくる。いまから気を配っておくに越こしたことはない」

　自分でも気にしていたことを指し摘てきされ、カチンとくる。図星を指されると反発したくなるのが人間というものだ。

「偉そうに云いやがって。俺の食生活の何を知ってるって云うんだよ」

　食べ物の好みならともかく、昨日再会したばかりの裕慈にいまの生活のことなどわかるはずがない。

「台所を見ればわかる。埃ほこりの積もってる包丁で料理をしていたとでも云うつもりか？　アルコールでカロリーを摂とってると、体が弛たるんでいく。云いたいことがあるならあとでいくらでも聞く。早く席につけ」

「…………」

　裕慈に反論を封ふうじられ、暁は渋しぶ々しぶと椅い子すに座った。この食しよく卓たくに着くのも、ずいぶんと久しぶりな気がする。

「コーヒーに砂糖は？」

「ブラックでいい」

　朝食を食べるより、十分でも多く眠ねむれたほうがいい。そう云って、寝しん室しつに戻もどるという手もあったけれど、いまは睡すい眠みん欲よくよりも食欲が勝ってしまっていた。

　作った人間はムカつくけれど、食べ物に罪はない。美味おいしそうな匂いに食欲が刺し激げきされ、渋々と食卓につく。

「……いただきます」

　フォークで切り分け、口に運んだプレーンオムレツは想像以上に美味しかった。舌の上で蕩とろける滑なめらかさと暁好みの味つけに、思わず食が進む。

　正面に座った裕慈は気難しい顔のまま、淡たん々たんと食事をしていた。

（くそ、目の前に座ってるのが可愛かわいい女の子だったら、テンション上がるのに……）

　この朝食は文句なしに美味しいけれど、これを裕慈が作ったのかと思うと、いささかげんなりする。お腹なかが満たされていくに従って、目も覚めてくる。ふと室内に目をやった暁は、テーブルの上だけでなく、部屋中が綺き麗れいになっていることに気づいた。

「お前、勝手に片づけたのか!?」

　脱ぬぎ捨てられていた洋服は見当たらないし、床ゆかに散乱していた雑誌も綺麗に消え去っている。まるで、自分の部屋ではないかのようだ。

　散らかっていたものの中にはゴミ同然のものもあるけれど、大事なものもある。読みかけの台本も服の下に埋うまっていたはずだ。慌あわてる暁に対し、裕慈は冷静に告げた。

「明らかなゴミ以外は捨ててないから安心しろ。紙かみ袋ぶくろにまとめてある」

　裕慈が指さした方向を見たら、ファッションブランドの紙袋に雑誌などが詰つめ込まれていた。その横には新聞がまとめて積まれており、棚たなの上に台本が置いてある。

「服は？」

「洗せん濯たくして干してある。あとで洗濯するから、シーツも出しておいてくれ」

「……お前は家政婦か」

　強面こわもての男の口から出てきたとは思えない所帯じみた言動に呆あつ気けに取られる。家政婦というより、母親かもしれない。お節せつ介かいなところは昔の麻紀を思い出す。

「ウチじゃ家事は俺がほとんどやってたからな。このくらいできて当然だ」

「悪かったな、一人暮らしなのに何にもできなくて」

　大学進学と共に実家を出てから、ずっと一人で暮らしてきたけれど、自じ炊すいはほぼできない。家で作るとしたら、インスタントラーメンくらいだ。

「悪いとは云いっていない。暁はそれでいい」

「何だよ、それ。嫌いやみかよ」

　見下されたように感じ、ムッとする。

「そんなつもりで云ったわけじゃない」

「…………」

　裕慈のことをよく思っていないせいか、つい突つっかかってしまう。些さ細さいな言動にさえ、苛いら立だちを覚えてしまうのだ。

（涼すずしい顔しやがって……）

　まるで、何もなかったような顔をしていることに腹が立つ。しかし、あの程度のことを気にしてるのかと思われるのも嫌いやで、暁は黙もく々もくと食事を続ける。

　結局、物置になっていた玄げん関かん脇わきの六畳じようの部屋が、裕慈の部屋になった。

　昨日、ベッドが運び込まれただけの何もない空間だが、裕慈はそれで文句はないらしい。持参した着き替がえも最低限のものしかないようだった。

　これから、二人の生活が続くのかと思うとうんざりする。ため息をつきかけたその瞬間、聞き慣れない音が鳴り響ひびいた。

「！」

「悪い。俺の携けい帯たいだ」

　そう云いながらも、裕慈は電話に出ようとはしない。着信音はいつまでも途と切ぎれることなく、鳴り続けている。

「出ないのか？」

「────」

　裕慈は何気ない問いに押し黙だまった。苦手な相手からの電話なのかもしれない。ささやかな嫌がらせも兼かねて、電話に出るよう促うながした。

「いい加減、うるさいんだけど。出るか切るかしろよ」

「……わかった」

　暁の文句に、裕慈は渋々といった体で電話に出た。

「はい、飯塚です。お待たせしてしまって、申し訳ありません。……その節は大変お世話になりました」

　何を喋しやべっているかまではわからないけれど、漏もれ聞こえてくる微かすかな音声から察するに、相手は女性のようだった。

　裕慈の口調から察するに、プライベートの関係がある相手ではなさそうだ。もし、親しい間あいだ柄がらだったら『お世話になりました』などとは云わない気がする。しかし、なかなか電話に出なかったところを見ると、何かしら思うところがあるのだろう。

（彼女だったら面おも白しろいのに）

　どういう関係なのか気になって、興味のないふりで聞き耳を立ててしまう。

「───そのお話は以前にもお断りさせていただきましたが。いえ、そういうわけではありません」

　対応に苦く慮りよしている様子が窺うかがえるが、暁には相手の想像がつかなかった。

（お断りって、携帯にセールスの電話？）

　もし、そうなら無言で電話を切ってしまえばいいだけの話だが、それができない事情でもあるのだろうか。

「申し訳ありません、今後も気持ちが変わることはありません。仕事中ですので失礼します」

　裕慈は何とか会話を終わらせることができたようで、ようやく携けい帯たい電話を折おり畳たたんだ。

「何の電話？」

「……前の仕事の関係者だ」

「警察の？　元の職場の人？」

「いや、そうじゃない」

「云いたくないなら別にいいけど、嫌なこと断るならもっとはっきり云わないとわかってもらえないんじゃねえ？　ま、俺には関係ないけど」

　関係がないとわかっているくせに、余計な口出しをしてしまう自分に苛立つ。どうして、裕慈と話をしていると、神経がささくれ立ったようになるのだろう。

「……そうだな、次から気をつける」

　落ち着かない気分を持て余している暁をよそに、裕慈は淡々とした態度で頷うなずいた。










（……疲つかれた……）

　今日はいつになく息苦しい一日だった。顔を見るのも鬱うつ陶とうしい相手がずっと隣となりで目を光らせていたのだから、息が詰まって当然だ。

　もしも不ふ手て際ぎわがあれば、文句を云ってマネージャーを変えてもらおうと思っていたのだが、裕慈の仕事ぶりは未経験者とは思えないほどスムーズだった。

　ストーカー対策のために行く先々で行う確認作業は鬱陶しかったけれど、細かいところまで気配りが届く仕事ぶりは、さすが元ＳＰだと云う他ほかない。

「部屋の中を確認するから、ここで待ってろ」

「さっさとしてくれよ」

　楽屋の確認はこれで三度目だ。出入りするたびに、裕慈はこうして不ふ審しん物がないかのチェックをする。いまのところ、怪あやしいものはとくになく、待たされている暁には徒労感が募つのっていくばかりだ。

　楽屋のドアの横に寄りかかって裕慈の作業を待っていたら、廊ろう下かの先から声をかけられた。

「あっ、いたいた。暁！」

「関せき谷や？」

　小走りで駆かけ寄ってきたのは、飲み友達の関谷だった。彼はバラエティで共演したのをきっかけに親しくなったモデル出身のタレントだ。

　黙っていると造り物のような綺麗な顔立ちだが、中身は気さくでつき合いやすい。

「暁が帰るところだって聞いたから急いで来たんだ。このあと空いてるなら、飲み行こうぜ」

「空いてるような、空いてないような……」

　いつもなら二つ返事で誘さそいに乗るのだが、今日は裕慈の目を気にして、曖あい昧まいな返事しかできない。飲みに行くと云ったら、そこへもついてくるに決まってる。

「何だよ、はっきり云えよ」

「ここじゃまずい」

「はあ？」

「あそこの喫きつ煙えん所で待ってろ。ちょっと云ってくるから」

　関谷を先に行かせてから、楽屋内のチェックをしていた裕慈に声をかける。

「おい、裕慈。ちょっと煙草たばこ吸ってくる」

「煙草？　禁きん煙えんをしてると社長から聞いてるが」

「つき合いだよ。そんなことまでお前に口出される筋合いはない」

　禁煙してはいるけれど、役やく柄がらで煙草を吸うこともあるため、完全には断たててはいない。そんな後ろめたさを刺し激げきされ、ムキになって云い返してしまった。

「そうだな、すまなかった」

「わ、わかればいいんだよ」

　素す直なおに謝られると調子が狂くるう。だからと云って、態度を軟なん化かさせるのも癪しやくで、つい突っ張ぱった返答になってしまう。

「俺の目が届かないところには行かないでくれ。何かあったときに間に合わない」

「すぐそこの喫煙所だって。ガラス張りだし、心配なら見張ってりゃいいだろ」

「わかった、そうしよう」

　裕慈の視線を頭の後ろに感じながら、ガラスで仕切られた喫煙所に入る。ここなら、外に会話が漏れることはないだろう。

「……はあ」

　ドアを閉め、大きなため息をつくと関谷が派手に吹ふき出した。

「何、そんなにあのマネージャー厳しいの？」

「まあな……」

　苦にが虫むしを嚙かみ潰つぶしたような顔で頷く。まるで中学生が母親の目を気にしながら悪いことをしているようで、我ながら情けない。

「で、どうする？　ちょっと飲みに行くくらい別にいいじゃん」

「行きたいのは山々だけど、事務所が目ぇ光らせててさ。マネージャーも変えられて息が詰つまってしょうがない」

　煙草を関谷からもらう素そ振ぶりで何気なく振ふり返ると、裕慈がまっすぐこちらを注視していた。目が合ったような気がして、慌あわててまた背中を向ける。

「今年は立て続けにスクープされてたもんな。あそこにいるのが新しいマネージャー？　よく見るとけっこう男前だな。俺、ああいうタイプ好みかも」

「あいつだけはやめとけ！」

　裕慈に興味を示した関谷に、思わず声を荒あららげた。

（こいつの場合、本当に手ぇ出したりするからな……）

　かなりの遊び人で、落とすと決めたら遠えん慮りよがない。裕慈が相手にするとは思えないが、面めん倒どうなことになっても困る。

「何で？　何か刑けい事じみたいでカッコいいじゃん。もしかして、妬やいてんの？」

　たしかに、まっすぐに伸のびた背筋と微び動どうだにしない立ち姿がテレビ局では浮ういている。関谷の鋭するどい観察眼に感心しつつ、揶や揄ゆの言葉に忠告の理由を告げた。

「ウチの社長の息子むすこなんだよ」

「マジで!?　ってことは、あの飯塚玄げん慈じの息子？　そう云いわれてみれば似てるかも……」

「そうじゃなきゃ、新人のマネージャーなんか俺につくか」

　麻紀の旦だん那なであり、裕慈の父親である飯塚玄慈は舞ぶ台たいや映画で長く活かつ躍やくしている大物俳優だ。

　二人が夫ふう婦ふだということは、業界では有名な話だ。しかし、いままで一いつ般ぱん人だったこともあり、息子がいることは意外と知られていない。

「でも、何でそんなサラブレッドがマネージャーなんかやってんの？　芸能界で仕事したいなら、コネでタレントにでもなればいいじゃん」

「あいつはそんなタマじゃない。ていうか、麻紀さんがウチの事務所を継つがせたいんだとさ」

「ああ、そのためのお勉強で暁のお目付役になったわけね」

　暁の母親と麻紀が親しいこともよく知られている。勘かんのいい関谷は、暁の説明だけで大まかな関係性を察したのだろう。

「俺は納なつ得とくしてないけどな」

「暁にも苦手なものがあるんだな。あ、飯塚社長にも頭上がらないんだっけ？」

　暁の苦々しい呟つぶやきに、関谷は声を嚙み殺して笑った。苦手なわけではなく、嫌きらいなのだと云いたかったけれど、きっと云い訳にしか聞こえないだろう。

　喉のど元もとまで出かけた言葉をぐっと我が慢まんし、一言だけ反論する。

「うるさいな」

「いや、いいこと知った。社長の息子なら、お前とも古いつき合いなんじゃないのか？」

「幼なじみだからって、気心が知れてるわけじゃない」

　むしろ、幼い頃ころのことを知られているのは面倒なだけだ。

「そんなに鬱陶しいなら撒まいたら？」

「簡単に云うな。いまだって、ああやって見張ってんだぞ」

　関谷の提案に眉まゆ根ねを寄せる。そんなことができるくらいなら苦労はしていない。

　視線だけを向けた先には、直立不動の裕慈の姿がある。いまだって、微動だにせず暁の周囲から目を離はなそうとはしないのに、逃にげる隙すきなどできるわけがない。

「正面突とつ破ぱしようとするから無理なんだろ。車に向かう途と中ちゆうとかに、忘れ物したから取ってきてとか云って、その隙に裏口から出りゃいいじゃん。初めて局に来たんなら、お前がどこから抜ぬけ出したかなんてわかんないって」

「なるほど……それはいいアイデアだな」

「抜け出したあとに連れん絡らく入れておけば、騒さわぎにもならないって。あとで飯塚社長に絞しぼられるかもしれないけど、そんなのいつものことだろ」

「一言余計だ」

　文句を云いつつも、関谷の云うようにすれば、裕慈を引き離すことができるだろう。何度も使える手ではないけれど、一、二回は有効なはずだ。

「だろ？　じゃあ、裏に車回して待ってるわ」

　待ち合わせ場所を決めて関谷と別れ、待っていた裕慈のところへ戻もどった。

「待たせて悪かったな」

「もういいのか？」

「あ、ああ」

　裕慈の揺ゆらぎのない眼まな差ざしは、こちらの心の中を見み透すかしているようで怖こわい。

「ところで、いま話してた相手は誰だれだ？」

「え、知らないのか、お前。関谷涼りようだよ。恋れん愛あいドラマとかにしょっちゅう出てるだろ。ほら、しばらく前に話題になった刑事ものの犯人役やってたの覚えてないか？」

　逃げ出そうとしている後ろめたさから、どうしても口数が多くなってしまう。

「すまない、ドラマはあまり見ていなかったから、よくわからない。有名な俳優なのか？」

　間の抜けた質問に啞あ然ぜんとする。仕事ぶりは有能でも、世間にはかなり疎うといようだ。

「あのなあ、お前、これからどういう業界で仕事していくと思ってんだ？　麻紀さんから仕事のことしか教えてもらってないんだろう。最低でも有名どころくらい覚えておけ」

　この調子だと、一いつ緒しよに仕事をする俳優に対して、同じようなことを云いかねない。

「わかった、勉強しておく。───彼とはずいぶん親しげだったが、お前の友人という認識でいいのか？」

「ん？　ああ、まあな」

　裕慈の問いかけに、ぎくりとして口元が引き攣ってしまった。

　友人と云えば友人だが、実は体の関係を持ったこともある。だから、そう呼ぶのが正しいかどうかはわからない。

　お互たがいに遊びと割り切っていて、決まった相手のいないときはよく連つるんでいる。昨日、『セフレ』と口にしたときに思い描えがいたのが関谷だったとは、口が裂さけても云えない。

「とにかく、さっさと帰ろうぜ。いつまでもこんなところで時間食ってても仕方ないだろ」

　自分が待たせていたことを棚たなに上げ、帰宅を催さい促そくする。このまま向き合っていたら、云わなくてもいいことを零こぼしてしまいそうだ。

「帰るのはいいが、その服は着き替がえなくていいのか？」

「……っ、これから着替えようと思ってたんだよ！」

　気が急せくあまり、衣装から私服に着替えなければならないことを忘れていた。それを裕慈に指し摘てきされたのも癪しやくに障さわる。

　暁は苛いら々いらとしながら衣装を脱ぬぎ、横にいる裕慈に放ほうり投げた。衣装を押しつけられた裕慈は、その遣やり場に困っていた。

「この服はどうすればいいんだ？　洗せん濯たくして戻したりするのか？」

「そんなの、向こうの仕事だろ。そこにかけとくだけでいい。あとで衣装さんが回収してくれることになってる」

「そうか」

　私服に着替えた暁は、こっそりと携けい帯たい電話を確認した。関谷からのメールには、もうすでに裏口前に車を待機させていると書いてあった。

（まずい、急がないとな）

　カバンの中から、そっと台本を取り出し、メイク台の前に置いておく。忘れ物をしたという云い訳を使うなら、実際に置いていったほうがいいだろう。

　もしもスタッフが先に気づいた場合、次の撮さつ影えいまで保管しておいてくれるはずだ。台本が裕慈の目に入らないよう、体で隠かくしながら振り返った。

「ほら、着替えたぞ。これで文句はないだろ」

「文句を云ったわけではない。事実を云ったまでだ」

「ったく、堅かた苦くるしいやつだな！　そんなの、てきとうに流せよ。軽口の一種なんだから」

「そうなのか。今後は気をつけるようにする」

「…………」

　嚙かみ合わない裕慈との会話に、どっと疲つかれ果ててしまう。昔から生き真ま面じ目めだったけれど、距きよ離りを置いていた間にその性格に磨みがきがかかったようだ。

　とにかく、楽屋から裕慈を先に出さなくては、室内を改められてしまう。

「さっさと行こうぜ。もう支し度たくできてんだろ？」

　ぐいぐいと裕慈の背中を押し、楽屋の外に追い出すと、忘れ物に気づかれないよう、電気をすぐに消してしまう。自分でも少々わざとらしい態度かと思ったけれど、堂々としていなければ怪あやしさが増すだけだ。

「何をそんなに急いでるんだ？」

「別に急いでるわけじゃねーよ。たらたらしてても、時間の無む駄だだろ」

　裕慈の問いかけを笑い飛ばし、顔を見られないように先に立って歩く。相手が裕慈でなければ、この程度の噓うそをつくのに緊きん張ちようなどしないだろうに。

（ヘンなところで鋭いやつだからな……）

　空気が読めないところもあるけれど、逆に云えば、周囲に流されることもないということだ。基本的に、雰ふん囲い気きで判断することがない。

　無言で廊ろう下かを歩いていき、地下駐ちゆう車しや場へ行くためにエレベーターを二人で待つ。ランプの数字が近づいてきたのを確認し、さりげなくカバンの中を確認する。

「あれ？」

「どうかしたのか」

「楽屋に忘れた気がする」

　カバンの中をがさごそと漁あさりながら困った様子で云いう。いささか、わざとらしかったかもしれないが、いまのところ疑われている様子はなさそうだ。

「何を忘れたんだ？」

「台本。さっきカバン整理したときにしまいそびれたのかも。悪いけど取ってきてよ。先に車のとこに行って待ってるからさ」

「お前を一人にするわけにはいかない」

　案の定、苦い顔をする裕慈の不安を笑い飛ばす。

「局内なら平気だって。ていうか、一緒に戻るなんて面めん倒どうくさいし、マネージャーってこういうときに使うもんだろ」

　当たり前のことだ、と云わんばかりの表情で冷ややかな視線を送る。

　いままで、マネージャーやスタッフにこんな横おう柄へいな態度を取ったことはないのだが、普ふ段だんの暁の仕事ぶりを知らなければ騙だまされてくれるはずだ。

「───わかった。行ってくる」

「よろしくな」

　ひらひらと手を振ふって、裕慈を送り出す。エレベーターに乗り込み、上手うまくいったことにほくそ笑えむ。そして、地下ではなく一階で下り、普段は出入りに使わない裏口に向かう。

　深夜に出入りするときなどに使う出入り口だが、早い時間でも通れないわけではない。すれ違ちがう顔見知りのスタッフに労ねぎらいの声をかけながら早足で廊下を突つき進んでいたら、曲がり角で人にぶつかりそうになった。

「うわ……っ」

「おっと。危ないな、気をつけろよ───何だ、堂島じゃないか」

「松まつ居い、さん」

　危あやうくぶつかりそうになった相手は、松居喬たかしという名の顔見知りの俳優だった。

「久しぶり。元気そうだな」

「……どうも」

　親しげに話しかけてきているけれど、彼とは別に親しいわけではない。むしろ、自信家で大口を叩たたくタイプなので、個人的には苦手だ。俳優としては暁と似たポジションの役やく柄がらが多く、よく比ひ較かくされるためか、松居のほうから絡からんでくる。

（しかも、勝手に呼び捨てだしな……）

　周囲に親しい間柄だと思われたくなくて、暁は敬語を崩くずさないようにしているが、松居にはその意図は伝わっていないだろう。本気か冗じよう談だんかわからなかったのだが、ずいぶん前に、彼からその手の誘さそいを受けたことがある。それを断って以来、執しゆう着ちやくされているような気がする。

「最近はずいぶんご活かつ躍やくだな。この間の映画も見たけど、君の演技よかったよ」

　松居の見下すような物云いも、もう慣れた。笑って受け流していれば、そのうちに満足して去っていく。しかし、今日は急いでいることもあって、つい棘とげのある言葉を返してしまった。

「ありがとうございます。でもすみません。このところ忙いそがしくて、松居さんの出てる作品に目を通せてないんですよ」

「何、別に気にする必要なんてない。ここしばらくは舞ぶ台たいで大おお忙いそがしだったみたいだもんな。ろくに休みも取れてないんだろ」

　気にするなと云いつつも、松居の口元は引き攣っている。暁が自分の作品を見てもいないことにプライドを傷つけられたのだろう。

「ええ、でも仕事をもらえてる間が華はなですから。がんばります」

「そ、そうだな」

　声が上うわ擦ずったのは、最近、松居の仕事が減ってきているからかもしれない。

　このところ、テレビで見かける頻ひん度どが減ってきている気がする。失言だったかと反省していると、松居はわざとらしい咳せき払ばらいのあと、話題を変えてきた。

「───そういえば、いまストーカーに狙ねらわれてるんだって？」

「どこでそれを？」

　松居の言葉にぎょっとした。暁宛あての脅きよう迫はく状が事務所に届いていることは、外では誰だれにも云っていない。麻紀が箝かん口こう令れいを敷しいているから、事務所のスタッフが口外することはないはずだ。

「誰からだったかなあ、噂うわさを小耳にしただけなんだけど本当なんだ？」

　もしかしたら、鎌かまをかけられたのかもしれない。一いつ瞬しゆん、顔に出してしまった動どう揺ようを引っ込め、平然とした表情を作る。

「こういう仕事ですからね。松居さんにも、熱ねつ狂きよう的なファンから思い詰つめたような手紙とか来るでしょう？」

「しかし、君はずいぶんお盛んだからな。相手のファンにも恨うらまれてるだろうね」

「どうでしょう、根も葉もない噂も流れる業界ですし、いちいち気にしていたら仕事になりませんよ」

　にこりと微笑ほほえみ返し、目に力を入れて見つめ続ける。数秒後、松居のほうが先に視線を逸そらした。

「それはそうだな。杞き憂ゆうかもしれないけど、夜道には気をつけて」

「ご心配ありがとうございます。人を待たせてるんで失礼します」

　松居に軽く頭を下げ、踵きびすを返すと、早足で裏口へと向かった。松居はまだ何か話したそうにしていたけれど、いつまでも相手はしていられない。

「くそ、時間食ったな」

　早くしなければ、裕慈が駐車場に来て、暁がいなくなってることに気づいてしまう。電話が来る前にテレビ局内から出ておかなくては。

「お疲れさまです」

「お疲れさま」

　警備員の横を愛あい想そ笑いですり抜ぬけ、ようやく外に出ることができた。ほっと胸を撫なで下ろしたのも束つかの間、そこで待ち伏ぶせしていた男の姿が目に入った。

「げ、裕慈!?」

　予想外の出来事に、思わず固まってしまう。反応できずにいる暁に対し、裕慈はあくまでも平然とした様子だ。

「やっぱりここに来たか」

「何でわかったんだよ！」

「何か企たくらんでることくらい、お前の顔を見ればわかる。忘れ物があったのは本当のことだろう。忘れたわけではなく、置いてきたんだったか。いまのお前の不満を考えたら、結論は一つしかない。俺の目の届かないところに行こうとしていたんだろう？」

「お前、わかっててわざと引っかかったのかよ……おい、ちょっと待て。俺が逃にげようと思ってたことがわかってたとしても、どこから帰るかなんて普ふ通つうわからないだろ」

　目もく論ろ見みを見み抜ぬかれていたとしても、どんなルートを通るかまでわかるはずがない。

「さっき時間のあるときに、局内を見て回っておいた。念のため、各階の見取り図も頭に入れてある」

「あー…そういや、お前プロだったっけね……」

　要人を警護する仕事をしていた専門家を撒まいて逃げようという考えが浅はかだったようだ。暁が仕事をしていた間も、裕慈は少しも休んでいなかったのだ。

「不満があるのはわかってるが、しばらくは我が慢まんしろ。子供じゃないんだから、自分の状じよう況きようくらい把は握あくできるだろう」

「…………」

　あとで怒おこられるならまだしも、成功しなかった企みのネタばらしをその対象者からされるのはバツが悪すぎる。いっそ頭ごなしに怒ど鳴なってくれたほうがマシだ。

「あれ、関谷は？」

　あたりを見回してみても、企みの片棒を担かついでいた関谷の車が見当たらない。慌あわてて携けい帯たい電話を確認したら、一通メールが入っていた。

「事情を話して、帰ってもらった。車もそこに回してきてある」

「手て際ぎわがいいこった」

　関谷からのメールには、『すまん、見つかった』とだけ書いてあった。どこまでも抜かりのない裕慈に、呆あきれを通り越こして感心する。もうため息しか出てこない。

「行くぞ」

「はいはい」

　暁は連行される犯人の気分で、裕慈のあとをついていった。










　関谷に詫わびのメールを入れたら、ご愁しゆう傷しよう様さまという返事が来た。きっと、暁のメールを見ながら笑っているに違いない。

　その光景を想像したら、無む性しように不愉ゆ快かいになってきた。ムカムカした気持ちをごまかすために、もう何本目かわからないビールに手を伸のばす。

「ほどほどにしておけよ」

「うるさいな。自宅で大人しくしてんだから、このくらいいいだろ。飲まなきゃやってられねえっつーの」

　遊びに行けなかった代わりに、せめて家で飲んだくれてやろうと、帰りがけに寄ったスーパーで酒を買い込んできた。しかし、自棄やけになって酒ばかりカゴに放り込んでいたため、つまみを買うのを忘れていた。夕食はテレビ局が用意した弁当ですませたきりなので、腹も空いてきた。

「おい、何かつまみ作ってこいよ。マネージャーだろ」

　本来はそんなことマネージャーの仕事ではないが、食事の管理も任されているというのなら、このくらいの注文は聞き入れられるだろう。

「こんな時間に食事をすると胃によくない」

「酒だけ飲んでるほうが、よっぽどよくないだろ」

「それもそうだな。軽いものを作ってくる。何かリクエストはあるか？」

「何でもいい。あ、でもセロリだけは入れるなよ」

　大人になって好すき嫌きらいはほとんどなくなったけれど、あれだけはダメだ。食べられなくはないけれど、敢あえて口にはしたくない。

「まだ食べられなかったのか」

「うるせぇな。他ほかに好き嫌いないんだから、別にいいだろ」

「それはそうだな。いま用意してくるから、少し待ってろ」

　裕慈がキッチンへと消えたのを確認した暁は、自じ嘲ちようの笑えみを浮うかべながら独りごちる。

「……ったく、家飲みなんて大学生か」

　むしろ、大学生のときのほうがよほど派手に遊び回っていた。一人で過ごした夜など、数えるほどしかない。いまだって、友人たちから来る誘いのメールに断りの返信をしている。舞台が終わって、体が空いたと思われているのだろうが、むしろ公演中のほうがよほど自由だった。

「だから、出かけられないって云いってんだろ」

　しつこく食い下がってくる友人に苛いら立だち、思わず悪態をつく。暁がどんな状況にあるのか知らないから、気安く抜け出してこいなどと云えるのだ。

　ムキになって友人たちに断りの返事を出していたら、いつの間にかつまみがローテーブルに乗り切れないほど並んでいた。サラダや和あえ物だけでなく、揚あげたてのフライまである。

「……ずいぶん張り切ったな」

「足りなかったら云ってくれ」

「いや、もう充じゆう分ぶんだろ」

　足りないどころか、食べきれるかどうかさえわからない。手前の皿から順に指で摘つまんで味見してみると、どれも文句なしに美味うまかった。

「ムカつくくらい手際がいいな」

「慣れているだけだ。上司によく作らされてたからだ」

「寮りよう暮らしだったんだっけ？　職場でもプライベートでも上司の顔色窺うかがわなきゃなんないなんて面めん倒どうくさそう」

　四六時中、職場の人間と共に過ごすのは気き詰づまりではないだろうか。場の空気を読み、上司の命令に従い、プライバシーをほとんど持てない生活───考えただけで、ぞっとする。

「慣れれば、どうということもない」

「お前は昔っから、いい子ちゃんだったもんなー」

「少し飲みすぎだ。明日だって仕事があるだろう。そろそろ終わりにしておけ」

「お前こそ、一口も飲まないつもりか？　いつまでそうやってかしこまってるつもりだよ」

　酒量を諫いさめられ、逆に訊きき返した。ジャケットを脱ぬぎ、ネクタイは緩ゆるめているけれど、さっきから何も口をつけようとしない。

「俺は飲むつもりはない。仕事中にアルコールを摂とるわけにはいかない」

「仕事中って、もうプライベートみたいなもんだろ。そうやって修しゆ行ぎよう僧そうみたいな顔していられたら、見てるこっちのほうが息が詰つまるんだよ」

「しかし……」

「俺だってさすがにこれから出かけようなんて思わねえって」

「だったら、アルコール抜きのもので───」

「んだよ、俺の酒が飲めないって？」

　これでは、ただのタチの悪い酔よっ払ぱらいだ。さすがに裕慈も対応に困っているのか、微び妙みような顔をしている。

「そんなことは云ってない」

　頑かたくなに固辞し続ける裕慈に苛立ち、強ごう引いんにグラスを押しつけた。

「だったら、一杯ぱいくらいつき合えよ。一人で飲んでてもつまんねーんだよ」

「……わかった。一杯だけなら」

　しつこい暁に、裕慈はやっと折れた。気持ちが変わる前にと、手早く裕慈のグラスに氷を落とし、琥こ珀はく色の液体をなみなみと注ぐ。

「ありがたく飲めよ。これ、すげぇいい酒なんだからな」

　ずいぶん前に誰だれかからもらった年代もののウイスキーだ。

「多すぎる」

　眉み間けんの皺しわが深くなり、ほんの僅わずかに眉まゆが下がる。裕慈の困った顔は珍めずらしい。

「残したら、俺が飲むよ。ほら、乾かん杯ぱい」

　暁は自分のグラスを持ち上げる。暁の動作に、裕慈は怪け訝げんな表情を浮かべた。

「何に対しての乾杯だ？」

「何でもいいじゃん。ただのお約束だろ」

　誕生日やクリスマスならともかく、普ふ段だんの乾杯にあまり深い意味を考えたことはない。暁が飲むのを見て、裕慈も諦あきらめたようにグラスを口元へと持っていく。

　一口飲んで、裕慈は苦にが虫むしを嚙かみ潰つぶしたような顔になった。

「……ずいぶんキツい酒だな」

「そりゃ、ウイスキーのロックだし。……って、もしかして飲んだことないのか？」

「酒の味はよくわからない」

「何だよ、飲ませ甲が斐いがないやつだなあ。せっかく、とっておきのいい酒を引っ張り出してきてやったのに。普段、安酒ばっかり飲んでんだろ」

　別に裕慈のために出してきたわけではないのに、恩着せがましく云ってみる。

「基本的にアルコールは口にしない」

「何で？　酒に弱いとか？」

「あまり得意ではない」

　まさかと思いながら口にした問いかけを、真顔で肯こう定ていされて驚おどろいた。

「へえ、強そうな顔してるくせに意外だな。警官だったときはどうしてたんだよ。ああいう体育会系のとこって、飲め飲め云われるんじゃないか？」

　警察官に酒しゆ豪ごうが揃そろっているイメージがあるのは、刑けい事じドラマの影えい響きようだろうか。

　酒に弱いと云っても、つき合いもあるはずだ。断り続けるのも簡単ではないだろう。

「酔い潰れた皆みなの世話をするのを条件に、見み逃のがしてもらっていた」

「なるほどね。じゃあ、勤めてる間は一いつ滴てきも飲んでなかったわけだ」

「ああ、十年ぶりくらいに口にした」

「十年ぶり！」

　それでは酒の味がわからなくても当たり前だ。きっと、酒に関しての味覚はお子様同然なのだろう。苦手だと云っている相手に、無理に飲ませる趣しゆ味みはない。裕慈の手から、ウイスキーの入ったグラスを取り上げた。

「飲めないなら、無理して飲まなくたっていい。こんなことなら、チューハイでも買ってくりゃよかったな。あれならジュースみたいなもんだし。しかし、お前が下げ戸こねえ。俺はてっきりザルだと───裕慈？」

　急に静かになった裕慈に不安になる。いつもはまっすぐに伸のびた背中が前に傾かしぎ、重たそうに頭こうべを垂れている。

「おい、どうしたんだよ。大だい丈じよう夫ぶか？」　>>>♥

　急性アルコール中毒になったのではと心配になり、慌あわてて顔を覗のぞき込む。顔色を確認した暁は、気難しい顔をしたまま健すこやかな寝ね息いきを立てている裕慈にほっとした。

「寝ねてる……みたいだな」

　どうやら、酔って眠ねむってしまったらしい。裕慈のグラスを改めて見てみると、琥珀色の液体がほとんど残っている。つまり、舐なめた程度でダウンしてしまったということだ。

　飲酒を頑なに固辞していたのも頷うなずける。こんなに酒に弱いのでは、一口飲んだだけでも仕事にならない。この様子では、チョコレートボンボン一つで役立たずにすることができそうだ。

　暁は裕慈の思わぬ弱点を知り、笑いが込み上げてくる。溜りゆう飲いんを下げるというのは、こういう気分のことを云うのだろう。

「情けねーな」

　そんな揶や揄ゆの言葉も、夢の中に行ってしまった裕慈には聞こえていないだろう。

　起きたあと、あっさりと寝ね入いってしまったことを猛もう省せいするであろう姿がリアルに想像できる。しばらくはこのネタで遊んでやれそうだ。

　眉間に刻まれた皺は深く、深しん淵えんな悩なやみを抱かかえているように見えるけれど、これは昔からの裕慈のくせだ。

「寝てるときくらい、力抜ぬけばいいのに。……ったく、世話の焼けるやつだよな」

　機き嫌げんがよくなった暁は、裕慈の体をソファにそっと横にし、予備の毛布を持ってきて、上にかけてやった。ベッドまで運ぶ気にはなれないが、このくらいの情けはかけてやってもいい。

　目を覚ます気配のない裕慈の横で、暁は残りのウイスキーに口をつける。氷が溶とけて薄うすくなったそれを、裕慈の代わりに一息に飲み干した。
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『ずいぶん大人しくしてるみたいじゃないの』

　携けい帯たいから聞こえてくる笑いを含ふくんだ声は、麻紀のものだ。電話の向こうの彼女の顔を想像すると、苛いら立だちが一層増す。

　不在着信に気づいてかけ直した電話だったが、用件は一いつ瞬しゆんですんだ。わざわざ麻紀が暁の携帯に電話をかけてきたのは、暁の様子を知りたかったからに違ちがいない。

「ストレスで死にそうですよ……」

　朝早く起き、規則正しく食事を摂り、夜よ更ふかしもしない。もう一週間も品行方正な生活を送っているため、欲よつ求きゆう不満で苛いら々いらしている。

　仕事が忙いそがしくて出歩けないのなら、気にもならないのだが、裕慈に見張られていると思うとストレスが募つのっていく。

　皮肉なことに、ドラマの監かん督とくには「芝しば居いに凄すごみが増したね」と褒ほめられた。

　撮さつ影えいに入ったばかりのドラマでは、裏がある人物を演じているため、苛立ちを抑おさえていることが芝居に活いきたようだ。

『暁に裕慈をつけたのは正解だったわね』

「さっさとマネージャーを違う人にしてもらえませんか」

『どうして？　親の私が云いうのも何だけど、あの子有能でしょう？　仕事もできるし、ご飯も美味おいしいし』

「いや、まあ、それはそうかもしれませんけど……」

　その点に関しては否定できない。細かいところに気が回るし、無む駄だな動きもない。帰宅がどんなに遅おそくても、家事に手を抜くことはないから、家中ぴかぴかだ。

　もしかしたら、面めん倒どうを見られているという感覚が重たいのかもしれない。三み十そ路じを過ぎているというのに、まるで小学生の子供に戻もどったかのような扱あつかいが癇かんに障さわる。

『欲求不満だからって、裕慈に手ぇ出さないでよ』

「だ、誰が…ッ」

　むしろ出されたのはこっちのほうだと云ってやりたかったけれど、一方的にイカされたなんて屈くつ辱じよく的なことを誰かに知られるわけにはいかない。

（くそ、せっかく忘れようとしてたのに）

　できる限り思い返さないよう努めていたのに、麻紀の言葉で鮮せん明めいな記き憶おくが蘇よみがえってきてしまった。禁きん欲よく的な生活を送っているせいで、あのときの強きよう烈れつな感覚が忘れられない。

『あんた節操なしじゃない。男でも女でもいいんでしょ？』

「失礼なこと云わないで下さいよ！　俺にも好みってものがあるんです」

　人を獣けもののように云う麻紀に反論する。男女のこだわりはないけれど、だからと云って誰だれでもいいわけではない。

『昔はあんなに仲よかったのにねぇ。何でもお揃いにしたり、女の子みたいにべったりだったじゃない。何があったか知らないけど、いい加減仲直りすればいいのに』

「そんな昔のこと覚えてません。ていうか、休きゆう憩けい時間終わっちゃうんで電話切っていいですか？　飯食えてないんですけど」

　弁当は半分以上残っている。いまのドラマのＡＤは気の利きかないタイプのようで、毎日のように同じ幕の内だ。それも昼と夜、同じものを出してくる。そろそろキャストから苦情が出てもおかしくはないだろう。

　それでも箸はしをつけているのは、食事を摂とらなければ、朝から晩までの長丁場に耐たえきれないからだ。

（いっそ、あいつに弁当でも作らせるか）

　文句を云いつつも、裕慈の料理の腕うでにはすっかり甘えていた。朝食はもちろん、小腹が空けば夜食も作ってくれる。これで口うるさくなく、存在感を消していてくれるなら、もう少し我が慢まんしてやってもいいのだが。

『あー、はいはい。邪じや魔まして悪かったわね。ゆっくりお弁当食べてちょうだい。あっ、そうそう、裕慈に意地悪したりしたら、恥はずかしい写真ばらまくからね』

「何ですか、その恥ずかしい写真って」

　麻紀の子供っぽい脅おどし文句に眉まゆを顰ひそめる。駆かけ出しの頃ころは、まるで王子様のような衣装を着せられたりしたこともあるけれど、ばらまかれて困るほどのものではない。

『小学生のときに、ウチでおねしょしてぐずってる写真。かなりのお宝でしょ？』

「ちょっ、麻紀さん!?　そんなもの捨てて下さいよ！」

　これだから、生まれたときから自分のことを知っている人間は厄やつ介かいだ。どんなに逆らおうとしても、おむつを替えてやったのにと云われると弱い。

『いいじゃない。好感度上がるかもよ』

「脅してるんですか、それとも、からかってるんですか？」

『そんなの、両方に決まってるじゃない。それじゃあ、裕慈によろしくね』

「麻紀さん!?」

　暁が反論する間もなく、麻紀は電話を切ってしまった。ツーツーと鳴る携帯を手に、暁は深いため息をつく。

　麻紀は、暁と裕慈との間にあるわだかまりに気づいているのだろう。だからこそ、ああして自分たちの関係を探さぐってきているに違いない。

「お節せつ介かいなんだよな、昔っから……」

　それが麻紀のいいところでもあるし、悪いところでもある。

（そろそろ入れてやるか……）

　意地悪をしているつもりはないけれど、いまは裕慈に廊ろう下かで待っているように云ってある。ついさっき、些さ細さいなことで口論となり、頭を冷やしたいからと云って楽屋から追い出したのだ。

　暁の云い方も悪かったかもしれないけれど、真正面から告げられる正論に腹が立つときもある。せめて、食事中くらい裕慈の顔を見ていたくなかったのだ。

「そろそろ呼び戻すか……」

　忠犬よろしく楽屋の前で待機している裕慈に声をかけようと、ドアノブに手をかけようとしたら、外から話し声が聞こえてきた。

「やっぱり、マネージャーだなんてもったいないですよぉ。こんなにカッコいいのに！」

「ありがとうございます。ですが、私には私の仕事がありますので」

「えー、でも、モデルさんとかできるんじゃないですかぁ？」

「素人しろうとには無理でしょう」

　どうやら、暁と共演している女優に話しかけられているようだ。普ふ段だんよりワントーン上の声こわ音ねで、一いつ瞬しゆん誰だれかわからなかったけれど、特とく徴ちよう的な間延びする語ご尾びで特定できた。

　昨日までは何の興味も示していなかったのに、手の平を返して態度を変えたのは、裕慈の素す性じようを知ったからだろう。ゲスト出演のために今日から撮影に参加した大おお御ご所しよ俳優が、裕慈の父親と知ち己きの仲で、裕慈とも顔見知りだったのだ。

　彼が懐なつかしげに話した内容で、両親が飯塚夫ふう婦ふであること、事務所社長の母親が跡あとを継つがせたがっていることが、一気に広まってしまった。敢あえて隠かくしていたわけではないけれど、あんなふうに知れ渡わたることになるとは予想していなかった。

　それまで、ただの新人マネージャー扱いであからさまに無視していたスタッフも、急に機き嫌げんを取り始めた。つくづく打算的な業界だ。

「飯塚さんって面おも白しろい方なんですね。あのぉ、よかったらメアドとか交こう換かんしてもらえませんか？」

「申し訳ありません。私はあなたのことをよく存じ上げないので、連れん絡らくを取り合うこともないと思うのですが」

「やっぱり真ま面じ目めな方なんですね～。でも、私は飯塚さんのこと、もっとよく知りたいな」

　四角四面な裕慈の返答もやんわりと受け流し、積極的に踏ふみ込もうとするその姿勢には感心する。語尾にハートがついていそうな喋しやべり方もわざとらしい。

（この間、俺にも似たようなこと云ってこなかったか？）

　裕慈に見張られていたこともあって、いつものように気安く連絡先を交換することはなかったけれど、彼女とは関かかわらないで正解だったかもしれない。

　ターゲットを変えたのは、きっと、暁よりも裕慈のほうが利用価値があると判断したためだろう。芸能界に慣れていない裕慈なら、手玉に取るのは簡単そうに見えるのも、理由の一つではないだろうか。

　その判断は理解できなくもないが、もう少し場所を選んでもらいたい。いい加減、その一方的な会話を黙だまって聞いていられなくなり、暁は乱暴に楽屋のドアを開けた。

「きゃっ」

「ごめん、邪魔して」

　小さな悲鳴に、笑え顔がおで返す。

「やだ、堂島さん、いたんですか？」

　暁の顔を見て、彼女は表情を引き攣らせた。気まずそうにしているということは、自分たち以外の存在は頭の片かた隅すみにもなかったらしい。打算で行動するのなら、もっと状じよう況きようを把は握あくしておくべきではないだろうか。

「いないほうが都合よかった？」

「いえっ、そういうわけじゃないんですけど、ちょっと驚おどろいちゃって……」

　うふふ、と笑ってごまかす相手に、暁も笑みを返す。俳優同士、お互たがいに面つらの皮は厚い。腹の中でどんなに苛いら立だっていても、表情には出さない。

「ちょっとこいつに用があるんだ。もういいよね？」

「え、ええ」

「失礼」

　裕慈を楽屋の中に引っ張り込み、わざとらしく音を立てて鍵かぎをかける。直後、不ふ機き嫌げんそうなヒールの音が遠ざかっていった。

「用とは何だ？」

「お前がナンパされて困ってるみたいだったから、助けてやったんだろ」

　楽屋の外に追い出していた自分の所業は棚たなに上げて恩着せがましく云いうと、裕慈は怪け訝げんな顔をした。

「あれはナンパだったのか？」

　初めて知ったと云わんばかりの態度にムッとする。元々あまりいい気分ではなかったのに、鈍にぶい裕慈にさらに苛いらついた。

「それ以外に何があるんだよ……。あんな下心ばりばりで近づいてくる女くらい、見み抜ぬくの簡単だろ」

「俺に下心を持ってもどうにもならないだろう」

「お前が飯塚玄慈と飯塚麻紀の息子むすこだってことが魅み力りよく的なんだろ。ウチの事務所の跡あと継つぎだってこともバレたし、利用価値は高いだろうが」

　それらのバックボーンに加え、容姿も悪くない。これから、ああいった誘さそいや擦すり寄りは増えていくに違ちがいない。裕慈の生き真面目な性格を考えると、色いろ恋こいにうつつを抜かすことはないだろうが、同情を引くような手で来られたら、容易に引っかかってしまいそうだ。

「なるほど、そういう見方もあるのか」

「なるほどじゃねーよ。ったく、少しは警けい戒かいしろよな」

「忠告はありがたいが、どうして暁が怒おこってるんだ？」

「別に怒ってるわけじゃねーよ！　お前が鈍いから呆あきれてんだよ」

　反射的に逆ギレしてしまった自分に、自分で驚く。笑い飛ばす余よ裕ゆうもないほど苛立っていることに、いま初めて気がついた。

（どうしたんだ、俺は……）

　よく考えたら、裕慈が誰だれとつき合おうと、自分には何の関係もない。むしろ、恋こい人びとを作ってプライベートが増えれば、見張りの時間が減ってありがたいくらいだ。いくら、芸能界の水に慣れていないとは云え、警察官をしていたような男がヘンな話に引っかかるわけはない。

　なのに、あの女優が気安く裕慈に話しかけているとわかったとき、胸の中にどす黒い靄もやのようなものが生まれた。

　これはすでに知っている感情だ。しかし、暁はそれを認めたくなかった。

「今後はもっと気をつけるようにする」

「あ、ああ」

　暁の忠告の言葉を素す直なおに受け取る裕慈に気まずさを覚えたけれど、いまさら取り繕つくろっても滑こつ稽けいなだけだ。

　───自分の心が、わからない。

　ある程度の歳になってからは、感情のコントロールはさほど難しくなかった。無む闇やみに憤いきどおったり落ち込んだりしてもいいことはないし、人前に立つ仕事をしている人間として自分が律せないのは致ち命めい的てきだ。

　それなのに、裕慈を相手にすると、まるで子供に戻もどってしまう。毎日のように顔を合わせていたあの頃ころから、ちっとも成長できていないかのようだ。

　自己嫌けん悪おに陥おちいりかけたそのとき、楽屋のドアをノックする音が聞こえた。

「堂島さん、そろそろ出番です。用意してもらえますか？」

「わかりました」

　呼びに来たＡＤに返事をする。いまはまだ仕事中だ。鬱うつ々うつと悩なやんでいる場合ではない。無む理り矢や理り気持ちを切り替かえ、頰ほおを叩たたいて気合いを入れる。

（お前は役者だろ）

　自分に云い聞かせるように、胸の内で呟つぶやいて立ち上がる。

「行くぞ、裕慈」

「弁当が残ってるが、食べないのか？」

「もう食べてる時間ないだろ。いいから、とっととついてこい」

　俳優の『堂島暁』の顔を作り、スタジオに向かうために楽屋をあとにした。










「あー、腹減った……。なあ、帰りに何か食ってこうぜ」

　今日の撮さつ影えいは深夜まで及およんだ。裕慈に粉をかけてきていた件くだんの女優がリテイクを何度も出し、予定以上に時間がかかってしまったのだ。

　明日も早朝からロケのため、早く帰宅し、さっさと眠ねむりたかったのだが、すっかり予定が狂くるってしまった。

　カットがかかるまでは精神力で持たせていたけれど、楽屋に戻った途と端たんに限界が来た。コーヒーに入れた砂糖だけで、カロリーの摂せつ取しゆは追いつくはずもない。

「あれだけ残してたら、腹も減るだろう。どうして、残したりしたんだ」

「いい加減飽あきたんだよ」

　麻紀からの電話で時間がなくなり、大部分を残すことになったのだが、食べ飽きたメニューに箸はしが進まなかったのも事実だ。

「贅ぜい沢たくなことを云うな」

「俺の舌がそうなったのはお前のせいもあるんだからな」

「俺の？」

「毎日、美味うまいもんばっか食わせやがって。舌が肥えるに決まってんだろうが。つーか、マジで限界。たまには外で飯食ったっていいだろ？　一人で行くって云ってるわけじゃないんだからさ」

　遊び歩くなとは云われているが、外食を禁じられているわけではない。裕慈の作る出汁だしのきいた薄うす味あじの料理も悪くないが、たまには味の濃こいものを口にしたくなる。

「家に帰るまで我が慢まんできないか？」

「できない。もう無理」

「ファミレスでもいいから、冷たくない飯が食いたい」

　帰ってから裕慈が支し度たくをするとなると、どんなに手て際ぎわがよくても、それなりに時間がかかる。

　そこらへんの店に入るより、裕慈の料理のほうが暁の口に合うけれど、いまは一刻も早く空腹を満たしたかった。

「わかった。この近くの店を探そう」

「どうせなら、中ちゆう華かがいいな。局を出てちょっと行った先の交差点の角のビルに、深夜までやってる中華料理屋がなかったっけ？」

　テレビ局で出前を頼たのむこともある深夜営業の店があったはずだ。値段の安さのわりに、味も悪くなかった覚えがある。

「車を近くに止められるか？」

「コインパーキングがあったはずだけど」

「そうか。それなら、そこへ行こう」

　食事の相談をしながら、地下の駐ちゆう車しや場を歩くと足音がやけに大きく響ひびいた。薄うすら寒い気がするのは、もう夜も遅おそい時間だからだろう。

「何食おうかな。お前、中華で何か作れるものあるのか？」

「レシピがあればある程度のものは作れる。リクエストがあるなら調べておくが」

「マジで？　それじゃあ、今度───ど、どうしたんだよ」

　喋しやべっている途と中ちゆう、裕慈は歩みを止めて、暁を庇かばうように体の前に腕うでを伸のばした。

「車のタイヤがパンクさせられている」

「えっ!?」

　裕慈の肩かた越ごしに事務所の車を見ると、四輪全すべてがダメになっていた。

　一つだけなら摩ま耗もうによるパンクかもしれない。けれど、全部が同じように潰つぶれているとなると、故意の犯行としか思えない。

　朝来たときに空きがあまりなかったため、車は奥まった場所に止めてあった。暁たちが戻るまで誰にも気づかれなかったのは、そのせいだろう。

「誰かに穴を開けられたんだろうな。何か仕かけられているかもしれない。確認するからここで待っててくれ」

「あ、ああ……」

　裕慈は柱の前で待つよう暁に云いい含ふくめ、自らは車に近づいていった。タイヤの前後や車体の裏を地面に這はうようにして確認している。

「怪あやしいものが取りつけられている様子はないが、タイヤは交こう換かんしないとダメだな」

「どうすんだよ、これ……」

「業者に修理を頼むしかないだろう。まずはお前の安全を確保することが先決だ」

「……犯人は同一人物なのかな」

　脅きよう迫はく状は、いまも毎日のように届く。その文面がどんどん過激になってきていると麻紀は心配していた。

「どうだろうな。同じ人間だとすると、ずいぶん攻こう撃げき性が増したな。これまで以上に、身の回りには気をつけたほうがいいだろう」

「……っ」

　ターゲットが自分だということが、やっと実感として迫せまってきた気がする。

　タイヤをパンクさせるなんて、ほんのイタズラ心でできるようなことではない。ドライバーのような先の尖とがった工具など、それなりのものを用意しておく必要がある。

　いったい、自分はどこで犯人の恨うらみを買ったのだろう。逆さか恨うらみという可能性も大きいけれど、理由がわからないことには対処のしようがない。

　呆ぼう然ぜんとしている暁の横で、裕慈は麻紀に連れん絡らくを入れていた。

「裕慈です。これから堂島を連れて帰宅するところなんですが、車のタイヤがパンクさせられていて。はい、四輪とも使いものにならないので、交換するには時間がかかるかと───」

　電話の向こうで青くなっているだろう麻紀のことを考えると胸が痛む。

「……やっぱり、俺が悪いのかな」

「暁？」

「俺が悪目立ちするようなことをしてこなけりゃ、こんなことにならなかったよな……。麻紀さんにも心配かけずにすんだのに」

　いまさら後こう悔かいしても遅いけれど、誰だれかに懺ざん悔げを聞いて欲しかった。誹ひ謗ぼう中傷にはだいぶ慣れたけれど、物理的な被ひ害がいを受けると精神的にもキツい。

「たしかにお前の素行はよかったとは云えないが、これはお前のせいじゃない。どんなに憎にくんでいる相手がいたとしても、こうした卑ひ怯きような手段に出てくるほうが悪いに決まってる」

「裕慈……」

「悲観的な気分になるのもわかるが、自分を責めるな。それこそ、犯人の思う壺つぼだ。少し冷静になれ」

　裕慈の強い語気に顔を上げる。どん底まで落ちていってしまいそうだった気分が、少しだけ持ち直した。いつもは煩わずらわしく感じる正論に、今日ばかりは元気づけられた。

「そうだな、落ち込んでる場合じゃないよな」

「とりあえず、早く帰ろう。こんなところに長居しても仕方ない」

　気持ちが滅め入いるのは、薄うす暗ぐらく、ひやりとした空間にいるせいもあるかもしれない。

「けど、どうやって帰るんだよ。麻紀さんに迎むかえ頼んだんじゃないのか？」

「迎えを待つよりは、タクシーで帰ったほうがいいだろうということになった。この車は修理を呼んで、業者に事務所に運んでもらう」

「そのほうが早いか。この時間なら、大たい抵てい裏口前にタクシー停とまってるからすぐ捕つかまるだろ」

　警備員に事情を話し、あとを任せることにした。警察への通報は、テレビ局側の判断に委ゆだねた。麻紀のほうからも、上の人間に連絡が入っているはずだ。

　無む闇やみに騒さわぎ立てるよりは、きちんと話し合った上で対処したほうがいい。暁としても内々に処理してもらえたほうがありがたい。

　これが暁をターゲットとした嫌いやがらせなのかどうかは、まだはっきりしない。ただの愉ゆ快かい犯はんの可能性も残っている。

　地下からエレベーターで一階へ上がり、裏口へと向かった。周囲を警けい戒かいしながら歩く裕慈に問いかける。

「なあ、タイヤを四つもパンクさせてたら、ある程度は時間かかるよな？　何で誰も気づかなかったんだ？」

　駐車場の出入り口から一番遠いところに停まっていたとはいえ、不ふ審しんな音くらい聞いていそうなものだが、警備員は何も気づかなかったと云っていた。タイヤをパンクさせられた車を確認し、本気で驚おどろいていた様子だったから本当に聞こえていなかったのだろう。

「警備員が居い眠ねむりをしていたのかもしれないし、撮さつ影えいの準備か何かだと勘かん違ちがいした可能性もある」

「あー、あのおっちゃん、青くなってたもんな」

　不夜城と称しようされることもあるテレビ局でも、深夜の出入りはそう多くはない。犯行があった時間に仮か眠みんを取っていたのかもしれない。

「すまないが、食事は帰ってからでいいか？　簡単なものでよければ俺が作る」

「まあ、この場合仕方ないか」

　こんな状じよう況きようで悠ゆう長ちように外食する気分にはなれない。それに、さっきまで空腹でどうしようもなかったのに、衝しよう撃げき的な出来事が続いたせいで、すっかり食しよく欲よくが失うせていた。

「犯人は内部の人間なのかもな」

「え？　あ、そっか」

　裕慈の呟つぶやきに目を瞬またたいたあと、その言葉の意味を理解した。基本的にＩＤのない人間はテレビ局のロビーまでしか入ってこられない。

　芸能事務所の社員証を偽ぎ造ぞうしたり、清せい掃そう員いんとして入り込んだりすることはできるかもしれないが、その場合、かなりの手間がかかるだろう。

（顔見知りってことはないよな……）

　どちらにしろ、そこまで自分に執しゆう着ちやくしているのだということが薄うす気き味み悪わるかった。これまでは、ほとぼりが冷めるのを待てばいいと思っていたけれど、嫌がらせがエスカレートしていくのなら、犯人を捕まえなければ終わりは来ない。

「あれ？　珍めずらしい、一台もいないな」

　タイミングが悪かったのか、タクシーの姿は一台もなかった。

「仕方ない、いま呼ぶから待ってろ」

「いいって。通りに出ればすぐ捕まるだろ」

「おい、一人で行動するな！」

　小走りで大通りのほうへと向かった瞬しゆん間かん、タイヤが地面に擦すれる甲かん高だかい音がした。

「ん？」

　その音に振ふり返ると、バイクに跨またがった黒ずくめの男が暁のほうを向き、手に持った何かを振りかぶっていた。逃にげなければと思っているのに、体が硬こう直ちよくして動かない。

「暁！」

　暁が反応するより早く裕慈が地面を蹴けり、その体で覆おおい被かぶさるようにしてきた。目の前が陰かげると同時に、パンッ、という破は裂れつ音が聞こえる。

「……ッ」

　バイクの急発進する音が聞こえ、あっという間に遠ざかっていく。

「暁、もう大だい丈じよう夫ぶだ」

　自分で自分の身は守れると豪ごう語ごしていたのに、いざとなったらこの有様だ。自らの情けなさを嚙かみしめながら、反射的に瞑つぶっていた目を開けると、真っ赤に染まっている裕慈のシャツが視界に飛び込んできた。

「ちょっ…お前こそ大丈夫なのか!?」

　庇かばってもらわなくても平気だったと強がりを口にすることも忘れて、青ざめながら裕慈に詰つめ寄り、その肩かたを摑つかむ。

「俺は何ともない」

「何ともってそんなわけ───何だこの匂におい？」

　ふと、噎むせ返るようなアルコールの匂いに気がついた。鼻をひくつかせ、その香かおりの正体を探さぐる。

「もしかして、ワインか？」

　シャツを真っ赤に染めて、血のように見えていたのは、赤ワインの色だったようだ。

　しかし、さっきの破裂音とこのワインの因果関係がわからない。その謎なぞは、裕慈が拾い上げた青いゴムの切れ端はしのようなもので判明した。

「これをぶつけられたみたいだな」

「風船？」

「水風船だろう。中身は水ではなくて、ワインだったようだが」

　つまり、あの派手な音は水風船が破裂した音だったのだろう。暗がりでは血液と見み紛まがうことを見み越こしての、手の込んだイタズラだろう。

（……銃じゆう声せいじゃなくてよかった……）

　あんな音がしたあとに、シャツが真っ赤に染まっていれば誰だって万が一を想像するに決まっている。

　日本国内ではそう簡単に拳けん銃じゆうを手に入れることはできないけれど、改造されたモデルガンが使われた事件なども耳にする。

　悪意を持った人間は、どんな手段に出てくるかわからないのが恐おそろしい。

　もし、投げつけられたものがもっと固いものや刃は物ものだったりしたら、裕慈は無事ではすまなかっただろう。そう考えたら、いままでにない不安が込み上げてきた。

　さっき驚きで止まりかけた心臓は、いまは早はや鐘がねを打っている。脅きよう迫はく状に関してはよくあることだと思っていたけれど、こうして実害が出てくるとさすがに楽観視できなくなってきた。

「暁、気分でも悪いのか？」

「お、驚いただけだ！　お前は自分の身を心配しろよ」

「俺の役目はお前を守ることだ。暁が無事なら、それでいい」

「……っ」

　その瞳ひとみから上っ面つらで語っているのではないことを悟さとった。裕慈は本気で、暁を守ることを最優先に考えているようだ。

「だが。すまなかった。危険な目に遭あわせて。もっと警戒すべきだった」

「だから、俺は───」

　何ともない、と云いおうとした暁の手を、裕慈がそっと握にぎってきた。そこで初めて、自分の手が冷たくなり、小刻みに震ふるえていることに気がついた。狙ねらわれた恐きよう怖ふに頭よりも先に体が反応していたのだろう。

「と、とにかく早く帰ろうぜ」

　裕慈の手を振り払はらい、強がった態度を取る。ちょうどやってきたタクシーを止めようとすると、裕慈がそれを制止した。

「いや、いま戻もどるのはまずい」

「何でだよ」

「尾び行こうされて自宅までついてこられても厄やつ介かいだ」

　裕慈の云うことは尤もつともだ。もう自宅を突つき止められているかもしれないけれど、あとをつけられるのは気持ち悪い。しかし、疲つかれきった体は早くどこかで休めたかった。

　犯人への怒いかりの遣やり場がなく、八つ当たりで裕慈への言葉がキツくなってしまう。

「じゃあ、どうすんだよ」

「とりあえず、あそこに部屋を取ろう。服のクリーニングも頼たのめるし、ひとまず休めるだろう。すまないが、食事はルームサービスで我が慢まんしてくれ」

　裕慈が指さしたのは、目の前にそびえ立つシティホテルだった。










　裕慈がシャワーを浴びている間、暁はルームサービスで頼んだ食事を摂とりながら、ぼんやりとテレビを眺ながめていた。

　空腹は感じなくなっていたけれど、温かいスープを口にしたら、体の強こわ張ばりが解けていった。お腹なかが満たされたことで体温も上がり、暗くなりかけていた気分も落ち着いてきた。

　飛び込みで部屋を取ったせいで、ツインは高めの設定の部屋しか空いていなかった。大きなはめ殺しの窓からはムード満点の夜景が見える。

「……何だか、ドラマみたいな展開だよな」

　脅迫状をもらい、車のタイヤをパンクさせられ、挙げ句にはワインの入った水風船を投げつけられ───普ふ通つうではなかなか体験できないことばかりだ。

　後処理や今後のことを考えると気が滅め入いってくるけれど、いまは余計なことは考えたくない。

　憂ゆう鬱うつな気持ちでベッドに転がろうとしたそのとき、暁の携けい帯たい電話が鳴った。麻紀からの連れん絡らくだろうかと即そく座ざに出る。

「はい、堂島───」

『もしもし、暁？　もう仕事終わった？　いま、いつものとこで飲んでるんだけど、出てこない？　みんないるよー』

　電話をかけてきたのは、女友達の一人だった。シンガーの彼女は先日全国ツアーを終えたばかりのはずだ。いまは休きゆう暇かも兼かねて、羽を伸のばしている最中なのだろう。

「仕事は終わったけど、今日はちょっと無理だな」

　お目付役の裕慈から逃げ出すならいまが絶好の機会だが、いまはそんな気になれなかった。身を挺ていして庇ってくれた裕慈を残して遊びに行くほど無情ではない。ボディーガードをさせている以上、自分にも責任がある。

『えー、何で？　最近、つき合い悪いよ』

「事情があるんだよ。そのうち時間作るよ。だから、ごめん」

　タイヤのパンクの件は、そのうち友人たちにも伝わってしまうだろうが、ストーカーに狙われていることは、いまの段階では他言できなかった。犯人が関係者かもしれないという可能性がある以上、どこからこちらの情報が漏もれるかわからない。

『顔出すだけでも無理？　ヒトミがまた会いたいって云ってるのに』

「また今度な」

　名前を云われても、どの子のことだったかピンと来なかったけれど、曖あい昧まいにごまかした。きっと、飲みの席で言葉を交かわしたことがある程度だろう。

（俺もけっこうてきとうなこと云うからな……）

　よくも悪くも八方美人なところがあるため、意中の相手以外にも気を持たせてしまうことが多かったりする。

　ドライなつき合いができるなら来るもの拒こばまずの姿勢でいるのだが、相手が同じようなスタンスとは限らない。

『仕方ないわねえ。ねえねえ、いま厳しい見張りがついてるって本当なの？』

「誰だれから聞いたんだよ」

　一応、訊きき返す体を成しはしたけれど、話の出所は見当がつく。裕慈のことを話した相手は一人しかいない。

『関谷が云ってた。ものすごく怖こわいマネージャーが目を光らせてるって』

「やっぱりな」

　予想どおりの返答に苦笑する。きっと、余分な尾おひれをつけて話して回っているのだろう。基本的に口の軽い男だから、黙だまっておけと云ったこと以外は確実に広まる。

（このところ、誘さそいが少なかったのはそのせいだろうな）

　毎日返しきれないほど届いていたメールも、この数日はめっきり数が減っていた。断りの返信する手間が省けて助かりはしたけれど、何となく淋さびしくもあった。

『一人で出歩けないなら、そのマネージャーと一いつ緒しよに来ればいいじゃない』

「無む茶ちや云うなよ。明日も朝から撮さつ影えい入ってんだぞ。いまから行ったら、確実に朝までだろ。そんな許可下りるわけない」

『いいじゃない、ちょっとくらい。そんなに怖い人なの？』

「怖いわけじゃない。たまには品行方正にしてやってもいいかと思ってるだけだ」

　実際のところ、裕慈には上手うまく扱あつかわれていた。

　こっそり抜ぬけ出そうとした日もあったけれど、「徹てつ夜やで仕事に行くなんて、ずいぶんプロ意識が低いんだな」などとバカにされれば、負まけず嫌ぎらいの性格では黙っていられない。

　酔よい潰つぶれたあの夜のことを相当反省したようで、あれ以来、裕慈には一分の隙すきもなくなった。結局、暁は張り合う形でストイックな生活を送っている。

『新しいマネージャーってすっごい男前なんでしょ？　あの関谷が褒ほめてるくらいだから、相当カッコいいんじゃない？』

「まあ、見た目は悪くないかな。───ていうか、そっちが気になって電話してきたんだろ」

　鷹おう揚ように答えているものの、内心、裕慈に興味を示されるのは面おも白しろくなかった。暁の指し摘てきに、悪びれる様子もない反応が返ってくる。

『バレた？　だって、関谷が思わせぶりなこと云って、何か隠かくしてるみたいなんだもん。いくら訊いても、名前すら教えてくれないし。ねえねえ、その彼、育ちもいいとかって云ってたけど、どういうことなの？』

　どうやら、関谷は裕慈の詳くわしい素す性じようまでは話していないようだ。暁や裕慈に気を遣つかったわけではなく、芸能界で顔の広い麻紀の恨うらみを買いたくなかったからに違ちがいない。

　わざわざ無関係の人間に教える必要もないため、暁もお決まりの答えを告げた。

「内ない緒しよ」

『けち！　ちょっとくらい教えてくれたっていいじゃない』

　電話の向こうからは、男女入り交じった笑い声が聞こえてくる。傍そばに何人も一緒にいるようだ。きっと、今夜は暁のことが酒の肴さかなになっているのだろう。

「俺から他ほかの男のことを聞き出そうとするのが間ま違ちがいだと思うけど」

『もしかして妬やいてるの？』

「そうかもね」

　機き嫌げんを取るために思わせぶりに云いつつも、嫉しつ妬ととは別の感情だということはわかっていた。

　彼女が誰に興味を抱いだこうがどうでもいい。ただ、その対象が裕慈だということに何故なぜかもやもやする。

『別に暁のことを蔑ないがしろにしてるわけじゃないってば。いい男には、早めに唾つばつけておきたいだけよ』

「もう少し本音は隠せよ。俺にくっついて歩いてるんだから、そのうち嫌いやでも見られるだろ」

『そのうちって、いつになるかわからないじゃない！』

　いつまでも友人のわがままを聞いている心の余よ裕ゆうはなく、だんだんと受け答えが面めん倒どうになってきた。しつこく食い下がってくるのを聞き流し、わざと声を潜ひそめて告げた。

「あー、悪い。そのお目付役が戻もどってきたから電話切るな。みんなによろしく伝えておいて」

『え、ちょっと、暁!?』

　呼び止める声が聞こえてきたけれど、躊躇ためらいもなく通話を切る。かけ直してくることを見み越こして、麻紀の番号以外は音が鳴らないようセットして、携帯電話をベッドに放ほうり投げた。

　裕慈が戻ってきたというのは出任せだ。ああでも云いわなければ、電話は延々と続いたに違いない。長電話も嫌きらいではないけれど、今日ばかりは誰かと楽しく会話をするような気力は残っていなかった。

「……みんな興きよう味み津しん々しんだな」

　ため息混じりに呟つぶやき、ようやくベッドに横になる。

　さっき彼女が云っていた『いい男に早く唾をつけておきたい』というのは真理だろう。

　芸能界という競争の厳しいところにいるため、嗅きゆう覚かくの鋭するどい人間が多い。そんな抜け目のない人種から見たら、裕慈など格好の餌えさに見えるに決まっている。

「あいつ、無む駄だに男前だからな」

　裕慈の両親の容姿を考えれば仕方のないことなのだが、もう少し地味な顔立ちなら、暁もここまで気を揉もまずにすんだろうに。

「……って、俺があいつの心配してどうすんだ」

　まるで保護者のように身の回りの心配をしている自分に気づき、ツッコミを入れる。

　一人でいると、ついつい独り言が増えてしまう。気まずさをごまかすために、わざと違う呟きを口にした。

「それにしても、あいつ、いつまで入ってんだ？」

　自宅では抜け出す暇ひまもないほどの烏からすの行水なのに、今日のシャワーはずいぶんとゆっくりだ。いったい、中で何をしているのか。

　声をかけに行ったほうがいいだろうかと悩なやみながら寝ね返がえりを打つと、サイドボードが目に入った。シャワーを浴びに行く前、裕慈がスーツのポケットから取り出したものが置かれているのだが、財さい布ふや鍵かぎと共に薄うす汚よごれた古いお守りがあった。

「何だこれ？」

　警察官時代に、身を守るために持っていたものだろうか。

　しかし、不思議と懐なつかしい感じもする。何となく見覚えがあるような気がするけれど、いつの記き憶おくだったかが思い出せない。

「まあ、お守りなんて、どれも似たようなもんか」

　懐かしく感じたのは、そのせいだろう。ここ数年、まともに初はつ詣もうでにすら行っていない暁でさえ、子供の頃ころは親にお守りを持たされていた。

　かなり昔のことだからよく覚えていないが、お小こ遣づかいで買ったこともあった気がする。

「つーか、何のお守りなんだろ」

　警察官なら、安全祈き願がんなどだろうか。

　手に取って見ようとしたところで、バスルームのドアがガチャリと開く音がした。裕慈の持ち物に興味を示していたことを知られたくなくて、慌あわてて手を引っ込める。

「お、遅おそかったな。あんまり遅いから、中で倒たおれてるかと思った」

　シャワーから上がってきた裕慈は、バスローブを身につけていた。長身のせいで丈たけが足りていないが、この際仕方がない。

　ワイン色に染まったシャツとスーツは、ホテルのクリーニングに出してある。明日の朝には仕上がってくるそうだ。

「すまない、少しぼんやりしていたようだ」

「お前がぼんやりなんて珍めずらしいな」

　裕慈の寝ね顔がおを見たのなんて、酔い潰したあの夜くらいだ。それ以外では常に神経を尖とがらせ、隙一つ見当たらない。

「疲つかれてるんじゃないか？　今日はさすがに逃にげるつもりなんてないから、ゆっくり寝ねろよ」

　こんな日まで、大人げなく反発する気はない。しかし、裕慈は首を縦には振ふらなかった。

「気持ちはありがたいが、警けい戒かいを怠おこたるわけにはいかない」

「そこらへんの安いホテルじゃないんだから、部屋の外に出なきゃ充じゆう分ぶん安全だって」

「だが、事後処理を任せてしまった以上、社長からの連れん絡らくも待っていないと───」

「しっかり寝るのも仕事のうちだって、お前が云ったんだろ。いざというとき役に立たないなんてことになったら困るんだよ。麻紀さんにはもう寝るってメール入れとけ。で、起きたらまた連絡すりゃいい」

「……そうだな。お前の云うとおりだ。少し混乱しているようだ」

　やはり疲れているのか、普ふ段だんより機転が利きかないようだ。さすがの裕慈も精神的に参っているのだろうか。

　裕慈はベッドに腰こしを下ろし、暁の言葉に従って携けい帯たい電話でメールを打ち始める。バスローブ姿に小難しい顔で携帯電話を操作している裕慈がおかしくて、小さく吹ふき出してしまった。

「何がおかしい？」

「いや、バスローブ似合わねぇなと思って」

「お前は似合いそうだな」

「そうか？　もっと、気き障ざなやつじゃないと似合わないだろ」

　恥はずかしい台詞せりふを臆おく面めんもなく、ぽんぽんと口にできる友人の映画監かん督とくの顔を思い浮うかべる。見たくはないけれど、さぞかし似合うに違いない。

　軽口の応おう酬しゆうに、強こわ張ばっていた気持ちが緩ゆるむ。自分で思っていた以上に、緊きん張ちようが残っていたのかもしれない。

（結局、頼たよりにしてんのかもな）

　何だかんだと云いつつも、裕慈を頼りにしている自分に気づき、複雑な気分になる。そんな気まずさをかき消すかのように、わざとテンションを上げ、話題を再び裕慈に戻した。

「それにしても、やっぱすげぇ鍛きたえてんな。さすが、元ＳＰ」

　バスローブの合わせ目から覗のぞく裕慈の胸むな元もとには、しっかり筋肉がついている。

　抱くならもっと華きや奢しやな体のほうが好みだが、鍛え抜ぬかれた体を見るのは純じゆん粋すいに楽しい。思わず手を伸のばして、襟えり元もとを捲めくるようにして触さわってしまった。

「何をしてるんだ」

「いいじゃん、ちょっとくらい。どうやったらこんなに筋肉つくわけ？」

　珍しく嫌そうな顔をしている裕慈を見ているのが楽しくて、しつこく触ってしまう。固く盛り上がった筋肉は鞣なめした皮のように触り心地ごこちがいい。

「トレーニングをすれば、誰だれだってこうなる。……暁、いい加減にしろ」　>>>♥

「俺に触られるの気持ち悪い？」

「そういうわけじゃない」

　裕慈は歯切れ悪く否定する。そんなに嫌なら、暁の手を振り払はらえばいいだろうに、どう対応していいかわからないようで困こん惑わくしている。

　そんな反応が面おも白しろくて、ニヤニヤしていた暁は、裕慈の体の反応に気がついた。

「お前、勃たたせてんの？」

「…………」

「俺に触られて、興奮したわけ？」

　裕慈は気まずそうに視線を逸そらしている。否定しないということは、暁の指し摘てきが事実だということだ。都合が悪くなると、黙だんまりになるのだからわかりやすい。きっと、禁きん欲よく的な生活を送っているせいで、欲よつ求きゆう不満なのだろう。

　四六時中見張られている暁に自由はないが、見張っている裕慈にも自分の時間はほとんどない。暁の食事の世話など家事も担になっている裕慈のほうが忙いそがしいくらいだ。

「お前、彼女は……いても、会う暇なんてないか。溜たまったらどうしてんの？」

　裕慈にだって親しいつき合いをした相手はいるはずだ。しかし、誰かといちゃついたり、甘い言葉を口にしたりするような姿は想像できなかった。

「恋こい人びとはいない。溜まれば、てきとうに自分で処理している」

　真ま面じ目めな返答に、暁は驚おどろきの声を上げた。

「マジかよ！　もったいねぇなー。こんな体してたら、いくらでも女が寄ってくんだろうに」

　噂うわさだけで興味を持ってアプローチをかけてくる人間がいるくらいだ。その気があれば、男だって寄ってくるだろう。

「不特定の人間と関係するつもりはない」

「堅かた苦くるしいやつだな。別に遊びじゃなくたって、恋人作ったっていいだろう。職場に好きになれそうな女の子とかいなかったのか？」

「職場にはいなかったな」

「え、じゃあ、職場以外ではいたわけ!?」

「ああ」

「どんな子？　お前の好きなタイプって一度も聞いたことないんだけど」

　裕慈と親しくしていたのは、まだ恋れん愛あいに興味を持っていなかった時期だ。女子の話をするより、二人で遊んでいるほうが楽しかった。

「好きなタイプはよくわからない。好きな相手はずっと一人だけだ」

「え、じゃあ振られたってこと？」

「告白もしていないから、振られてはいない。だが、俺のことを好きになることはないと思う」

　聞いてはいけないことを聞いてしまったような気がする。裕慈の一いち途ずさに、野や次じ馬うま気分が薄うすれていった。

「まさか、童どう貞ていってことはないよな…？」

「他ほかに想おもう相手がいてもいいからと云いわれて、交際したことはある。だが、上手うまくはいかなかった」

　真面目で誠実な裕慈を好きになる子は、たくさんいただろう。無口で無ぶ愛あい想そだけれど、麻紀の教育のお陰かげで女性には優やさしく、振る舞まいも紳しん士しだ。

　好きになってもらえなくてもいいからと押し切ったとしても、あとから辛つらくなるのは目に見えている。

「……お前、そんなんで息苦しくないか？」

「不便は感じていない。……それより、いい加減離はなれてもらえないか」

「へ？　あ、ああ、ごめん───って、どこ行くんだ？」

「このままにしておくわけにはいかないだろう」

　気まずそうにしている裕慈の股こ間かんに、再び視線を向ける。放っておいて治まるような状態ではないのだろう。同性としてその辛つらさを察し、同情する。

「あまりじろじろ見るな」

「なあ、俺がやってやろうか」

　困り果てている裕慈を見ていたら、勝手にそんな言葉が口を突ついて出た。

「は？」

「抜くの手伝ってやるって云ってるんだよ」

　大だい胆たんな提案に自分でも驚いたけれど、意外にも抵てい抗こう感はなく、乗り気になっていた。

（俺だって、やられたわけだし）

　自分ばかり恥ずかしい姿を知られているのは不公平だ。不意に訪おとずれた仕返しの機会に、暁は胸を弾はずませた。案の定、裕慈はものすごく嫌いやそうな顔で断ってきた。

「けっこうだ」

「遠えん慮りよするなよ。この前のお返しだ」

「おい、暁……っ」

　制止を聞かず、遠慮なしにバスローブの下に手を突っ込んだ。目的のものを握にぎり込むと、裕慈はびくりと反応した。

　思っていたよりも大きかったそれの形を確かめるかのようにゆるゆると擦こすりながら、眉まゆ根ねを寄せて耐たえている裕慈を揶や揄ゆする。

「こんだけ立派なら恥ずかしがらなくてもいいだろ」

「そういう問題じゃない。人をからかうのもいい加減にしろ」

　裕慈は暁の手を引き剝はがそうとしてくる。その態度には、普段の余よ裕ゆうが見受けられない。動どう揺ようしている証しよう拠こだろう。

　実力行使に出られたら、絶対に敵かなわない。そう思った暁は、言葉で先手を打った。

「俺にあんなことしといて、自分は嫌だって云うわけ？」

「それは───」

　怯ひるんだ隙すきに、手を動かす。硬くなりかけていたそれは、軽く扱しごいただけで、あっという間に芯しんを持って勃ち上がった。明確な反応が面白くて、手技を凝こらしてしまう。

「暁、やめろ」

「何で？　でかくなったってことは気持ちいいんだろ？」

　いじめっ子の気分で問いかけると、裕慈は勘かん弁べんしてくれと云わんばかりに懇こん願がんしてきた。

「頼たのむから、離してくれ」

「嫌だね。お前がそんなに困るところ初めて見た。お前でも狼狽うろたえたりするんだな」

「……暁！」

「口でしてやろうか？　俺、けっこう上手いよ」

　もっと戸と惑まどう様子が見たくて、わざと大胆な発言をした瞬しゆん間かん───いきなり裕慈に押し倒たおされた。摑つかまれた肩かたがベッドに押しつけられているせいで、裕慈の向こうに天てん井じようが見える。

　実力行使で止めてきた裕慈を笑ってやろうとした暁は、自分を見下ろす男の目が普ふ段だんと違ちがう色をしていることに気がついた。本能が、危険を訴うつたえてくる。

「じょ、冗じよう談だんだって。ちょっとからかっただけ……」

「もう黙れ」

「……ッ!?」

　乱暴な口づけに言葉を封ふうじられる。裕慈が自分にキスをしてくるとは思ってもみなかった。驚きに頭の中が真っ白になる。

　状じよう況きようを把は握あくしたときには、口こう腔こうに舌を捻じ込まれていた。熱くぬめる塊かたまりが、暁の口の中を搔かき回す。擦こすれ合う舌がぞくぞくと震ふるえる。

（何で俺がキスされてんだ…!?）

　ついさっきまでは自分のほうが上うわ手てだったはずなのに、あっさりと立場が逆転してしまった。

　想定外の出来事にパニックになりかけたけれど、必死に裕慈を押し返し、瞳ひとみに力を込めて睨ねめつける。

「やめろって…！」

「誘さそったのはそっちだろう」

「……っ、さ、誘ったわけじゃねーよ！　こないだの仕返しをしようとしただけで…っ」

　誤解を解くために本音を告げた暁は、裕慈の目が据すわっていることに気がついた。

（まさか、あれだけで酔よったんじゃないだろうな!?）

　だが、ウイスキー一ひと舐なめで酔い潰つぶれるくらい弱いのだから、ワインの匂においだけで酔っ払ぱらいになってしまってもおかしくはない。考えてみれば、シャワーを浴びてぼんやりしていたというのもおかしいし、そのあとの会話も微び妙みように嚙かみ合わなかった。

　疲つかれているのだろうと思っていたけれど、それが酔いのせいだとすると納なつ得とくがいく。呆ぼう然ぜんとしている暁に、裕慈はさらに迫せまってくる。

「ずいぶん質たちの悪い冗談だな。どっちにしろ、責任は取ってもらおうか」

「うわっ、何すんだ───ちょっと待て、待てって云ってるだろ!?」

　裕慈は暁の着ているシャツのボタンをあっという間に外し、ウエストも手早く緩ゆるめてしまった。ズボンは引き下げられ、下着が中ちゆう途と半はん端ぱに見えてしまっている。

　人に見られる仕事のため、半はん裸らを見られることには慣れていても、この状況は恥はずかしい。何せ、誰だれかを押し倒すことはあっても、組み敷しかれて服を脱ぬがされるなんて初めてだ。

「いくら溜たまってるからって、俺なんかに興奮しなくたっていいだろう！」

「お前だからだ」

「は？　意味わかんねーよ。こら！　人の話聞けよ…っ」

「うるさい」

「んむ…っ、んー、ン、んん……っ」

　必死に足あ搔がいていたら、もう一度キスで口を塞ふさがれ、また舌を捻じ込まれた。口腔を荒あら々あらしく搔き回され、舌を搦からめ捕とられる。貪むさぼるような口づけに、頭がくらくらした。　>>>♥

（やばい、俺まで反応してきた）

　欲よつ求きゆう不満なのは、暁も同じことだ。ストイックな生活を送っていた体は、刺し激げきを求めている。初めのうちは抗あらがおうとしていたけれど、だんだんと体に力が入らなくなっていく。

「ぅ、ん、ん……」

　侵しん入にゆう者を押し出すこともできず、舌を絡からめられてしまう。とくにキスが上手いわけではないのに、触ふれ合う舌が蕩とろけそうに気持ちいい。

（冗談じゃない）

　裕慈相手に感じているだなんて認めたくない。けれど、体は勝手に反応してしまう。そんな葛かつ藤とうを覚えながらも、理性は欲よく望ぼうに挫くじけていった。

「んん、ン、……っは」

　空気を吸うために唇くちびるがずれた隙を狙ねらって顔を背そむけると、暁は残った力を振ふり絞しぼって、裕慈の体を押し返す。

「いい加減にしろ…！　洒落しやれになんねーだろ！」

「洒落でこんなことしてると思ってるのか？」

「そうじゃなくて……っ」

　いまなら悪ふざけとしてすませてやると云っているのだが、裕慈は意に介かいそうとしない。濃のう厚こうな口づけにぐったりしている暁の首筋を、唇で探さぐってくる。

「裕慈…っ、マジでやめろって…！」

「こんなところでやめられると思うか？」

「……っ!?」

　下か肢しを押しつけられ、太ふと腿ももに当たる硬かたい感かん触しよくに息を吞のむ。同時に、暁も同じように昂ぶらせていることを知られてしまった。如実な変化は、云いい訳のしようがない。

　裕慈の云うように、ただ行こう為いを中止して片がつく問題でもない。疼うずき始めた熱は、何かしらの手段で処理する必要がある。

「───わかったよ」

「何がだ？」

「協力しようってこと。お互たがいにどうにかしなきゃいけないんなら、一いつ緒しよにやったほうが手っ取り早いだろ」

「そうだな」

「なら、さっさと終わらせようぜ」

「……ああ」

　酔っ払いに理性を求めるほうが無む茶ちやなのだ。欲望に突つき動かされているのなら、その原因を解消してしまえばいい。───そう考え、暁は再び裕慈の股こ間かんに手を伸のばした。

　バスローブを搔き分けるようにして手にした昂ぶりは、さっき以上に熱を持ち、力強く脈打っていた。

（やっぱ、すげぇな）

　裕慈のそれは、存在感が違う。体格差からして勝っているとは思ってなかったけれど、敗北を認めるのは悔くやしい。こっそりと歯は嚙がみしていると、裕慈も覆おおい被かぶさる体勢のまま、暁の下着の中に手を入れてきた。

「ん……っ」

　大きな手の平で、自身をやんわりと包み込まれる。無骨な指が壊こわれものを扱あつかうかのように、そっと暁のそれを擦こすってきた。

　芯を持ち始めていた昂ぶりは、直接の刺激にあっさりと張り詰つめる。裕慈は窮きゆう屈くつになった下着を押し下げ、暁の下肢を剝むき出しにした。

「！」

「充じゆう分ぶん、その気みたいじゃないか」

「お前ほどじゃねぇよ。つーか、黙だまって手ぇ動かしてろ」

　そう云って、裕慈を黙らせる。

　お互いに無言で荒あらい息を吐はきながら、相手の欲望を高めていった。

（絶対、先にイカせてやる）

　そう決意し、指先に神経を集中させようとしたそのとき、ベッド脇わきに置かれたルームサービスのカートが目に入った。

　あることを思いついた暁は手を伸ばし、オリーブオイルの入った小皿を取ると、そのオイルを裕慈の昂ぶりに滴したたらせた。

「何をしてるんだ？」

「このほうが気持ちいいだろ」

　潤じゆん滑かつ剤ざいになるものがあったほうが有利だろうと考えたのだ。少しくらいハンデをもらったっていいはずだ。裕慈は感じているようだけれど、なかなか絶頂を迎むかえない。そうこうしているうちに、暁のほうが切せつ羽ぱ詰つまってきた。

「早くイッちまえよ」

「お前はもうイキそうなのか？」

「……っ！」

　焦あせりから発した言葉の裏を見み透すかされ、動どう揺ようする。虚きよを衝つかれて固まっていたら、裕慈は自らの屹きつ立りつと暁のそれを一ひと纏まとめに握にぎり込んで、大きく扱しごいてきた。

　昂ぶり同士が直じかに触れ合う感触は生々しく、大だい胆たんな指ゆび遣づかいにも素す直なおに反応してしまう。

「や、う、く……っ」

　必死に歯を食くい縛しばる暁に、裕慈は射精を促うながしてくる。

「出そうなんだろう？　我が慢まんすることはない」

「うるさい……黙ってろ…！」

「意地を張るな」

「……ッ、あ、あ……っ」

　先せん端たんをキツく擦られた瞬しゆん間かん、視界がチカチカと明めい滅めつする。数拍はくの間、意識が飛び、我に返ったときには欲望を爆はぜさせていた。裕慈もそれを追うようにして、暁の腹部に白はく濁だくを散らす。

（くそ……っ）

　ぜいぜいと肩かたで息いきをしながら、裕慈よりも早くイッてしまった屈くつ辱じよくに歯嚙みする。

　二人分の体液で汚よごれた手を拭ぬぐうものを探す。サイドボードに置かれたティッシュに手を伸ばして背中を向けた暁は、不意に足の間を探る感触にぎくりとした。

「!?」

　体液でぬめる指が、後ろの窄すぼまりに触れてくる。その目的を察し、暁は体を強こわ張ばらせた。

「おい、噓うそだろ!?」

　飛び退のこうにも、俯うつぶせの状態では難しく、スプリングの効いたベッドに自由を奪うばわれる。じたばたと身み動じろいでいるうちに、指先を押し込まれてしまった。

「……っ!?」

「キツいな」

「バカ、その指抜ぬけよ、裕慈…！」

「慣らさないわけにはいかないだろう」

「何する気───ン…っ、やめ、あっ……」

　指先をぐっと押し込まれた瞬間、喉のどの奥が甘く鳴った。

　その自分の声こわ音ねに、カッと頭に血が上る。云わせるならともかく、自分がそんな声を出すことになるなんて、これまで考えたこともなかった。

「そんなに締しめつけるな」

「だから……っ、く、う……っ」

　乱暴に体内で指を動かされ、歯を食い縛る。文句があるならさっさとやめろと云いたかったけれど、言葉にもならなかった。

　ベッドの上を逃にげようと、膝ひざでシーツを蹴けった。しかし、腰こしが浮ういた隙すきを突かれ、さっき吐精したばかりの昂ぶりに指を絡められてしまう。

「あ……ッ」

　同時に責め立てられ、堪こらえきれずに高い声を上げた。やがて、身勝手に蠢うごめく指に敏びん感かんな場所を見つけられ、びくんっと体が跳はねた。

「ひぁ…っ」

「こうするといいのか？」

「あ…っ、こら、やめ───っあ、あ…！」

　声を我慢できない恥はずかしさに赤面している暁に、裕慈はさらに羞しゆう恥ちを煽あおるようなことを云ってくる。

「ずいぶん可愛かわいい声が出るんだな」

　感心したように云われ、カッと頭に血が上った。

「～～～っ、知るか…っ」

「どこがいいのか、もっと教えてくれ」

「誰だれがそんなこと───……っ、う、ん……っ」

　ぐりぐりと内ない壁へきを押され、言葉が紡つむげなくなる。コツを覚えたらしい裕慈は、増やした指をバラバラに動かし、暁の中を搔かき回した。　>>>♥

「……っ、も、やめ……っ」

　息も絶え絶えに訴うつたえると、ようやく指が抜かれた。ほっとしたのも束つかの間、すぐに違ちがうものが宛あてがわれる。

「え……？」

　それまでしつこく指で解ほぐされていた場所に、裕慈は自らの昂ぶりを突き立ててきた。

「───!?」

　あまりの衝しよう撃げきに、声なき悲鳴が上がる。初めは何が起こったのか、暁には理解できなかった。いや、理解できなかったのではない。認めたくなかったのだ。

　自分が裕慈に組み敷しかれ、後ろから貫つらぬかれているなんて信じたくなかった。けれど、これは夢でなく現実だ。焼けただれそうに熱い塊かたまりが、自分の中に存在している。

　無む理り矢や理り押し開かれた痛みよりも、内臓がせり上がってきそうな圧あつ迫ぱく感かんのほうが強い。息苦しさをどうにかしたくて、必死に肩で呼吸をしていたら、裕慈が真顔で告げてきた。

「お前の中は熱くて気持ちがいい」

「恥ずかしいこと云いうな…！」

「事実を述べたまでだ。できるなら、もう少し緩ゆるめてくれ。このままじゃ動きにくい」

「文句があるなら抜け！」

「無理だ。お前も男ならわかるだろう？」

「～～～～っ」

　わからないと云い返せない自分が腹立たしい。

　裕慈の云うように、どれだけ興奮しているのかわかってしまう。酔よいが醒さめれば、この熱も引いていくのだろうが、いまはお互たがいに引けないところまできてしまっていた。

「痛かったら云ってくれ」

「……っ」

　体を揺ゆすられ、伝わってくる振しん動どうに背筋が震ふるえた。反射的に締めつけた裕慈の昂ぶりは、これ以上ないほど張り詰めている。

　だけど、自分の塗ぬりつけたオイルのお陰かげか、引き攣つれるような痛みはなく、意外にも抜き差しは滑なめらかだった。

「う、く…っ」

　穿うがたれた屹立が引き抜かれ、抜け出そうになる瞬間、勢いよく押し入ってくる。その繰くり返しに、暁の体は徐じよ々じよに慣れてきた。

「い……っ」

　強張りが解けて動きが滑らかになってくるにつれ、裕慈は衝しよう動どうをぶつけるかのように、暁の体を激しく突つき上げるようになってきた。

　乱暴な律動に、歯を食い縛る。痛くて苦しいはずなのに、暁の体は確実に快感を覚えていた。

「ぅあ……っ、あ、は…！」

　主導権を奪われ、堪えきれずに喘あえぐ自分に屈辱感を覚える。

　さぞ、自分はいま、みっともない顔をしているに違いない。背中を向けた体勢だということが、不幸中の幸いだった。

「あ……!?」

　しかし、そんな暁の気持ちを知ってか知らずか、裕慈は一度自身を引き抜くと、暁の体を裏返した。何をする気かと問う間もなく、足を大きく開かされ、向き合うと一息に穿たれる。

「ぁあ……っ」

　大きく背中を撓しならせる。裕慈は再び貫いた暁の体をそれまで以上に荒あら々あらしく揺さぶってきた。激しい律動に、体がベッドの上でせり上がっていく。

　裕慈は暁の腰を摑つかみ直し、自分のほうへと引き戻もどすと、内壁を抉えぐりながらより深い場所を突き上げてきた。屹きつ立りつに擦こすられる粘ねん膜まくが熱くて蕩とろけてしまいそうだ。

「あっ、く、う……っ」

　白く筋が浮くほどキツく、シーツを握にぎりしめる。裕慈はその手に自分の手を重ねてきた。

　激しさを増す律動に追い詰つめられ、どんどん感覚が高まっていく。のしかかる体のせいで、開かされた足のつけ根が痛い。

「暁」

「……ッ!!」

　キツい突き上げに欲よく望ぼうが爆ぜ、白濁が散る。その直後、裕慈は暁の絶頂を追うように、深々と貫いた体の中で熱を放った。

「……く……っ」

　自分の内側で、熱の塊がびくびくと震えるのを感じる。

　荒あらかった二人ぶんの呼吸や鼓こ動どうが少しずつ落ち着いてくる。暁は欲望を注ぎ込んだ屹立が、ずるりと引き抜かれる生々しい感覚に耐たえる。

「……ぅ、く……」

　内臓が押し上げられるような息苦しさが緩かん和わし、ほっとすると同時に、不思議な喪そう失しつ感かんのようなものもあった。

　今度こそ終わったのだと散さん漫まんな思考で認識して四し肢しを弛し緩かんさせた暁の体に、突とつ然ぜん、筋肉質の重たい体がどさりと落ちてきた。

「おい、裕慈…？」

　自分よりでかい男に全体重をかけられたら苦しいに決まっている。

　いつまで調子に乗ってるんだと怒ど鳴なってやろうとした暁の耳に聞こえてきたのは、規則正しい寝ね息いきだった。どうやら、裕慈は電池が切れて眠ねむってしまったらしい。

「噓うそだろ……？」

　襲おそったほうが先に意識を失うなんてありえない。しかし、啞あ然ぜんとしている場合ではなかった。いつまでもこんな格好でいるわけにはいかない。

「こら！　こんな状じよう況きようで寝ねるな、この酔っ払ぱらい!!」

　覆おおい被かぶさってきた体を乱暴に揺すっても、固く握った拳こぶしで頭を殴なぐっても、裕慈が目を覚ます気配はない。意識のない成人男子の体はやたらに重く、疲つかれ果てた体ではそう簡単にどかせそうになかった。

「裕慈…!!」

　怒いかりを込めて叫さけんだけれど、裕慈はぴくりとも動かなかった。　>>>♥










　裕慈はクリーニングに出していた服を身につけ、何ごともなかったかのような出いで立ちだが、暁はまだぐったりとしていた。

（腰こしもあそこもマジ痛ぇ……）

　自分なら初心者相手に、あんな無体な真似まねはしない。

　未いまだに、体に違い和わ感かんがある。裕慈に貫かれた感かん触しよくが、自分の中に生々しく残っていることにさえ腹が立つ。

　眠ってしまった裕慈の下から抜ぬけ出すのは本当に大変だった。

　自分よりも大きな体を何とか蹴けり飛ばし、シャワーを浴びるところまでは何とかなったのだが、そこで気力が潰ついえてしまった。

　酔いが醒め、自分のしでかしたことに気づいた裕慈が青くなって、暁に何度も詫わびているのだが、そう簡単に許せる気分ではない。

　頭から被かぶったワインのせいもあるし、裕慈が百パーセント悪いとは云わない。抵てい抗こうも虚むなしく、流されてしまった自分にも責任はある。

　しかし、貞てい操そうの喪そう失しつはかなりの精神的ショックを暁に与あたえていた。

「今日は休きゆう暇かにしてもらえないか聞いてみる」

「バカ云え、俺が休んだりしたら撮さつ影えいスケジュールがずれるだろ」

「しかし、体が辛つらいんじゃないのか？」

「当たり前だ、バカ！」

　これなら、二日酔いで撮影に臨のぞんだほうがまだマシだ。それでも、プロとして穴を開けるわけにはいかない。

「悪かった」

「反省してるなら、もっとそれらしく謝れよ」

「なら、どう云えばいいんだ」

「そんなの自分で考えろよ」

「…………」

　やりきれない苛いら立だちをぶつけるために素そっ気ない返事を返すと、本当に考え込んで黙だまってしまった。裕慈の裏を読まない性格はわかっていたつもりだけれど、こんなときまで真正面から受け取らなくていいだろうに。

（…ったく、こいつは……）

　怒おこればいいのか、呆あきれればいいのかわからない。

　デリカシーのない裕慈の発言に苛いら々いらしていたけれど、無言が続くのも気まずく、沈ちん黙もくに耐えきれなくなった暁は、どうしても確認しておきたい質問を口にした。

「……どこまで覚えてるんだ」

「どこまでとはどういう意味でだ？」

　質問の意図を理解せず、聞き返してくる裕慈を怒鳴りつける。

「俺にしたことだよ！　少しは察しろよ、このバカ！」

　この間酔よっ払ったとき、裕慈は暁と交かわした会話を綺き麗れいさっぱり忘れていた。

　起きてしまったことは、もうどうしようもない。せめて、裕慈が詳しよう細さいを忘れてくれていれば少しは救いがある。しかし、裕慈が口にしたのは、期待とは程ほど遠い答えだった。

「ところどころぼんやりとはしているが、記き憶おくが途と切ぎれたのは終わった直後だ」

「え、じゃあ、それまでのことは───」

「だいたい覚えている」

「～～～っ、ふざけんな！」

　ささやかな希望すら断たたれた暁は、裕慈に枕まくらを投げつける。しかし、あっさりと顔の前で受け止められ、さらに頭に血が上る。

　少しでも悪いと思ってるなら、甘んじて顔で受け止めるくらいのことをしろと云いいたい。溢あふれそうになっている憤いきどおりをどうにか堪こらえている暁に、裕慈が控ひかえめに切り出してきた。

「一つ訊きいてもいいか」

「何だよ」

「お前はこういうことに慣れているんじゃないのか？」

　裕慈の無ぶ遠えん慮りよな問いに、頭の中でぶつりと何かが切れた気がした。

「バカ云え！　俺はタチオンリーだ!!」

　こういうことは慣れの問題ではないけれど、初めてだと思われなかったことにも腹が立つ。体が万ばん全ぜんなら、一発や二発殴っているところだ。

「……抱だかれるのは初めてだったのか」

「当たり前だ！　悪かったな、初めてで！」

　意外そうな顔をされ、さらに憤ふん慨がいする。自分のどこをどう見たら、抱かれるほうだと思えるのか理解に苦しむ。裕慈には身長も体格も劣おとるけれど、比べる相手が規格外なだけだ。

（こんなやつに掘ほられたなんて……）

　その現実に、一層怒りが込み上げてくる。戯たわむれに押し倒たおされたことくらいはあるけれど、最後までされたのは生まれて初めてのことだ。

「悪いとは云っていない。驚おどろいただけだ。むしろ───」

「……ッ、もうお前は口を開くな!!」

　見けん当とう違ちがいの説明をつけ加える裕慈の口を封ふうじる。どうして、暁の神経を逆なでするようなことばかり云うのだろうか。少しは人の顔色を読んでもらいたい。

「黙っていればいいのか？」

「もういい！　出てけ！　お前の顔なんて見たくない！」

　感情を抑おさえきれずに、怒鳴りつけてしまった。いつもの自分なら、こんなことで取り乱したりはしない。もっと冷静に、大人な対応ができるはずだ。

　だけど、どうしても裕慈が相手だと感情的になってしまう。デリカシーのない発言のせいもあるけれど、寛かん容ようになれない自分がいることにも気づいていた。

「わかった、部屋の前で待機している。動けるようになったら、声をかけてくれ」

　裕慈は大人しく部屋を出て行った。部屋のドアが閉まる音が聞こえ、ようやく室内が静かになる。

　ホテルのスタッフに不ふ審しん者扱あつかいをされるかもしれないが、むしろいい気味だ。廊ろう下かに立って、自分のしでかしたことを反省すればいい。

「知るか、あんなやつ」

　吐はき捨てるように云い、気怠い体で寝ね返がえりを打った。無理を強しいられた関節はまだ軋きしむように痛く、全身が自分のものとは思えないほど重い。

　昨夜は車のタイヤをパンクさせられたり、水風船を投げつけられたりと嫌いやがらせを受けてショックを受けているはずなのに、裕慈に抱かれたことに比べたら些さ細さいなことにしか思えなくなっていた。

（酒さけ癖ぐせが悪いにも、ほどがあるだろう）

　酔ったのは本人の非ではないにせよ、あの変わりようは酷ひどすぎる。あんなことになるなら、軽々しく悪ふざけをしなければよかった。

　自分の行動を反省しつつも、一番癪しやくなのは、自分が嫌けん悪お感かんを微み塵じんも抱かなかったことだ。痛みも怠さも残っているけれど、行こう為い自体は不快ではなかった。

　それどころか、暁の体は快感すら覚えていた。

　テクニックに唸うならされたのなら、プライドが傷つくだけですんだだろう。しかし、裕慈はお世辞にも上手うまいとは云えなかった。きっと、男を抱いたのは初めてだったに違ちがいない。

　衝しよう動どうに突つき動かされるかのように暁の体を貪むさぼり、その中で果てた。自分のあちこちに、裕慈の残した感触や熱が生々しく残っている。

　思い出すだけで、体の奥に疼うずきが蘇よみがえってきそうなほどだ。

「くそっ」

　短く悪態をついて、暁は上うわ掛がけを被り直す。消化しきれない感情をごまかすには、不ふ貞て寝ねするしかなかった。
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　酔っ払ぱらった裕慈に無む理り矢や理り抱かれた夜以来、暁たちの間には常に重たい空気が流れていた。軽口を叩たたく気にもなれず、会話は皆かい無むに近い。

　あの一件を理由に、マネージャーを外すことも可能だった。襲おそわれたなどという話をしなくても、酒に酔った裕慈に迷めい惑わくをかけられたと告げればいいだけのことだ。

　しかし、暁はそれを麻紀に切り出せてはいなかった。話をするタイミングは、作ろうと思えばいくらでも作れた。それなのに、何故なぜか踏ふん切ぎりがつかない。

　この数日は、一いつ緒しよにいたくないはずの相手と言葉を交わすことなく生活を送っている。

（あいつも何考えてるかわかんねぇし）

　あの日のことは悪いとは思っているようだけれど、自分から距きよ離りを取ろうというつもりはないようだ。今日も表情一つ変えずにマネージャーの仕事をしている。

　スタジオの端はしで直立不動で控えている裕慈に、こっそりと視線を送ると目が合った。

「……ッ」

　慌あわてて顔を背そむけて、目を逸そらす。裕慈はよそ見一つすることなく、ボディーガードの任を果たしているようだ。

（気まずいなんて、思ったこともないんだろうな……）

　無神経にも思える、裕慈の鉄てつ面めん皮ぴぶりが羨うらやましい。何ごとにも動じず、あくまでマイペースなところは父親似なのだろう。

　裕慈の考えていることもわからなかったけれど、一番摑つかめないのは自分の心だ。

「……はあ」

「珍めずらしいですね、堂島さんがため息なんて。今日は朝早かったから、お疲つかれですよね」

　暁についてくれているスタイリストの栄え美みが、気を遣つかってそっと声をかけてくれた。

　いまは監かん督とくが撮とった映像を確認し終えるのを待っているところだ。リテイクがかかってもいいように、セットの横で待機しているのだが、気になる点があるのかずいぶんと時間がかかっている。そのため、暁が待ち疲れたのだと思ったのだろう。

「ごめんね、みんなはもっと早くから準備してくれてるのに、疲れた顔なんか見せて。栄美ちゃんこそ、朝早くて眠ねむくない？」

　外面のいい暁は、気を許せる相手の前以外で愚ぐ痴ちや弱音を極力口にしないようにしている。機き嫌げんの悪さをスタッフに悟さとらせるようでは役者としては半人前だ。

　ため息の理由は他ほかにあったのだが、長丁場の疲ひ労ろうからだろうという勘かん違ちがいを否定しないでおいた。わざわざ、個人的な問題だと話しても、余計に気を遣わせるだけだ。

「大だい丈じよう夫ぶです、私たちは本番の間は休んでいられますから。それに堂島さんがいると、現場の雰ふん囲い気きが明るくなって働きやすくて助かってるんですよ」

「それ本当？」

「はい、堂島さん担当だって云いうと、みんなに羨ましがられるんですから」

「心配されるの間ま違ちがいじゃなくて？」

「堂島さんのことを直接知ってる人は、誰だれもそんなこと云いませんよ。手は早いみたいですけど、いい加減な人じゃないってわかってます」

「あれ、もしかして牽けん制せいされた？」

　わざとらしくショックを受けた顔を作ると、栄美は口を押さえて笑う。

「そんな思わせぶりなこと云っていいんですか？　浮うわ気きしてるって思われちゃいますよ」

「浮気って、いま俺フリーだよ」

「隠かくさないでいいです。堂島さん、恋こい人びといるとき肌はだがツヤツヤしてるからわかります。あ、もしかして、さっきのため息って恋人とケンカしたとか、そういうことですか？　メイクの乗りが悪くなったら困るから、早く仲直りして下さい」

「ち、違うって」

　ケンカをするような恋人もいないし、肌の調子がいいのは裕慈の作る食事のお陰かげだ。栄美の云い方だと、まるで裕慈が自分の恋人のようだと云われているみたいで面おも白しろくない。どこから誤解を解けばいいのか悩なやんでしまう。

「あ、終わったみたいですよ」

　栄美の言葉に振ふり向くと、指示を受けたＡＤが声を張り上げた。

「それじゃあ、昼休きゆう憩けい入りまーす。各自、楽屋でお昼にして下さい。セットの調整が終わり次し第だい、呼びに行きますので」

　ＡＤの言葉に、スタッフやキャストのざわめきが大きくなった。それぞれ、休憩を取るために散っていく。

「じゃあ、私、後半のシーンの準備があるので先に失礼します」

「あっ、待っ……」

　栄美の誤解を訂てい正せいできずに苦にが虫むしを嚙かみ潰つぶした顔をしていると、裕慈がさりげなく歩み寄ってきた。背後にその存在を感じ、身を固くする。

「お疲れ」

「…………」

　差し出されたペットボトルを無言で受け取る。

　この日は大がかりなセットを使うために森もり山やまスタジオでの撮さつ影えいをしているのだが、空調の効かない倉庫のような場所なので、すっかり喉のどが渇かわいていた。

「昼食はどうする？」

「……食う」

　すっかり裕慈の作る食事に舌を慣らされた暁は、仕事先で出される弁当を胃に重く感じるようになっていた。この数日の暑さでバテていることもあって、かなり食しよく欲よくも減っている。

　それに気づいた裕慈は、昼用の弁当も手作りで持参するようになった。毎回、暁の好物ばかりが詰つめてあるのは、機き嫌げん取りのためもあるかもしれない。

　意地を張って突っぱねることもできたけれど、いまのところ自らの食欲に逆らうことはできていない。

　暁にできるのは、不ふ機き嫌げんな態度を貫つらぬくことだけだ。無言で歩き出すと、裕慈は後ろからぴったりとついてきた。直射日光とアスファルトへの照り返しで溶とけそうなほど暑くなっている外に出て、楽屋のある建物まで歩いていく。

　早く空調の効いた部屋に行こうと足を速めると、意外な人物が建物の入り口から出てきた。

「松居さん？　今日は何でここに？」

　今朝見たとき、スタジオの予定表には、暁の出演しているドラマと来春公開の映画のタイトルしか書いていなかった。そのどちらにも、松居は出ていないはずだ。

「ちょっと忘れ物があって、取りに来たんだ。堂島はドラマの撮影？」

「そうですけど……」

「最近よく会うね。縁えんがあるのかな」

　そうかもしれませんねと曖あい昧まいに相あい槌づちを打ちつつ、怪け訝げんに思う。松居と言葉を交かわしたのは、今年に入ってからはこれで二度目だ。よく会うと云うほどでもない。

「彼が新しいマネージャー？」

「ええ、まあ」

「噂うわさは聞いたよ。飯塚社長の息子むすこさんなんだって？　お父さんに似てカッコいいのに、どうしてマネージャーなんかやってるの？」

　初対面だと云うのに、裕慈に対して馴れ馴れしい。むしろ、見下している感さえある。役者でない人間は皆みな、格下だとでも思っているのだろう。

　裕慈に対して未いまだに怒おこってはいるけれど、赤の他人にバカにされて気分がいいわけはない。暁がムッとしていると、裕慈は表情を変えることなく淡たん々たんと答えた。

「適職だと思いましたので」

「ふぅん、欲よくがないんだ」

　薄うすら笑いを浮うかべる松居に、裕慈は真ま面じ目めに聞き返す。

「それはどういう意味でしょうか？」

「あんな両親がいたら、コネで俳優デビューすることだって簡単だ。せっかくの後ろ盾だてを使わないなんてもったいない。堂島みたいにね」

「……っ」

　デビューしたての頃ころは、七光とよく云われた。駆かけ出しの新人だった頃は、それも仕方ないと思っていたけれど、キャリアを積み重ねたいまになって、面と向かって云い放ってくる人間がいるとは思いもしなかった。

　どう嫌いやみを返してやろうかと思考を巡めぐらせている暁よりも早く、裕慈がストレートな問いを放った。

「堂島がコネで仕事をもらっていると云いたいんですか？」

「い、いや、はっきりそうだというわけじゃないけど、そう思われてもおかしくないだろ。母親が女優で、父親が大だい企き業ぎようの社長なんだからさ」

　さすがに松居も狼狽うろたえている。腹芸のできない裕慈の応対が予想外だったのだろう。

「つまり、あなたの目には堂島の実力が役に及およんでいなかったように見えているわけですね。どの作品でそういう印象を抱いだいたのか教えていただけますか？　今後の参考にしますので」

「そんなこといま云われても、咄とつ嗟さには浮かばないよ。一いつ般ぱん論を云ってるだけなんだからさ」

　裕慈の空気を読まない態度に、松居が気け圧おされている。横で見ていて冷や冷やしたけれど、正直、胸のすく思いがした。

「一般論をおっしゃりたいのでしたら、名前を出すのは控ひかえられたほうがいいのではないですか。中傷と受け取られる可能性もありますから」

「気をつけるようにするよ」

　そのとき、建物の奥のほうから女性の悲鳴が聞こえ、裕慈が顔をそちらに向けた。裕慈の追つい及きゆうから逃のがれられた松居はほっとした顔をする。

「何かあったのかな」

　わざとらしく気き遣づかわしげな表情を浮かべる松居を無視し、裕慈に確認を取る。

「いまの悲鳴だよな？　声が栄美ちゃんに似てた気がするんだけど」

「お前はここで待ってろ」

「そんなわけいくか。声がしたのって、俺の楽屋のほうだろ」

　暁も地面を蹴けり、楽屋へ向かった裕慈のあとを追う。階段を駆け上がり、廊ろう下かを曲がると、暁の楽屋の前で栄美が呆ぼう然ぜんと立ち尽つくしていた。

　暁が声をかけようとしたのを制止し、裕慈が先に前に出る。

「どうかしましたか？」

「が、楽屋の中が……」

「────」

　裕慈に続いて部屋の中を覗のぞくと、めちゃくちゃに室内が荒あらされていた。衣装は裂さかれ、室内に真っ赤なペンキがぶちまけられている。

　転がっている空の缶かんに貼はられたラベルは、このスタジオでよく使われている種類のものだ。きっと、犯人は備品をくすねてきて犯行に使ったのだろう。

「……何で、こんな……」

　あまりの酷ひどさに絶句している暁の背中に、裕慈がそっと触ふれてくる。大きな手の感かん触しよくに、体の強こわ張ばりが抜ぬけた。

「暁、お前は中に入るな。君は責任者を呼んできてくれるか？　空き巣かもしれないから、警察を呼ぶ必要がある」

「は、はい！」

　裕慈の指示に、栄美は弾はじかれたように駆け出した。その後ろ姿を見送りながら、暁は小声で裕慈に問う。

「本当に空き巣だと思うか？」

「十中八九、この間の犯人と同じだろうな。衣装は酷いことになっているが、見た限り、なくなってるものはなさそうだ」

　つまり、物盗とりのための犯行ではなく、楽屋を荒らすことが目的だったということだ。裕慈は床ゆかに落ちた衣装やペンキを踏ふまないように室内に入り、私物を入れておくためのロッカーに歩み寄る。そして、鍵かぎを使ってその扉とびらを開けた。

「鍵がこじ開けられた形けい跡せきはないな。念のため、カバンの中身を確認してくれるか？」

「あ、ああ」

　簡易式のロッカーのため、合い鍵を使われていたら痕こん跡せきは残らない。

　暁は、差し出された私物のカバンを受け取った。元々、貴重品は裕慈が持ち歩いていたから、この中には金目のものは入っていない。

　携けい帯たい音楽プレイヤーもそのまま入っているし、空き時間に覚えようと思って入れておいた別件の台本も誰だれかに触れられたような形跡はなかった。

「盗られたものはない。多分、このカバンには触さわられてないと思う」

　台本の間に栞しおり代わりに挟はさんでいたシャーペンもそのままだし、中ちゆう途と半はん端ぱに閉めていたファスナーも、記き憶おくしていた位置と同じだった。

「そうか。弁当のほうも無事のようだ」

「何か仕込まれてるってことはないよな……？」

「心配ない。このクーラーボックスには鍵をかけてある。短時間で開けられるようなものじゃない」

「用心深いことで……」

　万が一に備えて、弁当を入れているクーラーボックスまで鍵つきのものを使っている裕慈に感心する。

「このスタジオの敷しき地ち内に入れるのは、どんな人間だ？」

「一応、警備員は立ってるけど、入ろうと思えばいくらでも。おっかけの女の子とかはさすがに追い出されるけど、それっぽい格好で堂々と入ってくればチェックされないよ」

「となると、犯人は絞しぼり込めないか」

「そうだなあ。まあ、敷地内は入り組んでるから、初めて来た人がすんなり楽屋に近づけるとは思えないんだよな」

　他ほかの役者についている方向音おん痴ちのマネージャーは、ここでよく迷子になると云いっていた。何度来ても、まっすぐ楽屋に辿たどり着けないらしい。

　楽屋を荒らした犯人が件くだんのストーカーなら、現場に慣れた人間ということだ。ごく身近に暁の足あし下もとを掬すくおうとしている者がいると思うだけで気持ち悪い。

　裕慈と犯人像について話し合っていると、しばらくして栄美が責任者を連れて戻もどってきた。

「楽屋が荒らされてるって本当ですか!?」

「確認していただけますか？」

「うわ、酷いな……この匂におい、ペンキか？　どうやって片づけりゃいいんだよ」

「入らないで下さい」

　楽屋に入ろうとした途と端たん、裕慈に制止された責任者は不満げな顔を向ける。

「どうして」

「盗とう難なんの被ひ害がいもあるかもしれませんから、警察に連れん絡らくしたほうがいいでしょう。指し紋もん採取などもあると思うので、ここは誰も立ち入らないようにして下さい」

「な、なるほど。わかりました」

　普ふ通つうならタレントのマネージャーが口を出すことではないのだが、スタジオの責任者は裕慈のてきぱきとした指示に疑問を持つことなく、慌あわてて電話をかけに行った。

「犯人は俺のストーカーかもしれないって云わなくてよかったのか？」

「はっきりしたことがわからない以上、予断を持たせたくない。盗ぬすみ目的だった可能性もないわけではないからな。それにストーカー被害のことを知られたら、非難がお前に集中するかもしれないだろう」

「！」

　咄嗟に裕慈がそこまで考えていたとは思いもしなかった。暁がやったことではないけれど、原因の一いつ端たんが本人にあるとわかったら、口さがないことを云う者も出てくるかもしれない。

（こういうことには気が回るんだよな）

　機転は利きくのに、感情の機き微びには疎うといのはどういう思考回路になっているのだろう。

　やがて、騒さわぎを聞きつけたスタッフも次々に集まってきたため、あたりは騒そう然ぜんとした雰ふん囲い気きになった。暁の楽屋を覗き込んだり、自分も被害に遭あっていないかと確認に行ったりと、皆みな忙せわしない。

「ん？」

　ふと、何か忘れていることがあるような気がした。だが、何が引っかかっているのか、すぐにはわからない。

「どうした？」

「いや、何か忘れてるような……あっ」

　しばらく頭を捻ひねっていた暁は違い和わ感かんの正体に気がついた。階段を駆かけ上がるところまでは一いつ緒しよにいた覚えがあるのに、いつの間にか松居の姿が消えているのだ。楽屋の惨さん状じように気を取られていて、彼のことまで意識がいかなかった。

（……まさかな）

　もしかして、という考えが一いつ瞬しゆん脳のう裏りを過よぎったけれど、自分でそれを否定する。嫌いやみを云われたからと云って、無む闇やみに人を疑うのはよくない。

「何か気になることでもあるのか？」

「何でもない。思い過ごしだった」

「思い過ごしでも引っかかってることがあるなら云ってくれ」

「マジで何でもないんだって」

　厳しい顔で追つい及きゆうしようとしてくる裕慈から逃のがれようと背中を向けると、少し離はなれたところで栄美が強張った顔で立っていた。

「栄美ちゃん、大だい丈じよう夫ぶ？」

「だ、大丈夫です。ちょっとビックリしちゃっただけで……」

「ごめんね、迷めい惑わくかけて。衣装もメイク道具もあんなじゃ、もう使えないよな。私物があったら弁べん償しようするから云ってくれる？」

　楽屋に置いたままだったメイク道具は床に散らばり、ペンキにまみれている。使えるものもあるだろうけれど、警察の検分を待っているうちにペンキが固まってしまうだろう。

「何云ってるんですか！　堂島さんは何も悪くないじゃないですか」

「でも、こういうのって有名税の一種だろ。楽屋荒あらされてたのって、俺だけっぽいしさ。どこかで恨うらみとか買ってるのかも」

　他の役者たちもそれぞれ自分の楽屋を確認しに行っていたようだけれど、他の部屋はどこも被害に遭っていないようだった。

　たまたま一番端はしの部屋に入って荒らしたとも考えられるけれど、周囲はこの楽屋を使用している役者が狙ねらわれたと思うだろう。

「もし、堂島さんが恨まれてたとしても、逆さか恨うらみだと思います！　人気あるし、露ろ出しゆつも多いからやっかまれてるだけですよ！」

「ありがとう、栄美ちゃんにそう云ってもらえて、ほっとした」

　第一発見者の栄美も動どう揺ようしているだろうに、暁を力づけようとしてくれるその気持ちが嬉うれしかった。

「私なんかでよかったらいくらでも云いますよー。でも、飯塚さん凄すごいですね。パニックになってもおかしくない状じよう況きようなのに、凄く落ち着いてて冷静で……。マネージャーになったばかりには思えません」

「あー、こいつは本職だったから……って、云わないほうがよかったか？」

　心から感心している栄美につい本当のことを口にしてしまい、裕慈に軽く睨にらまれる。

「云ってから聞くな」

「え？　本職って……」

　怪け訝げんな顔で目をぱちぱちとさせている栄美に、仕方がないといった様子で裕慈が手短に説明する。

「以前は警察官をしていました」

「そうだったんですか！　でも、納なつ得とくしました。いつもぴしっとしてて、業界の人っぽくないから不思議だったんですよ」

「おおっぴらに云うことでもないから、他の子には内ない緒しよにね」

　口の堅かたい子だから周囲に知れ渡わたることはないだろうが、念のため、釘くぎを刺さしておいた。

「わかってます。誰にも云いません」

　力強く頷うなずく栄美と目配せし合っていると、慌ただしくＡＤが呼びに来る。

「堂島さん、新しい楽屋を用意しましたから、とりあえずそちらに移ってもらえますか？　警察の方はこれから来てくれるそうです」

「ありがとうございます」

「しばらくしたら、現場を見に警察の方が来るそうです。関係者に事情を聞きたいとのことなんですが……」

「聴ちよう取しゆには私が対応します」

　暁が返事をする前に、裕慈がそう答えた。警察、という単語に身構えたけれど、裕慈が応対してくれるなら安心だ。

（……って、俺、こいつとケンカしてたんだっけ）

　どんなに腹を立てていても、結局、裕慈に頼たよってしまう。そんな自分に気づき、苦い気持ちになる。

「そうですか。じゃあ、よろしくお願いしますね」

　若いＡＤは、お使いは果たしたと云わんばかりにまたばたばたと走っていなくなる。その後ろ姿を見送りながら、栄美がため息混じりに告げた。

「飯塚さんって頼たのもしいですねえ」

　取り乱すことなくきびきびと対応する裕慈に、栄美はすっかり心しん酔すいしてしまったようだ。

「……そうだな」

　暁は複雑な思いで、そう相あい槌づちを打った。










　警察の事情聴取を終えたあとも、撮さつ影えいは続いた。セットを組んでいるスタジオを使える時間にも限りがあるため、翌日に延期をすることはできなかったのだ。

　何とか予定のシーンを撮とり終え、帰宅できたのは日付が変わってからだった。疲つかれ果てた体でよろよろとリビングに向かい、ソファに倒たおれ込む。

「疲れた……」

　撮影だけでもかなり消しよう耗もうするのに、今日は精神的疲ひ労ろうが大きすぎた。普ふ段だんなら飲み食いすれば、ある程度のストレスは解消できる。けれど、今日は酒を飲む気にもなれない。

　帰りがけに急に降り出した雨も、暁の気分を滅め入いらせる要因の一つだろう。初めのうちは小こ雨さめだったのに、マンションに着いた頃ころには視界を遮さえぎるほどの土ど砂しや降りになっていた。

　気圧の変化のせいか、何となく頭が痛いし、体も重い。

「それにしても、車に傷とかつけられてなくてよかったよな」

「そうだな」

　テレビ局の駐ちゆう車しや場でタイヤをパンクさせられたあの車は、念のために点検に出していた。タイヤ以外にも細工されていたりしたら、事故を起こす可能性だってあるからだ。

　その代わりに借り受けることになったのは、麻紀のとっておきの愛車だった。普段は使われていないその車は外国製の高級車で、値段もかなりのものだ。たかが移動車に使用するには気が引ける。

　うっかり擦こすったりしたときの修理代の桁けたが違ちがうのも怖こわいけれど、それ以上に、麻紀が大事にしているものを傷モノにして怒おこられるほうが恐おそろしかった。

「車、いつ戻もどってくんだっけ？」

「もう事務所にあると云いっていた。朝のうちに交こう換かんしてくる」

「一人で行く気かよ？　仕事の前にちょっと寄ればいいだろ」

「朝が早くなるがいいのか？」

「お前だけ早起きさせて、家で寝ねてるわけにはいかないだろ。麻紀さんに怒られる」

「それなら、朝食は事務所で摂とろう。そうすれば、睡すい眠みん時間を削けずらずにすむ。夜食はどうする？　腹が減ってるなら何か軽いものを作るが」

「今日はいいや。食しよく欲よくが湧わかない」

「だったら、風ふ呂ろに入ってこい。体を温めたほうが疲れも取れる」

「風呂も面めん倒どうくさい」

　食欲だけでなく、動く気力も湧いてこない。風呂にでも入れば少しは気分も変わるかもしれないけれど、もう目ま蓋ぶたさえ動かしたくなかった。

（黙だんまりを続けるのも疲れたし）

　意識して会話をしないように過ごすのは、それなりに疲れるものだ。いまは意地を張り続ける元気もない。

「せめて、寝るならベッドに行け。ソファじゃ体が休まらないだろう」

「わかってるよ」

　裕慈の小言に、投げやりに答える。いまは何もかも面倒くさい。

　いっそ、泥どろのように眠ねむってしまいたいのに、頭の中だけは異様に冴さえていて、目を瞑つぶっていても意識ははっきりとしている。

　やはり、アルコールでも口にしたほうが、眠りにつけるだろうか。そう考えていると、裕慈の携けい帯たい電話が鳴った。

「はい、飯塚です」

　会話から、電話の相手が警察の人間だとわかる。捜そう査さ状じよう況きようを伝えるために、電話をしてきたようだ。

　警察の捜査の結果、やはり盗ぬすまれたものは何もなかった。施し設せつへの嫌いやがらせとして被ひ害がい届は出されたけれど、果たして犯人は捕つかまるのだろうか。

「───そうですか。わかりました」

　電話を切った裕慈が、聞いたばかりの捜査状況を教えてくれる。

「現場から犯人と思われる指し紋もんは出なかったようだ。ただ、衣装からははっきりとした足あし跡あとが取れたそうだから、容疑者が捕まれば照合できるだろうとのことだ」

「それって、容疑者が見つからなかったら比べようがないってことじゃないのか？」

「そうだな」

「出入り口の防犯カメラは？　怪あやしい人間とか映ってなかったのか？」

「回収はしてあるから、明日調べるそうだ」

「明日かよ！」

　行動の遅おそさが信じられず、思わず起き上がって驚おどろきの声を上げた。

　盗とう難なんもなかった事件の捜査なんて、そんなものかもしれない。現場に来た警察官だって、初めは面倒そうな態度が見え隠かくれしていた。

　裕慈の前職を聞いてからは、こちらに同情的になったけれど、そういうことでもなければ真しん剣けんには取り組んでくれなかったかもしれない。

（芸能人なんて、外から見たらちゃらい人間に見えるしな）

　仕方のないことだとわかっているけれど、もどかしくもある。

「俺のストーカーは、俺の何が気に食わないんだろうな……」

「どんなに非の打ちどころのない人間でも、妬ねたまれ、逆さか恨うらみを買うことはある。理り不ふ尽じんに感じるとは思うが、お前が悩なやむ必要はない。彼女もそう云っていただろう」

「そんなことわかってるけどさ！」

　わかりきったことでも、愚ぐ痴ちを云いたいときもある。正論が聞きたいわけじゃない。ムッとなって体を起こし、裕慈を睨ねめつける。

「原因を探さぐりたいなら、身の回りで変わったことがなかったかを考えてみろ。手紙が届き始めた頃にきっかけとなる何かがあったはずだ。お前にとっては取るに足らないことでも、相手にとってはそうじゃないこともある」

　苛いら立だつ暁に、裕慈は考えるよう促うながしてきた。何度も心当たりを考えたけれど、いままではとくに思い当たることはなかった。だから、噂うわさになった女性タレントのファンに恨うらまれているのではないかという結論になったのだ。

「変わったことか……」

　嫌がらせの手紙やファックス、電話が来るのは日常茶さ飯はん事じだ。熱ねつ狂きよう的なファンがやがて憎にくしみを持って恨み節をぶつけてくることもある。

　しかし、仕事を降りろという内容のものが届くようになったのは今年に入ってからのことだ。記き憶おくを掘ほり起こし、半年前のことを思い返していく。

「脅きよう迫はく状が届くようになったのは、何をやっていた時期だ？」

「ちょうど、舞ぶ台たいのオーディションがあった頃かなあ」

「オーディション？」

「ああ。一度、一いつ緒しよに仕事したいって思ってた演出家のやる舞台に穴が開いてさ。ほら、急病で緊きん急きゆう手術することになった役者がいただろ。その代役」

「そうなのか」

「そうだった……お前、こういうことに疎うといんだったな……。とにかく、そういう事情で脇わき役やくに再募ぼ集しゆうがかかって、俺のところにも話が来たわけ。お前がウチに来た前日がその舞台の千秋楽だったんだよ」

　個人的に大きな出来事と云えるのは、そのくらいだ。同時進行でテレビドラマの仕事もあり、この半年は目の回るような忙いそがしさだったから、脅迫状のことなど気にしている暇ひまはなかった。

　もっと早く対処していたら、実害まで及およばずにすんだのだろうか。

「その件でお前を恨んでる人間はいるか？」

「そりゃ、他ほかにオーディション受けたやつは面おも白しろくなかっただろうよ。けど、誰だれが受けたかまでは知らないんだよな。空いた時間で一人ずつ面接してたから、他の候補と顔を合わせることはなかったし」

「社長にその話をしてもいいか？　あの人なら、詳しよう細さいを知る伝つ手てもあるだろう」

「う、うん」

　問い合わせれば、オーディションを受けた面子メンツはわかるだろう。しかし、それが原因とも限らないし、何より犯人の正体を知ることには躊躇ためらいを覚えた。

　ファンにあれこれ思われるのはまだ許容できるけれど、限られた椅い子すを競きそい合っている同業者に恨まれたら体がいくつあっても足りない。それにもし、よく知った人が犯人だったらと思うと、真実を知るのは怖い。

「どうした？」

「別に。やっぱ、風呂に入ろうかなと思って考えてただけ」

「そうか。なら、湯を張ってくるから少し待っていろ」

　見み透すかされそうになった不安を隠すために、てきとうなことを口にしてごまかした。暁の言葉を真に受けた裕慈は、風呂の準備をするためにリビングから出て行った。

　やっぱりやめると云うタイミングもないまま、一人になる。

「……まあ、いいか」

　疲つかれと緊きん張ちようで強こわ張ばった体は、あちこちが凝こり固まっている。これを解ほぐすには血行をよくするのが手っ取り早い。

　とりあえず、がちがちになった肩かたや首を自分で揉もみ解ほぐそうとした暁は、首にあったはずのペンダントがなくなっていることに気がついた。

「噓うそだろ？」

　姿勢を正し、改めて首回りを探る。どこかに引っかかってないかと服の中まで見てみたけれど、ペンダントは見つからなかった。

「くそ、どこで落としてきたんだろ」

　撮さつ影えいを終えて、着き替がえたときにつけ直したことは覚えている。しかし、その後は意識することもなかったので、どのタイミングでなくなったか見当がつかない。

「暁、どうかしたのか？」

「ペンダント、どっかに落としてきたっぽい。ったく、今日はマジで厄やく日びだ」

　今日は楽屋が荒あらされたり、お気に入りのペンダントをなくしたり。こういう日は何をしたってツイていないのだ。

　幸い、あとは風ふ呂ろに入って寝ねるだけだ。余計なことをせずに大人しくしているに限る。

「大事なものなのか？」

「自分で買ったんだけど、けっこう気に入ってたんだよな。けど、仕方ない。もしかしたら、俺の代わりに厄を受けてくれたのかもしれないしな」

　車の中に落ちていれば、見つかるかもしれないという淡あわい期待もあったけれど、無む闇やみに執しゆう着ちやくしたところで見つかりはしないだろう。未練はすっぱりと断たち切るべきだ。

「────」

　もっと物を大事にしろとでも云いいたいのか、裕慈は物云いたげな顔をしていたけれど、暁のほうから話題を変える。

「それ、何？　俺にくれんじゃないの？」

「ああ、食しよく欲よくがないようだから、甘いものでもと思ったんだ」

　湯気の立つマグカップを裕慈から受け取る。ミルクティーかと思ったら、スパイスも入ってるようだった。

「チャイ？　ホント、お前何でも作れるよな」

　熱すぎないそれを一口啜すすると優やさしい味が口の中に広がり、体の芯しんから温かくなっていく。

「茶葉を煮に出すだけだから、誰でも作れる。気に入ったなら、作り方を教えるが」

「やだよ、そんな面めん倒どうなことするの。お前がいるのに、わざわざ俺がやる必要なんてないだろ」

　得意分野は得意な人間に任せておくのが一番だ。役割分担をしたほうが効率がいい。

「俺はここにいてもいいのか？」

「へ？」

「早く出て行って欲しいと云っていただろう。気が変わったのか？」

「……っ、そ、そういうわけじゃないけど、仕方ないだろ。麻紀さんの命令だし、いつまでも子供みたいにわがまま云ってるわけにもいかないし」

　裕慈の指し摘てきにぎくりとする。いつの間にか、裕慈の存在を許容している自分がいた。苛いらついたり、腹を立てたりすることがあっても、一緒にいる空間は居い心地ごこちがいい。どんなに気まずい空気があっても、幼なじみという関係は簡単には揺ゆらがないからかもしれない。

　自分を作る必要もないし、何があっても味方でいてくれるだろうという根こん拠きよのない信しん頼らいも無意識下にあった気がする。

「───そうか」

　短く呟つぶやいた裕慈は、それきり黙だまり込んでしまった。追つい及きゆうされなかったことには、ほっとしていたけれど、自分の答えに対して、裕慈がどう感じているのかが気になった。

　だけど、そんなことを聞けるはずもなく、暁も口を噤つぐむしかなかった。










　入る前は億おつ劫くうだったけれど、湯船に浸つかったら体もずいぶん解れた。夏場はシャワーですますことも多いのだが、珍めずらしく長風ぶ呂ろをしてしまった。

「お先ー。……あれ、裕慈？　いないのか？」

　声をかけても返事がない。裕慈の部屋を覗のぞいてみたけれど、真っ暗で人の気配は感じられなかった。

「どこ行ったんだ？」

　黙って出かけるなんて、裕慈らしくないように思えた。

　あの生き真ま面じ目めな性格で気まぐれに出かけたとは思えないから、暁が風呂に入っている間に、麻紀にでも呼び出されたのかもしれない。

「まあ、いいや」

　わざわざ、携けい帯たい電話を鳴らして確認するまでもないと判断し、暁は冷蔵庫からビールを取り出した。

　さっきまでは何もする気がなかったけれど、風呂に入ったら緊張が解け、食欲も湧わいてきたのだ。空腹を感じていなかったのは、気が張っていたせいだろう。

　深夜に酒はあまりよくないと諫いさめられそうだけれど、苦言を呈ていする人間はいまはいない。

「ついでにカップラーメンでも食うかな」

　裕慈が来てから食生活は豊かになったけれど、たまに無む性しようにジャンクフードが食べたくなる。

　戸と棚だなの奥にしまい込んであったはずだと思い、背せ伸のびをして覗き込んだそのとき、玄げん関かんのほうから物音がした。

「このタイミングで帰ってくるか……」

　やむなく棚たなの戸を閉め、玄関に顔を出す。出かけるなら一言告げてからにしろと云おうと思って裕慈の顔を見た暁は、その姿にぎょっとした。

「お前、いったいどこに行ってたんだよ!?」

　まるでバケツの水を頭から被かぶったかのように、全身びしょ濡ぬれだった。裕慈はその質問には答えず、その代わりに握にぎった右手を差し出してくる。怪け訝げんに思いながらもおずおずと受け取ると、それはなくしたと思っていたペンダントだった。　>>>♥

「え…!?」

「落としたのは、これか？」

「俺のペンダントだけど……どこにあったんだ!?」

「スタジオの駐ちゆう車しや場に落ちていた」

「あっ、もしかして、あのとき───」

　車に乗り込む前、植え込みに服を引っ掛けてしまった。枝を外したとき、一いつ緒しよにペンダントのチェーンが切れてしまったのだろう。

「車を停とめていた場所から少し離はなれたところに落ちていたから、切れた弾はずみに飛んだのかもしれないな」

「わざわざ探しに行ったって云うのか？」

「気に入っていたものだと云っていたから、今日足を運んだ場所を見に行ってみたんだ。チェーンは俺には直せなかった。専門の業者に修理に出してくれ」

　恩着せがましく云うわけでもなく、いつもと同じ様子で告げてくる。

「…………」

「暁？　落としたのは、これではなかったか？」

　この雨の中で見つけてくれたという事実に胸が熱くなる。しかし、素す直なおに礼を云うことができず、捻ひねくれた言葉を口にしてしまった。

「俺のだよ！　けど、お前バカだろ？　雨に濡れてまで探さなくたって、買い直せばいいだけの話だろ。ちょっと考えろよ」

　感謝をしていないわけじゃない。こんなもののために、裕慈が雨に打たれる必要などなかったのだと云いたかっただけだ。言葉が足りないにもほどがある。

（責めたいわけじゃないのに）

　云い訳をしたほうがいいのはわかっているのに、何と云えばいいのかわからない。内心、狼狽うろたえている暁に対し、裕慈は顔色一つ変えなかった。

「そうか。そう云われてみればそうだな」

「……っ」

　理り不ふ尽じんな暁の言葉に、怒いかりもしない裕慈にも腹が立つ。あんなことを云われて黙っているなんて、自分に甘すぎるのではないだろうか。

　渦うず巻まく後こう悔かいと罪悪感で、裕慈の顔がまともに見られない。

「早く風呂入ってこいよ。風邪かぜ引かれたら、こっちが迷めい惑わくするんだからな」

　どうして、『ありがとう』の一言が云えないのだろう。天あまの邪じや鬼くな自分を反省しても、やっぱり口を突ついて出るのは意地を張った言葉ばかりだ。

「そうだな。行ってくる」

　裕慈はすんなりと頷うなずき、あっさりとバスルームに行ってしまう。

　一人になった暁は握りしめていた手を開き、戻もどってきたペンダントに目を落とす。

　雨に打たれていたはずのそれは、綺き麗れいに磨みがかれていた。暁に渡わたす前に、裕慈が汚よごれを拭ぬぐってくれたようだ。

　あれだけ裕慈が濡れていたことを考えると、ずいぶんと長い間探し回ってくれていたに違ちがいない。裕慈のことだから、懐かい柔じゆうするつもりで点数を稼かせごうとしたわけでもないのだろう。

（……あのバカ）

　胸が詰つまり、暁はぎゅっと唇くちびるを嚙かみしめた。

　こんなに横おう柄へいな態度を取っているのに、何故なぜ、自分から離れて行こうとしないのだろう。麻紀の命令があるにしろ、暁が裕慈の立場だったら早々にキレてギブアップしている。

「俺もどうしたいんだよ……」

　自らの感情と行動に矛む盾じゆんがあることには、ずいぶん前から気づいている。それでも、いまの状態にピリオドを打てないのは何故なのだろうか。

　こんなにも自分の気持ちを持て余すのは、生まれて初めてのことだ。暁は手の平に乗っているペンダントを再び握りしめ、揺れ動うごく胸にその拳こぶしを押し当てた。
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「コーヒー、ミルクだけでいいんですよね？」

「うん、ありがとう」

　コーヒーを運んできてくれた麻紀の美人秘書に微笑ほほえみかけながら礼を云いうと、麻紀から冷ややかなツッコミが入った。

「ウチの社員にまで、無む駄だな愛あい嬌きよう振ふりまかなくていいから」

「これは素すです」

　拗すねた口調で麻紀に反論し、裕慈が作ってくれたサンドウィッチをぱくつきながら、ミルクを混ぜたコーヒーを啜すする。相変わらず、いい豆を使っているようだ。

　自宅の一室から始めたこの飯塚芸能事務所も、いまや小さな自社ビルを持つまでに成長した。社長室を持てる立場にもかかわらず、麻紀は平社員と同じフロアにデスクを構えている。

　来客のために応接室は別に設けてあるけれど、所属タレントが打ち合わせなどで通されるのは、フロアの端はしにパーティションで仕切られた簡易な応接セットだ。

「裕慈一人で来るって聞いてたけど？」

「どうせ仕事があるんですから、一緒に出たほうが無駄がないでしょう」

「珍めずらしく殊しゆ勝しようなこと云ってるわね。いつもなら、ぎりぎりまで寝ねかせてくれって云うくせに。まさか、私の車に傷でもつけたんじゃないでしょうね？」

「傷なんてつけてませんよ！　ていうか、つけてたら事務所なんか来るわけないじゃないですか……」

　そんなことになっていたら、恐おそろしくて麻紀と顔なんか合わせられるわけがない。無理に用事を作って逃にげ回るに決まっている。

「あの車に傷がついてたら、ただじゃおかないわよ」

「そんなに気になるなら、いつも乗ってる国産貸してくれればよかったのに。助手席に乗ってるだけで冷や冷やしてましたよ」

「だって、あれは運転し慣れてないんだもの。いつも裕慈に運転させてたし」

「だから、あいつ涼すずしい顔で運転してたのか……」

　それならそうと云ってくれればよかったのに。助手席に座っている間、万が一があったらと緊きん張ちようしっぱなしだった。自分の身よりも車体が心配で、気の休まる間がなかった。

「裕慈とは上手うまくやってる？」

「あー…、まあ、ぼちぼちですかね……」

　上手く、というのがどういう状態なのかわからないが、傍はた目めには問題なくやれているように見えているはずだ。

　裕慈が同席していないのは、戻ってきた車のチェックをしているからだ。念のため、自分の目でも確認しておかなければ気がすまないらしい。

「肌はだ艶つやはいいみたいだけど、冴さえない顔してるわね」

「あんな嫌いやがらせされたら、誰だれだって気分悪いに決まってるじゃないですか」

　冴えない本当の理由は別にある。自分の感情の正体がわからないことで、こんなにも心こころ許もとない気分になるなんて、いままで知らなかった。

　昨夜はもやもやとしたものを抱かかえたまま眠ねむりについたので、あまり熟じゆく睡すいできなかった。眠りが浅く、朝もずいぶん早くに目覚めてしまった。

　充じゆう実じつした食生活のお陰かげで体調は万ばん全ぜんだというのが、皮肉な話だ。

「そうだったわね。楽屋、酷ひどい有様だったんだって？」

「俺がターゲットだとしたら、相当恨うらんでると思いますよ。ペンキも部屋中にぶちまけられてたし、内装やりかえない限り、あの部屋は使いものにならないですよ」

「いったい、誰が犯人なのかしら。暁、本当に心当たりないの？」

「あったら云ってますって」

　昨日、一いつ瞬しゆん脳のう裏りを掠かすめた人物が浮うかんだけれど、すぐに自分で打ち消した。嫌みっぽい性格ではあるけれど、あんな嫌がらせをするような人間ではないはずだ。

「でも、業界の人間ってことは確実よね。局の駐ちゆう車しや場の死角を知ってて、森山スタジオの中に詳くわしいんだから」

「役者なのかスタッフなのかわかりませんけど、無関係な人間ではないでしょうね」

　つまり、当初描えがいていた犯人像には当てはまらないことになる。業界人がスクープ相手のファンだという可能性もあるけれど、同業者ならある程度の真実はわかるはずだ。眉まゆ唾つばかそうでないかの判断くらいつくだろう。

「現場検証とかもしてくれたんでしょう？　結果は教えてもらえないの？」

「本当は教えてくれないんでしょうけど、裕慈が頼たのんでおいたみたいで、昨日の夜、電話をもらってました。犯人らしき指し紋もんは出なかったそうです」

「何だ、がっかり。まあ、犯人もそこまでバカじゃないか」

「衣装に足あし跡あとが残ってたって云ってました。どちらにしろ、容疑者がいない限り比ひ較かくしようがないみたいですけど」

「刑けい事じドラマみたいに上手くはいかないものね。そろそろ、ウチからも被ひ害がい届を出しておくべきかしら」

　いつでも届を出せるよう、証しよう拠この品は捨てずに保管してある。脅きよう迫はく状が手元にあるのは気持ちのいいものではないけれど、処分するわけにはいかない。

「そうですね、考えたほうがいいと思います」

「いつもみたいに、大おお袈げ裟さにしたくないって云わないのね」

　暁の返答に、麻紀は目を丸くした。いままでは、できるだけ内々にすませたいと云い続けていた暁の心境の変化に驚おどろいているのだろう。

「そりゃ、ここまでエスカレートしてたら何があるかわからないですし」

　攻こう撃げきを受けるのが自分だけなら、ほとぼりが冷めるのを待つだけでいい。けれど、このままでは周囲も巻き込みかねない。

　とくに暁を守る気でいる裕慈の身に危険が及およぶ可能性は大きいだろう。

「じゃあ、ちょっと弁護士と相談してみるわね」

「よろしくお願いします」

　そう云って頭を下げた暁を、麻紀がじっと見つめてくる。裕慈と同じまっすぐな視線にたじろいでしまう。

「な、何ですか？」

「ねえ、暁。最近、顔つき変わった？」

　麻紀は暁をしげしげと観察したあと、そんなふうに云ってきた。

「え？　そうですか？　血色がいいだけじゃないですかね」

「ううん、何となくしっかりした気がする。雰ふん囲い気きが少し堅かたくなったっていうか。もしかして、裕慈の影えい響きようかしら」

「そ、そんなことあるわけないじゃないですか！」

　ムキになって否定してから、こんな態度では怪あやしまれかねないと後こう悔かいする。案の定、麻紀はニヤニヤしながら訊きいてくる。

「ねえ、このところマネージャー変えてくれって云わなくなったけど、何かあったの？　裕慈と仲直りした？」

　思わずぎくりとしたけれど、その動どう揺ようを顔に出さないよう、憮ぶ然ぜんとした表情を浮かべて返す。

「云ったって、麻紀さん聞いてくれないじゃないですか。どうせ通らない要望を云い続けるなんてバカバカしいですしね」

「だって、暁のわがまま聞いてたらキリがないじゃない」

「わがままなタレントで申し訳ありませんね。それで、あいつの部屋は決まったんですか？」

　ちょうどよかったと思い、物件探しの進しん捗ちよく状じよう況きようを訊いてみる。本当に引っ越こし先を探してるのか疑いたくなるほど、麻紀からはその後の話を聞かなかった。

「それが、いい部屋がなかなかないのよ。もう少し、居い候そうろうさせておいてくれる？」

「もう少しだけですよ？　早く見つけて下さいね」

　物わかりのいい顔をして、念を押す。麻紀も自分たちの間に何かあったことを感じ取っているようだけれど、追つい及きゆうの手を緩ゆるめてくれた。

　ほっとしていると、車の点検をしていた裕慈が顔を出す。

「暁、待たせてすまない」

「別にいいけど、確認すんだのか？」

「点検は終わった。悪いんだが、もう少し待てるか？」

「何で？」

「ガソリンを入れてくる。すぐに戻もどってくるからここにいてくれ」

「はいはい、留守番してますよ」

　邪じや魔まだから大人しくしていろということだろう。

　部屋を出て行くとき、裕慈が咳せきをするのを麻紀は耳聡ざとく聞きつけた。

「ねえ、あの子風邪かぜ引いてるみたいだけど、どうしたの？　普ふ段だん、病気なんかしないのに」

「……昨日、雨で濡ぬれたせいかと」

「雨が降り出したのって、夜になってからじゃない。それに車もあるのに、どうして風邪引くほど雨に濡れるのよ」

　後ろめたさに口籠ごもる暁を、麻紀は追及してくる。

「まあ、そうなんですけど……」

「何隠かくしてるのよ」

「いや、その、俺がどこかでペンダント落としたって云いったら、あいつ探しに行っちゃって…」

　じっと見つめられ、ぽろりと零こぼしてしまう。いつまで経たっても、麻紀に隠しごとはできない。

「夜中にわざわざ？」

「風ふ呂ろに入ってる間に出て行ったから止めようがなかったんですよ」

　怒おこられるのが怖こわくて、ついつい云い訳してしまう。

「で、それを探すのに夢中で濡れて風邪引いたわけ？　バカねえ、あの子も」

　裕慈の行動に、麻紀は本気で呆あきれている。申し訳ない気持ちになって、思わず頭を下げた。

「すみません……」

「何で謝るのよ。あんたが探しに行けって云ったわけじゃないんでしょ？」

「そうですけど」

　しかし、裕慈が探しに行ったペンダントは暁のものだ。風邪かぜを引いた原因を突つき詰つめると、暁の責任ということになる。

「基本的にお節せつ介かいなのよねえ、裕慈は。暁に関してはとくに過保護って云うか……たしか、昔も似たようなことあったわよね」

「え？」

「ほら、あんたがお守り落としたって、受験日の前日に騒さわいだことがあったじゃない。覚えてない？」

　麻紀の問いかけに、薄うすぼんやりとした記き憶おくが蘇よみがえってきた。初はつ詣もうでで買ったお守りを受験直前になくしてしまい、プレッシャーで不安定になっていた暁は、悪いことが起きる兆候ではないかと大おお騒さわぎしたのだ。

「ああ、そんなこともありましたっけね。でも、あのお守りは家の玄げん関かんの脇わきに落ちてて、結局笑い話になりましたよね」

「何云ってるの。あれだって、裕慈が探しに行ったんじゃない。それであの子風邪引いちゃって試験受けられなくなったの忘れたの？」

「え？　それ、本当ですか!?」

　初めて聞かされた話に、暁は思わず身を乗り出す。

「知らなかったの？」

「聞いてませんよ、そんなこと」

　受験の日に会場に現れなかったのは、暁と同じ中学へ行くのが嫌いやになって試験を受けに来なかったわけではなかったのだ。初めて知らされた真実に、暁は困こん惑わくした。

「そういえば、あの頃あんたたちケンカしてたんだっけ？　まさか、あのときのケンカを未いまだに引き摺ずってるわけじゃないでしょうね」

「そ、そんなことないですよ」

　図星を指されて、声を詰まらせる。こういうことに関して、麻紀は妙みように鋭するどいから困る。

（けど、それとこれとは関係ない）

　裕慈が自分を侮ぶ辱じよくする言葉を告げたことには変わりない。そのことに関しては、まだ許してはいないのだ。

「あ、そうだ、引き抜ぬきの話があるの聞いてる？」

　とっておきの秘密を教えるかのように、麻紀は声のトーンを落として告げてきた。

「誰だれのですか」

　まさか、麻紀が自分を事務所から追い出そうとしてるのではないかと思って身構える。顔を強こわ張ばらせた暁に、麻紀は大笑いした。

「あんたが引き抜かれるなら、私のところに話がくるわけないでしょ。裕慈のことよ」

「他ほかの事務所からってことですか？」

　有能なマネージャーが大手に引き抜かれることもある。しかし、裕慈の仕事ぶりがいかに優ゆう秀しゆうでも、評判になるにはまだ経験が浅すぎる。

「そうじゃなくて、ボディーガードとしての話よ。警察官のときにＳＰとして警護についたお偉えらいさんのお嬢じようさんに一ひと目め惚ぼれされちゃったみたいでね、現げん役えきのときから専属ボディーガードにならないかって云われてるらしいのよ」

「へえ、まるでドラマのシナリオみたいですね」

　むしろ、できすぎた少女マンガのストーリーのようだ。

　平然とした顔で返したけれど、何故なぜか暁の心の中は春の嵐あらしのようにざわついていた。麻紀は暁の心の内に気づくことなく、嬉うれしそうに話を続ける。

「でしょう？　我が子ながら、できすぎた話よね」

「ＳＰが警護につくってことは、かなりの有力者ってことですよね。相手はどんな女性なんですか？」

　知りたくない気持ちもあったけれど、好こう奇き心しんが勝まさり、話に乗ってしまう。暁が食いついてきたことに気をよくし、麻紀は嬉き々きとして仕入れた情報を教えてくれる。

「某ぼう有力代議士の一人娘むすめよ。高こう齢れいでやっと恵めぐまれた子宝だったみたいで、ものすごく猫ねこかわいがりしてるらしいわ。裕慈はそのお父様のお眼鏡にも適かなったらしくて、かなりのお気に入りだったみたい」

「ずいぶん詳くわしいですね……。まさか、裕慈から聞いたんですか？」

　まるで、週刊誌の記者並みの情報通だ。無口で口下手べたな裕慈が、そんな話をするとは到とう底てい思えない。しかし、他の出所も思いつかない。怪け訝げんな顔をしてる暁に、麻紀は得意げに笑った。

「あの子がそんなこと云うわけないじゃない。たまたま話す機会があった裕慈の同どう僚りように聞いたのよ」

「何で麻紀さんがあいつの職場の同僚を知ってるんですか」

「前に某アイドルのコンサートのチケットを頼たのまれたから。伝つ手て使いまくって、いい席押さえてあげたらものすごく感謝されて、それからちょくちょく連れん絡らく取り合ってるのよ。ほら、裕慈って基本的に無口でしょ？　親としてはちゃんとやってるか心配になるじゃない」

「あー……」

　プレミアチケットを融ゆう通ずうする代わりに、その同僚から裕慈の職場での様子を聞いていたのだろう。さすがに抜け目がない。

「そのお嬢さんに裕慈が警察を辞やめたことが伝わったみたいで、ずいぶん積極的にアタックされてるみたい。電話がかかってきてるのを見たことない？」

「電話？　あ、そういえば……」

　裕慈が暁の家に来た翌朝、食事中に誰かからの電話を受けていた。もしかしたら、あれが『スカウト』の電話だったのかもしれない。

　丁てい寧ねいな応対をしつつ、きっぱりと断りを入れていたことを思い出す。セールスの電話にしては慇いん懃ぎんだったし、知り合いだとしたらよそよそしすぎる態度だった。

「お互たがいに好きなら入り婿むこもありかもしれないけど、そんなお家の子と一いつ緒しよになったらウチを継ついでもらえなくなっちゃうわよね。悩なやましいわ～」

「そうですね……」

　暁は上の空で相あい槌づちを打つ。以前にも感じた胸のざわめきが酷ひどくなる。二日酔よいのムカつきとは違ちがう不快感の理由がわからず、困惑するしかなかった。










「お時間いただいて、どうもありがとうございました」

　この春に入社したばかりの女性アナウンサーが、ぺこりと頭を下げる。暁も愛あい想そよく微笑ほほえみ返した。

「こちらこそ、ありがとうございました」

　さっきまで撮とっていたのは、ドラマの番宣のためのインタビューだ。

　メインの出演者が分担して、様々な番組にゲスト出演することになっていて、今回、暁が任されたのは女性を対象とした昼の情報番組だった。

「ずいぶん時間食ったね。こんなにかかるとは思わなかったな」

　インタビューにつき添そってくれていたプロデューサーが腕うで時ど計けいを見ながら、渋しぶい顔をしている。女性アナウンサーがインタビューに不慣れだったため、進行が悪く、予定時間を押してしまったのだ。

「ちょっと段取りが悪かったですね。でも、女子アナ一年目ですから仕方ないですよ」

「堂島は女子に甘いよな。俺ならもう使わないだろうな。もう撮さつ影えい始まってるだろうから、このまま第二スタジオに行けるか？」

「あ、すみません。俺、台本が楽屋なんで取ってきていいですか？」

「じゃあ、俺は先に行ってるよ」

　エレベーターでプロデューサーと別れ、小走りで楽屋に向かった。きっと、裕慈は用をすませて待っているに違いない。

　暁がインタビューを撮影している間、裕慈は麻紀の代理として、テレビ局の上役のところへ行くことになっている。それぞれの用が終わったら、楽屋で落ち合うことになっているのだ。

（楽屋が無事でありますように）

　今日は楽屋には名前を出していない。書いてあるのは、ドラマの作品名だけだ。楽屋荒あらしが暁をターゲットにしていたのなら、また狙ねらわれる可能性がある。

　ドラマの関係者でなければ、誰がどの部屋を使っているかわからないようにしておけば、少しは予防になるのではないかとの配はい慮りよだった。

「よ、暁」

「こんなところで何してるんだよ」

　楽屋の手前で、関谷が待ち構えていた。

「楽屋に行こうとしたら、名前書いてないんだもん。ＡＤのミス？」

「入れ替かえがあったから、間に合わなかったんだろ。それより、何か用か？」

「色々大変そうだから、様子見に来てやったんだよ。もっと疲つかれた顔してるかと思ったけど、意外と元気そうだな」

　森山スタジオの楽屋が荒あらされた件は、ニュースでも報道された。関谷もどこかでそれを見たのだろう。暁は事件のことには触ふれずに云いい返す。

「規則正しい毎日を送ってるからな。肌はだだってツヤツヤだろ」

「けど、ストレス溜ためてんだろ。仕事帰りに寄り道もしなくなったって評判だぜ？」

「マネージャーの目が光ってるからな」

「そのマネージャーは一緒じゃないんだ」

「楽屋にいるんじゃないか？　局の中まで連れ歩く必要はないだろ。それで、お前は何の用なんだ？」

「溜まってそうな暁に、差し入れ持ってきてやったんだよ」

　笑いを堪こらえているその顔に、嫌いやな予感がする。受け取りを躊躇ためらっていると、早く開けてみろと急せかされた。暁はやむなくそれを受け取り、気乗りしない手つきで封ふうを開ける。

「……何考えてるんだ、お前は」

　袋ふくろには、コンドームやローション、バイブなどのアダルトグッズなどが詰つめ込まれていた。中にはどうやって使うのか、わからないものもある。眉まゆを顰ひそめる暁に、関谷はしれっと答えた。

「遊びに行けない暁のために、一人遊び用のおもちゃを用意してやったんだろ。あとで使い心地ごこちを教えろよ」

「誰が使うか、こんなもの！」

「またまた、満まん更ざらでもないくせに」

「お前が自分で使えばいいだろう」

　ばしばしと背中を叩たたいてくる関谷に袋ごと返そうとすると、真顔で拒きよ絶ぜつされた。

「俺は同じの持ってるし」

「持ってるのかよ！」

　さらりと告げられた問題発言にツッコミを入れる。

「全部じゃないけど。これなんか、けっこう使い勝手がよくてさー」

「こんなところで出すなっ」

　いくら遊び人が売りの暁でも、こんな往来でアダルトグッズを手にしているところは見られたくない。早くしまわせようとしていたら、背後から声をかけられた。

「何をしてるんだ？」

「うわっ、裕慈!?」

　話し声を聞きつけたのか、裕慈が楽屋から出てきた。

「あ、どうも。飯塚さん来たなら、俺もう行くわ。じゃあ、またな」

　関谷は持参した紙かみ袋ぶくろとどぎつい色のバイブを暁に押しつけ、軽かろやかな足取りで去っていく。その背中を憎にく々にくしげに見ていた暁は裕慈の視線を感じ、慌あわててバイブを紙袋にしまった。

（こんなもの、出したまま去るな！）

　文句を云いたい相手はすでにもういないため、密ひそかに歯は嚙がみする。

「それは───」

「べ、別に何でもないからな！　あいつともそういう関係なわけじゃないし誤解すんなよ！」

　動どう揺ようしてしまい、しなくてもいい云い訳をしてしまう。裕慈は冷ややかな眼まな差ざしを向けることなく、淡たん々たんと暁の云うことに頷うなずいた。

「そうか」

「嫌がらせに押しつけられたんだよ。邪じや魔まだから、お前が持ってろ」

　アダルトグッズに照れる歳ではないけれど、自分のカバンの中に入れるのは何となく嫌だった。押しつけられた裕慈は平然とした顔で受け取る。

「わかった」

「じゃあ、さっさとスタジオ行くぞ」

　楽屋に一いつ旦たん戻もどり、台本を手に撮影を行っているスタジオへと向かう。衣装やメイクはドラマの役やく柄がらのままでインタビューを行っていたので、現場で手直ししてもらえばいい。

「すみません、遅おそくなりました」

「お疲れさまです」

　スタッフに挨あい拶さつしながら奥へ歩いていく。ちょうどシーンの切れ目だったようで、あちこちでセットや衣装の確認をしていた。

「栄美ちゃんどこにいる？　髪かみ直してもらわないと」

「あそこにいますよ」

「ホントだ。ありがとう」

　衣装の確認をしているのか、台本を真しん剣けんに読んでいる。栄美を呼びに行こうと歩き出したそのとき、ギイ…と不ふ穏おんな音がどこかで聞こえた。

「え……？」

　足を止め、音の出所を探さぐる。気のせいだろうと思い直して足を踏ふみ出そうとした瞬しゆん間かん、今度は誰だれかの短い悲鳴が聞こえた。その声のほうを振ふり向くと、すぐ近くにいたスタッフが顔を強こわ張ばらせていた。何ごとかと問いかける前に、視界が急に陰かげり始める。

「暁！」

「な……っ!?」

　名前を呼ばれると同時に、暁は裕慈に突つき飛ばされていた。

　尻しり餅もちをついて見上げると、裕慈はセットの一部に押し潰つぶされるようにしていた。あわやというところで、裕慈に庇かばわれたのだ。

「裕慈!?」

　暁の声に弾はじかれるように、スタッフがわっと寄ってくる。何人もの大人の手でセットが取り除かれたけれど、強く打ったのか、裕慈は顔を歪ゆがめて肩かたを手で押さえていた。

「肩を痛めたのか？」

「大したことない」

「大したことないわけないだろう！　見せてみろ」

　安全だと思われる場所に連れて行き、裕慈の服を剝はぎ取るようにして脱ぬがせると、見てわかるほど派手に肩が腫はれ上がっていた。

「どこが大したことないんだ、このバカ！　すみません、何か冷やすもの持ってきてもらえますか？」

「わ、わかりました！」

　近くにいたＡＤがようやく我に返り、動き出した。大道具のスタッフたちも、大わらわでセットを修しゆう繕ぜんしている。

　そんな中、被ひ害がい者しやであるはずの裕慈は一人落ち着いている。

「冷やしておけば、すぐに腫れも引くはずだ」

「何云ってんだ。すぐに医者に行くぞ。レントゲン撮とらなきゃわからないだろ！」

「この程度の怪け我がは初めてじゃない。自分で判断もつく」

「こんなに腫らしといて何云ってんだ。これは命令だ。絶対、医者に診みせろ。俺に連れて行かれるのと、救急車呼ばれるのとどっちがいい」

　裕慈と口論していたら、気を利きかせたＡＤが氷ひよう囊のうだけでなく、医師も一いつ緒しよに連れてきた。

「隣となりのスタジオのゲストにお医者さまがいらしたので、来ていただきました！」

「怪我をされた方はどちらですか？」

「こいつです。すぐ診てやって下さい」

　裕慈は観念した様子で大人しくしている。どんどん腫れ上がっていく肩を見ていられず、暁は拳こぶしを握にぎりしめて顔を背そむけた。

「……っ」










　バラエティ番組のゲストだった医師に応急手当をしてもらったあと、かかりつけの診しん察さつ所に寄ってから帰宅した。

　レントゲンの結果、骨に異常はなかったけれど、強い衝しよう撃げきに脱だつ臼きゆうしかかっているとのことで、正しい位置に骨をはめ直してもらっていた。

　相当痛いだろうに、裕慈は辛つらそうな顔一つせずに治ち療りようを受けていた。

　裕慈が怪我をしたことを知ったプロデューサーは真っ青になり、今日の撮さつ影えいは全面中止になった。楽屋を荒あらされた直後の出来事ということで、テレビ局側もただの偶ぐう然ぜんではないと判断し、調査に乗り出したようだ。

　さっき、麻紀から裕慈に報告が来たのだが、大道具のスタッフが調べたら、セットのあちこちのボルトが緩ゆるめられていたとのことだった。

　そんなふうに手を加えられたとしても、簡単に傾かしぐような作りではないらしく、誰かが暁が通りかかるのを待って、倒たおれるように力を加えたのではないかと云いっていたそうだ。

「つまり、人じん為い的な事故だったってことか」

「やはり、お前を狙ねらってのことだろうな」

　裕慈は苦々しく告げる。わかりきっていたことだけれど、実際に身の危険が迫せまってくると実感が違ちがう。

「……怪我したのが、俺だったらよかったんだ。そうしたら、犯人だって満足して、ああいうことをやめたかもしれない」

「バカ云え。嫌いやがらせは酷ひどくなってるんだ。犯行をやめるどころか、もっと質たちの悪い行動に出るかもしれない。そういうことを軽々しく口にするな」

「…………」

　叱しかられ、口を噤つぐむ。けれど、暁はその場の思いつきで発言したわけではなかった。

（どうして、怪我したのが俺じゃなかったんだ）

　セットの下した敷じきになった裕慈を見たとき、一気に血の気が引いていった。もう二度と、裕慈を失いたくない───真っ先に浮うかんだのはそんな想おもいだった。

「暁？」

「……っ」

　呼びかけられて顔を上げて裕慈の顔を見た瞬間、カッと顔が熱くなった。急に体温が上がったように感じ、心臓の音が不規則に聞こえてくる。

　そんな自分の反応に、わかってしまった。

（そうか……俺、こいつが好きだったのか……）

　子供の頃ころから、ずっと目を逸そらし続けてきた感情はこれだったのだ。全すべての鎧よろいを剝ぎ落とした心の奥底にあったものの正体に、目から鱗うろこが落ちる。

　自分の気持ちがわかったことで、これまでの不可解な苛いら立だちの理由も、怒いかりを感じた原因もはっきりした。

　好きだったから、『守る』と云われてショックだったのだ。好きな相手に対等に思われていないことが、悔くやしくてならなかった。それであんな癇かん癪しやくを起こしてしまった。

「はは…何だ……俺、バカみてぇ……」

「暁？」

　突とつ然ぜん笑い出した暁を、裕慈は不思議そうな顔で見つめている。ぎゅうっと締しめつけられる胸を上から手で押さえ、目を瞑つぶって決意した。

「裕慈、お前、マネージャー外れろ」

　迷いを断たち切って切り出した言葉に、裕慈は眉み間けんの皺しわを深くした。　>>>♥

「急に何云ってるんだ」

「急じゃねーだろ。最初から嫌だって云ってたの忘れたのか？　もうこれ以上我が慢まんしてられないって云ってんだよ」

「しかし、お前の身は誰が守るんだ。代わりのマネージャーを立てるにも、すぐにとは行かないのはよくわかってるだろう」

　唐とう突とつな暁の言動に戸と惑まどっているのがよくわかる。

「俺は一人で平気だって云ってるだろ」

「今日のようなことがまたあったらどうするんだ」

　だから、傍そばに置きたくないのだと云いそうになる口を噤む。本音を告げる代わりに、へらへらと笑って見せる。

「そのときはそのときだ。嫌がらせが続くとも限らないし、何とかなるだろ」

「いまは楽観的なことを云っている場合じゃないだろう。狙われている自覚を持て」

「じゃあ、悲観的になってどうにかなるわけ？　楽屋だってスタジオだって、関係者以外は入れないようなところでああいうことが起こってんのに、どうやって防ぐって云うんだよ！」

「……力不足で申し訳ないと思っている」

　裕慈を責めたいわけではない。けれど、本心を悟さとられたら、裕慈は絶対に離はなれようとはしないだろう。

「とにかく、明日から俺について来なくていいから」

「せめて、代わりが決まるまで我慢してもらえないか？」

　食い下がってくる裕慈を一いつ喝かつした。

「しつこいな。はっきり云わせんなよ、お前が傍にいるとうざいって云ってるんだよ！」

　堂どう々どう巡めぐりの云い合いは、苛立ち混じりの暁の怒ど鳴なり声で終わりを告げた。

「───明日、出て行く」

　裕慈は絞しぼり出すようにそう云って、自室に引っ込んだ。一人になった暁はへなへなと力が抜ぬけていくのを感じ、ソファの背に突つっ伏ぷした。本気で噓うそを演じるにはエネルギーを使う。

（これでよかったんだ。危険な目に遭あうのは俺だけでいい）

　裕慈は何度でも、身を挺ていして暁を守ろうとするだろう。けれど、自分のせいで裕慈が危険にさらされるのは嫌だ。あんな自己犠ぎ牲せいの塊かたまりみたいな男を傍に置いておくわけにはいかない。

　しかし、思っていたよりも呆あつ気けなく離れることを了りよう承しようした裕慈にほっとしつつ、どこかで落らく胆たんしている自分もいた。

「勝手だな、俺も」

　暁は小さく呟き、自じ嘲ちようの笑えみを浮かべた。
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「一人は気楽でいいよなー」

　つき添そいは全て断り、暁は一人で行動していた。代理のマネージャーをつけると麻紀に云われたけれど、それも断った。

　事務所の社員を無む闇やみに危険な目に遭わせたくはないし、何かあったときに一人のほうが身軽でいい。憎にくまれ口を叩たたく相手がいないことに空くう虚きよ感を覚えはしたけれど、そのうちに慣れるはずだ。

「……飯は不味まずいけど」

　外出を避さけているため、食事はもっぱら買ってきた弁当か店屋物になった。以前はあんなに恋こいしかった濃こい味つけに、いまはもう飽あき飽きしていた。

　味み噌そ汁しるに焼き魚、卵焼きや煮に物ものが食べたくて仕方がない。最後に裕慈の作った食事を口にしたのは、マネージャーをやめろと云った翌朝のことだ。

　起きてみるとすでに裕慈はおらず、食しよく卓たくに一人ぶんの朝食が作られていた。食べてみたらいつもどおりの味はしたけれど、少し冷めていたせいか心なしか味気なかった。

「あ、堂島さんお疲つかれさまです」

「お疲れ。そっちはまだ仕事？」

「ええ、編集作業が残ってて」

　前に何度か仕事をしたディレクターと言葉を交かわし、駐ちゆう車しや場へ向かった。車の運転も自分でしているが、いまのところ危険なことは起こっていない。脅きよう迫はく状もこの何日かは届いていないし、件くだんのストーカーは鳴りを潜ひそめていた。

（被ひ害がい者しやが出てびびったとか？）

　もしそうならいいのだが、暁の油断を誘さそっている可能性もあるため、まだまだ気を抜くわけにはいかなかった。

「ん……？」

　駐車場を歩いている最中、首筋に寒気を覚え、足を止めた。視線を感じているときと似た感覚だけれど、あたりを見回しても誰だれの姿もなかった。

（気のせいか……）

　周囲を警けい戒かいしているせいで、何でもないことでも気になってしまう。車は裕慈の云いつけを守り、防犯カメラに映る場所に止めてある。

　キーについたコントローラーで車のロックを解除し、運転席側に回り込もうとした瞬しゆん間かん、誰かの気配を感じた。さっき以上の悪お寒かんを感じて振ふり返ると、そこには鉄パイプを振りかざした松居の姿があった。

「!?」

「……ッ」

　突然のことで固まってしまったけれど、思い切り振り下ろされた鉄パイプは、暁の体を掠かすめて、すぐ横の柱に直ちよく撃げきした。

　ぶつかった場所に目をやると、そこは先せん端たんがめり込み、丸くへこんでいた。その威い力りよくにぞっとしつつ、松居を興奮させないようできるだけ静かに問いかける。

「な、何のつもりですか」

「黙だまってろ！」

「ちょ……っ」

　暁の問いに答えることなく、松居は血走った瞳ひとみで暁を攻こう撃げきしてくる。質たちの悪い冗じよう談だんならまだよかったけれど、本気で暁に敵意を向けているようだった。

「お前さえいなかったら……っ」

「松居さん、少し落ち着いて───うわっ」

　宥なだめようと声をかけようとした途と端たん、再び鉄パイプが暁目がけて降ってきた。すんでのところで避けたけれど、よろけて地面に膝ひざをついてしまう。

　体勢を立て直すよりも早く、松居がじりじりと迫せまってくる。

「いつもいつも俺の邪じや魔まばっかりしやがって、目め障ざわりなんだよ…ッ」

「邪魔って云いわれても……」

　暁にはそんなことをした覚えはない。心当たりがないかと考えていると、松居は苛いらついた様子で鉄パイプで柱をガンッと叩いた。

「その目がムカつくんだよ！　いつも俺を小バカにしたような態度取りやがって」

　松居の云いぶんに、暁もカチンと来た。むしろ、見下されていたのは自分のほうだ。

「バカにしてたのは、そっちじゃないんですか？」

「当たり前だろ？　お前みたいな七光、本当なら出てこられるわけがないんだよ！　俺がやるはずの役を全部持っていきやがって……」

　身勝手な不満をぶつけられ、暁もカッとなった。

「デビューのきっかけは両親のコネかもしれない。けど、その先は努力してきたつもりだ。誰だってそうだろ？　コネだけじゃ仕事は続かないことくらいわかるだろ」

「うるさいっ、綺き麗れいごと云うんじゃねーよ！　俺だってがんばってるんだ！　お前がいるから、俺に仕事が来ないんだろ!?　お前さえいなくなれば、何もかも上手うまく行くんだよ…っ」

　激げき昂こうした松居は、両手で鉄パイプを握にぎりしめ、大きく頭上に振りかぶった。逃にげようにも、背後には車が迫り、横を見ても柱が行く手の邪魔をする。

「……ッ」

　あれで殴なぐられたら、軽傷ではすまない。最悪の事態を想像して、血の気が引く。

　せめて、頭だけは庇かばわなければと両りよう腕うでで防ぼう御ぎよしようとした瞬間、何故なぜか松居が引っ張られるようにして仰のけ反ぞるような体勢になった。

「な……っ!?」

「────」

　振り上げられた鉄パイプを摑つかんでいたのは、暁の傍そばから離はなれたはずの裕慈だった。

「何で……」

　暁の家を出て行ったきり、何の音おと沙さ汰たもなかったはずの裕慈が何故ここにいるのだろう。偶ぐう然ぜんにしても、タイミングがよすぎる。

「大だい丈じよう夫ぶか、暁」

「大丈夫…だけど……」

　暁は呆ぼう然ぜんと答える。だが、暁への攻撃の邪魔をされた松居は憤いきどおりを裕慈へと向けた。

「何なんだよ!?」

「武器を捨てろ」

「お前こそ放せよ……っい、いたたたたた」

　裕慈に手を摑まれ、松居は悲痛な声を上げる。コンクリートの床ゆかに落ちた鉄パイプが、甲かん高だかい音を立てた。

「殺人未み遂すいの現行犯で逮たい捕ほする」

「警官でもないくせに何云って……」

「一いつ般ぱん市民にも逮捕権はあるのを知らないのか？」

「そんなものあるわけ───」

「刑けい事じ訴そ訟しよう法第二百十三条、現行犯人は、何なに人びとでも、逮たい捕ほ状じようなくしてこれを逮捕することができる。ニュースで通りすがりの市民が引ったくりの犯人を捕つかまえたというのを聞いたことくらいはあるだろう」

「し、知るかそんなの」

　松居は明らかに動どう揺ようしていた。もしかしたら、ようやく理性が戻もどってきたのかもしれない。そんな松居を締しめ上げたまま、裕慈はこれまでの犯行を確認した。

「事務所に脅迫状を送ってきたこと、タイヤをパンクさせたこと、楽屋を荒あらしたこと。これら全すべてもお前の仕し業わざだな」

「…………」

　裕慈の詰きつ問もんを、松居は否定しなかった。むくれた表情のまま、そっぽを向いている。

「松居さん……」

　自分のほうも苦手意識を持っていたし、松居に嫌きらわれてることはわかっていたけれど、そこまで憎まれていたとは思いもしなかった。

　何か言葉をかけるべきかと思ったけれど、伝えたい言葉が浮うかんでこない。

「大丈夫ですか!?」

　防犯カメラの映像に気づいたのか、警備員がようやく駆かけつけた。

「警察が来たら、彼を引き渡わたして下さい。犯行は防犯カメラに映っているはずです」

「わかりました」

　警備員は大人しくなった松居を連れて行った。

　警察には後日裕慈から一部始終を話すことになり、今日のところは帰れることになった。

「今日は送る」

　いつの間にか落としていた車のキーを拾い上げ、裕慈はさっさと運転席に座ってしまう。反はん抗こうする気力はもうなく、暁も黙って助手席に乗り込んだ。

　ドアをロックすると、少しだけ体の強こわ張ばりが解ほぐれた。それと同時に、異常事態に麻ま痺ひしていた感情が解けて恐きよう怖ふが湧わき上がってくる。

「……あの人に好かれてないのはわかってたけど、殺したいほどだったとはなあ」

　冗談めかした口調なのは、自分の気持ちを奮い立たせるためだ。そうでもしないと、込み上げてくる震ふるえに耐たえきれない。

「それこそ逆さか恨うらみだ。欲しい仕事が彼に来ないのは、暁のせいじゃない」

「それはそうなんだけどさ……」

　似たポジションの役やく柄がらが多い暁が、松居にとって大きな障害に見えたのだろう。

　それにしても、裕慈の現れたタイミングのよさには驚おどろいた。

「なあ、裕慈。もしかして、ずっと俺のこと見張ってた？」

「ああ」

「俺の傍を離れたのは、犯人を誘おびき出すためだろ」

「囮おとりにして悪かった」

　やはり、裕慈が暁の傍を離れたのは、犯人と目星をつけた松居を誘き出すためだったようだ。松居はまんまとそれに引っかかったわけだ。

「別に。こうするのが手っ取り早いと思ったんだろ」

　怖こわい思いはしたけれど、裕慈を恨うらむ気持ちはない。裕慈が一番いい方法だと考え、実行したということは、自分を守りきる自信があったからだろう。

「ああ。これでお前の望みどおり、お前の傍を離れることができる」

「……俺から離れて、どうする気だよ。どこぞのお嬢じよう様さまの専属ボディーガードにでもなる気か？」

　裕慈は暁の問いに眉まゆを顰ひそめた。

「母から聞いたのか」

「美味おいしい話だよな。あわよくば玉たまの輿こしだもんな。結けつ婚こんなんてことになったら、披ひ露ろう宴えんには呼んでくれよ」

「本当にいいのか？」

「な、何で俺に訊きくんだよ」

「どうなんだ」

「俺なんかより、可愛かわいい女の子を守る仕事のほうがいいに決まってるだろ。給料だってウチよりたくさんもらえるだろうし、俺も息苦しい生活から抜ぬけ出せるしな」

「いいと思っているなら、どうしてそんな顔してるんだ」

「え？」

　裕慈の指し摘てきに、車の窓に映る自分の顔を見てはっとした。言葉とは裏腹に、縋すがるような眼まな差ざしをしていた。役者のくせに顔一つまともに作れていないなんて情けない。

　自己嫌けん悪おに陥おちいっていた暁に、裕慈は唐とう突とつに告げた。

「俺が守りたいと思うのは、暁───お前だけだ」

「いきなり、何云って……」

「俺を傍に置きたくないと云うなら仕方ない。しかし、俺はお前を守るために強くなったんだ。他ほかの人間を守る気はもうない」

　真しん摯しな告白が胸に刺ささる。急に鼓こ動どうが速度を増し、体中が熱を帯びてくる。シリアスな空気に耐えきれず、暁は冗じよう談だんめいた口調で一番の疑問を口にした。

「ちょ、ちょっと待て。……あのさ、まさかとは思うけど、お前って俺のこと好きなの？」

「ああ」

「……ッ」

　当たり前だと云いわんばかりに、力強く頷うなずかれる。突とつ然ぜんの告白に狼狽うろたえる暁に、裕慈は珍めずらしく雄ゆう弁べんに語りかけてくる。

「何か誤解してたみたいだが、俺はお前を女扱あつかいしたことはない。ただ好きだから守りたいと思っただけだ。その気持ちは、子供の頃ころから変わっていない」

「う、噓うそだ」

　震える声で云えたのは、それだけだった。

「俺は噓は云わない」

「じゃあ、何で俺の傍を離れるって云うんだよ。離れて何するつもりなんだ」

　反射的に口を突ついて出た詰なじるような言葉は、自分の気持ちを映していた。どこにも行かないで欲しい───それが、計らずも零こぼれ落ちた暁の本音だった。

「事務所で電話番でもさせてもらう。そうすれば、いざというときに駆けつけることくらいはできるからな」

「───お前、バカだろ」

　ここまできて、身を引こうとしている裕慈に腹が立ってきた。好きだと云うだけ云って、離れて見守るだなんて無む欲よくにもほどがある。

「そうか？」

「だって、そうだろ！　そんなに好きなら、離はなれるなんて云うんじゃねーよ！　俺をこんなに振ふり回しておいて逃にげるつもりかよ…っ」

　この期ごに及およんで、素す直なおに引き留める言葉が出てこない自分がもどかしい。だけど、裕慈はちゃんと暁の気持ちを汲くんでくれていた。

「……暁、俺はお前の傍そばにいていいのか？」

　伸のびてきた裕慈の手が、暁の手に重ねられる。思わずびくりとなったけれど、その手を振り払はらうことはしなかった。

「す、好きにすればいいだろ。いいか？　俺が守られてやるのはお前だけだからな。そこのところ、ちゃんと覚えておけよ」

　ぎりぎりまで譲じよう歩ほした言葉を返す。これが暁にとっての精せい一いつ杯ぱいだった。

「ありがとう」

「別に礼を云うようなことじゃねーだろ。お前がいると飯作ってもらえて助かるし、朝も起こしてもらえるし……」

　本当の理由は『一いつ緒しよにいたいから』だ。しかし、天あまの邪じや鬼くな暁が、そんな素直なことを口にできるわけがない。

　車内の甘ったるい雰ふん囲い気きが恥はずかしくてそっぽを向くと、窓ガラスに映る自分の顔が目に入った。さっきまでは恐怖に強張っていたくせに、いまは初めての恋こいに戸と惑まどう少年そのものだ。

　そんな初心うぶな反応に、ますます顔が赤らんでいく。慣れない空気に、暁はただ押し黙だまるしかなかった。










　帰宅すると同時に、麻紀から電話が入った。

　松居の身み柄がらは滞とどこおりなく、警察へと引き渡されたらしい。詳くわしい取り調べはまだだが、犯行の動機についてはやはり暁への逆恨みだったらしい。

　この数年いい役がもらえず、あまりぱっとしないのを気にしていたようだ。気の毒にとは思うけれど、だからと云って責任転てん嫁かされる謂いわれはない。

「本当にどこも怪け我がしてないか？」

「かすり傷一つねーよ」

「そうか。お前が無事でよかった」

「こら待て！　どこに行く気なんだ、お前は」

　出て行こうとする裕慈を、慌あわてて呼び止める。傍にいろと──遠回しに──伝えたばかりだというのに、いったい何を聞いていたのかと問い詰つめたくなる。

「短期型のマンションを借りた。いつまでも、ここで世話になっているわけにもいかないからな」

「…………」

　自分の気持ちが全然伝わってないことがわかって、がくりと肩かたを落とす。照れ隠かくしで云い訳めいたことをつけ加えてしまったのがいけなかったのだろうか。

『好きだ』という告白には返事していないけれど、そっちの意味でもＯＫしたと取るのが普ふ通つうではないだろうか。

（……って、こいつには無理か）

　恋れん愛あい沙ざ汰たには疎うとい朴ぼく念ねん仁じんだったことを思い出す。クソがつくほど真ま面じ目めな男には、自分の気持ちを押し切ることなどできるわけがない。

　多分、それは暁の役目なのだ。自らを律する裕慈の理性を引き千切ってやらなければ、この先へは進めない。

「裕慈、ちょっとこっちに来い」

「何だ？」

「少し黙ってろよ」

「あき───」

　言葉で切り出すのは気き恥はずかしかったため、襟えり首くびを摑つかんで無む理り矢や理りキスをしてやった。驚いて目を瞠みはる裕慈の唇くちびるを啄ついばみ、頭の後ろを押さえて舌を捻じ込む。

　初めは戸惑っていた様子だったけれど、大だい胆たんに舌を絡からめてやるとようやくスイッチが入ったのか、裕慈のほうから口づけを深くしてきた。

「ん……っ」

　さりげなく腰こしを寄せると、そこにあるものが反応しかけていることがわかった。素面しらふの裕慈にも性せい欲よくがあることがわかり、ほっとする。

　調子に乗って、そこを脚で刺し激げきしようとしたら、強い力で引き剝はがされた。どうやら、理性があっという間に戻もどってきてしまったらしい。

「どういうつもりだ？」

「それはこっちの台詞せりふだ。少しは空気ってものを読めよ。何でもかんでも口で云うことじゃないだろう」

　情熱的に求めて欲しいとは云わない。けれど、物事にはお約束とか順序とか、そういうものがある。中学生ではないのだから、両想おもいだとわかったら、その次を期待してしまう。

「……処理を手伝えということか？」

「違ちがう！」

　的外れな返答を強い口調で否定する。突とつ拍ぴよう子しもない思考回路に、怒おこる気も失うせてしまった。

「これ以上恥ずかしいこと云わせんな、このバカ。俺の性格くらい、よくわかってんだろ」

　裕慈の肩に頭を乗せ、恨うらみがましく告げる。裕慈相手に、察して欲しいと願うのは高望みなのかもしれない。遊び慣れているはずの自分が逆に振り回されている。

「……誘さそわれていると受け取っていいのか？」

　しばらく考え込んでいた裕慈だったが、ようやく正解を口にした。しかし、百点満点とは云いがたい。反応の鈍にぶい裕慈に苛いら立だち、暁は裕慈を寝しん室しつに連れ込むことにした。

「やる気がないなら、俺がやってやる」

　いっそ、酒を飲ませたほうが話は早かったかもしれない。けれど、今夜だけは素面のまま、自分を求めて欲しかった。

（俺も大たい概がい夢見がちだよな）

　自じ嘲ちようの笑えみを浮うかべながら、裕慈をどん、と突き飛ばし、ベッドに座らせる。こうでもしなければ、裕慈には次の一歩を踏ふみ出すことなどできないだろう。

「暁、何をする気だ」

「もうわかってんだろ」

　唇の端はしを持ち上げて思わせぶりに微笑ほほえむと、ほとんど乱れていない服に手をかけた。

　眉み間けんの皺しわを深くする裕慈を見下ろしながらネクタイを引き抜ぬき、ワイシャツのボタンを外していく。暁は改めて目にする裕慈の肉体に、喉のどを鳴らした。

　小さい頃はお互たがいの裸はだかを見るなんて日常茶さ飯はん事じだったし、飯塚の家に預けられている間は毎日一緒に風ふ呂ろに入った。そんな相手に欲よく情じようしていることが不思議に思える。

（昔は触さわりたいなんて思ったことなかったのに）

　足あし下もとに跪ひざまずくと、露あらわにした腹部を撫なで下ろし、ベルトに手をかける。ファスナーを下ろして緩ゆるめたウエストを引き下ろして、硬かたくなりかけている欲よく望ぼうを引き摺ずり出した。

「おい、暁───」

　こうして目まの当たりにすると、その大きさに改めて圧あつ倒とうされる。指を絡めて緩く擦こすると、びくりと小さく腰が跳はねた。あっという間に力を漲みなぎらせた屹きつ立りつに、唇の端を引き上げる。

「その気があるなら、涼すずしい顔してんなよ」

　指を滑すべらせるたびに裕慈は息を詰める。暁は気をよくし、丁てい寧ねいに扱しごいていく。

「そんなことしなくていい」

「俺に触られるのが嫌いやだって？」

「そうじゃない。今夜は休んだほうがいい」

「気が立ってて、セックスでもしなきゃ寝ねられねーよ。感じてるなら黙ってろ」

　ぴしゃりと云いって、暁は体を屈かがめる。そして、躊躇ためらうことなく唇を開け、欲望の先せん端たんを口に含ふくんだ。少しだけ不安もあったけれど、抵てい抗こう感は微み塵じんもなく、大胆に舌を絡めていった。

「……っ」

　吐と息いきを零こぼす裕慈に気をよくする。常に硬かたい表情ばかり浮かべているその顔を崩くずしてしまいたかった。いままで口こう淫いんをするのはあまり好きではなかったはずなのに、裕慈の反応がダイレクトにわかるのが嬉うれしくて、夢中になってしゃぶりつく。

　すでに熱を持ちかけていた昂ぶりは、暁の口こう腔こうでみるみるうちに育っていく。張り詰めて反り返った屹立は口に入りきらなくなった。

（今日こそ、先にイカせてやる）　>>>♥

　根本から舐なめ上げていき、体液の滲にじむ先端を指で弄る。つけ根の膨ふくらみを揉もみしだくと、息を飲む気配がした。荒あらくなってきた呼吸を嚙かみ殺しているのがわかり、愛あい撫ぶに熱を込める。

　すると、裕慈はあっさりと音を上げた。

「暁、もうやめろ」

「やだね、絶対イカせてやる」

「だから、離はなれろって云ってるんだ」

「このまま出せばいいだろ。飲んでやるよ」

　以前なら絶対に嫌だと云っていただろうけれど、相手が裕慈だと何だってできそうな気がする。先端を吸い上げながら、絡めた指で擦り、射精を促うながそうとした。

「頼たのむから、放してくれ」

「何で？　飲まれるの嫌か？」

「そうじゃない。お前の中がいいんだ。……ダメか？」

「……っ、わかったよ……」

　駆かけ引きも何もない裕慈の言葉は、暁にはむず痒がゆい。混ぜっ返すこともできず、気恥ずかしさを覚えながら体を起こす。

「昨日のあれ、どこやった？　関谷が持ってきたやつ」

　友人の悪あく趣しゆ味みな差し入れを裕慈に押しつけていたことを思い出した。たしか、あの中にはローションも入っていたはずだ。

「そこに置いてある」

　扱あつかいに困ったのか、紙かみ袋ぶくろのままクローゼットの脇わきに置いてあった。

「取ってこい。こないだみたいな痛い目には遭あいたくないんだよ」

　そう云うと、怪け訝げんな顔をしていた裕慈も目的を察したようだった。

　手て渡わたされた紙袋の中から未開かい封ふうのローションを取り出し、裕慈に押しつける。ローターやバイブで苛いじめてやるのも楽しいだろうが、今日は使うつもりはない。

「これで慣らせばいいんだな」

「はっきり云うな、バカ。……俺が上になるから、そこで大人しくしてろ」

　朱しゆが走った顔を見られないよう背中を向け、ズボンや下着を脱ぬぎ捨てる。大胆な所作は照れ隠しだ。Ｔシャツ一枚になった暁は、ベッドの上で足を投げ出して座っていた裕慈の膝ひざの上に跨またがった。勃たち上がった自身を見られたくなくて、さりげなく裾すそを下に引っ張る。

「本当にいいのか」

「いいから早くしろって」

　躊躇いは伝でん染せんする。正直云って、受け入れるほうの経験は裕慈に襲おそわれたあれだけだ。冷静に考えて、ついさっきまで自分が育てていた屹立が簡単に入るとは到とう底てい思えない。

　怖おじ気けづかないように余計なことは考えないようにしていると、裕慈はローションをたっぷりと取った手を後ろから足の間に忍しのばせてきた。

「……っ、ん、う……」

　ぬるりとした冷たい感かん触しよくに、下か肢しがぎくりと強こわ張ばった。初めはゆるゆると窄すぼまりを撫でているだけだった指が、ぐっと入り込んでくる。暁は歯を食くい縛しばり、体の中に異物が入ってくる感覚を堪たえ忍んだ。

「大だい丈じよう夫ぶか？」

「いちいち、聞くな……っあ、んん……っ」

　できるだけみっともない声を上げずにすむようにしているのに、口を開いたら台なしになってしまう。不意に零れた甘い声を封ふうじるため、慌あわてて唇を嚙みしめるけれど、浅い部分で抜き差しを繰くり返す感触に腰が蕩とろけていってしまう。

「はっ…あ、う……」

「痛みはないようだな」

　声こわ音ねに快感を覚えていることを察した裕慈は、中を搔かき回す動きを大きくする。

　奥へ進んでいく太い指を締しめつけてしまうけれど、ローションが指の動きを助け、暁の感覚はどんどん高まっていった。

「あ、ん……っ、や、そこ……っ」

「こうすると感じるのか？」

「ぅあ……っ」

　敏びん感かんな箇か所しよを刺し激げきされ、びくんっと背中が撓しなる。暁の弱点を知った裕慈は、同じところをしつこく責めてきた。思わず裕慈にしがみつき、怪け我がをした肩かたを摑つかんでしまう。布地越ごしの湿しつ布ぷの柔やわらかな感触に、はっとした。

「わ、悪い、痛かったか？」

　湿布が貼はられている肩から慌てて手を離す。

「もうさほど痛みはないから捕つかまっていろ。俺よりも、お前のほうが辛つらいだろう」

「……っん！　ひぁ…っ、そこばっか、や、ぁあっ」

　裕慈は指を増やして、大だい胆たんに搔き回してくる。しつこく抜き差しを繰り返しているのは、初めての行こう為いのあと、暁が痛いと云っていたことを気にしているからだろう。

　しかし、いつまでも焦じらされ続けているのも辛い。

「裕慈……もう、いい……っ」

「これじゃまだキツいだろ」

「いいから早くしろ…！」

　いくら云っても指を抜ぬこうとしない裕慈の頭に拳こぶしをお見み舞まいする。このままでは、また先にイカされてしまう。

「入れてもいいということか？」

「俺の気が変わる前にさっさとしろ」

　裕慈を急せかすと、名残なごり惜おしそうに指が引き抜かれた。丹たん念ねんに解ほぐされていたそこは、一時的な喪そう失しつ感かんに小刻みに震ふるえている。

　我に返れば、きっと死ぬほど恥はずかしい。熱に浮うかされているうちに受け入れてしまいたいのだ。がちがちに張り詰つめた裕慈の昂ぶりに、たっぷりのローションを塗ぬりたくった。

（この俺が自分からこんなことするなんてな）

　同性と関係しても、頑かたくなに抱だかれることは拒こばんできた自分が、進んで受け入れようとしているのだから不思議だ。

「大丈夫か？」

　後ろ手で裕慈の欲望を自らの足の間に宛あてがい、ゆっくりと腰こしを下ろしていく。

　あまりの圧あつ迫ぱく感かんに、思わず下肢に力が入ってしまう。まだ先端しか受け入れていないのに、その先になかなか進めない。

「……く……」

「無理するな」

「無理じゃない、この間だってちゃんと入っただろ。そんな顔するくらいなら手伝えよ」

　キツかったけれど、裕慈の全すべてを受け入れることができた。あの日できたのだから、今日だってできるはずだ。

「俺はどうすればいい？」

「とりあえず、キスでもしてもらおうかな」

　そう宣言して、裕慈の唇くちびるに自分から口づける。少しでも意識が逸それれば、下肢の強張りも緩ゆるむはずだ。

「ん、んん……っ」

　貪むさぼるような口づけに、鼻から甘い息が抜けていく。どちらからともなく舌を絡からめ、夢中になってお互たがいの熱を求め合った。

　絡まる舌だけでなく、密着している部分全てが蕩けていくような感覚に陥おちいる。裕慈は暁の目的を察してか、口腔を搔き回しながら、Ｔシャツの下をまさぐり始めた。

　腰や脇わき腹ばらを撫なで回し、やがて胸に辿たどり着くと、すでに尖とがった胸の先を指先で摘つまみ上げてくる。

「んっ、んん……っあ！」

　裕慈は指で弄るだけでは物足りなくなったのか、キスを解くと暁のＴシャツを捲まくり上げ、捏こねられて赤くなった小さな粒つぶの一方に吸いついた。解けた唇から、上擦ずった声が押し出される。

「ぁ、んん、は……っ」

　舌で転がされ、キツく吸い上げられる感触に眉まゆ根ねを寄せる。固く凝こった小さな粒に歯を立てられると、暁の体は小さく跳はねた。

　そうしているうちに、暁の体はじりじりと張り詰めた昂ぶりを吞のみ込んでいく。粘ねん膜まくで直じかに感じる昂ぶりは、焦こがされてしまいそうに熱く、どくどくと力強く脈打っていた。

「───暁、すまん」

「え？　ぅあ……っ」

　待ちきれなくなった裕慈に、腰を引き下ろされた。突とつ然ぜんのことに体が驚おどろき、頭の中が真っ白になる。内ない壁へきを一息に擦られた刺激に腰が甘く震え、下肢に力が入らなくなった。

　膝が使いものにならなくなったせいで体が沈しずみ込み、裕慈の屹きつ立りつを根本まで吞み込んだ。　>>>♥

「キツくはないか？」

「キツいに決まってんだろ……っ」

　わかりきったことを聞くなと睨にらみつける。だけど、痛くても、苦しくても、やめたいとは思わない。体の深い部分で裕慈の熱と鼓こ動どうを感じていることが嬉うれしかった。

「いまさらやめるなんて云いい出したら、一生許さないからな」

「こんな状態でやめられるか」

「ぁあ…っ、あ、はっ……！」

　乱暴に腰を揺ゆすられ、裕慈の欲よく望ぼうの形を思い知らされる。硬かたく張り詰めたそれは、容よう赦しやなく内壁を抉えぐった。自分の中で屹立が暴れる感触に、歯を食い縛る。

「あっあ、あ、あっ」

　大胆に動かされるほど、粘膜が擦こすれる部分が大きくなる。だんだんと体が馴な染じんでいき、違い和わ感かんも薄うすれていく。繫つながり合っているのが自然なことのように思えてきた。

　収縮する粘膜から伝わる力強い鼓動に、暁の熱も煽あおられる。

　強張りが解けたせいか、圧迫感も幾いく分ぶん楽になり、動きも滑なめらかになってくる。暁は増してくる快感を追い求め、自らも腰を大きく動かした。

「んっ…あ、ぁ……っ」

　裕慈も下から突つき上げてくるため、暁の体は弾はずむように上下する。

　裕慈の頭を搔き抱くと、今度は剝むき出しの腿ももを撫で上げられ、尻しりを鷲わし摑づかみにされる。

　そのまま乱暴に揺すられると、したたり落ちるほど使われたローションがぐちゅぐちゅと恥ずかしい音を立てた。

　自分の中が裕慈の昂ぶりに搔き回されているのだという事実に、頭の中が沸ふつ騰とうする。

「裕慈…っ、すご…いい、もっと……っああ！」

　こんな快感は生まれて初めてのことだった。汗あせばんだ肌はだすら、触ふれ合っている部分から溶とけ合ってしまいそうだ。

「くそっ」

　小さく悪態をついた裕慈は、暁の体を抱かかえて体勢を入れ替かえた。組み敷しかれ、見下ろされる格好になる。

「裕慈？───んぅ、んんん」

　貪るような口づけと共に、ぐっと腰を押し込まれる。口づけを解かれた瞬しゆん間かん、指が食い込むほど強く腰を摑まれ、内壁を抉るように穿うがたれた。

「ぅあ……っ」

　びくんっと背中が撓しなり、小さく欲望を爆ぜさせてしまう。突き上げられるたびに白はく濁だくが溢あふれ、腹部が生温かく濡ぬれた。こんな反応をするのは初めてのことで、自分の体が自分のものではないようだった。

「あ…っ、待っ、あ、あ……っ」

　突き上げられるたびに、たっぷりと使ったローションが、派手な水音を立てる。

　激しく追い上げられ、一いつ瞬しゆん、意識が途と切ぎれた。感覚が戻もどったときには、全身を大きく震わせ、絶頂を迎むかえていた。その衝しよう動どうに、深々と突き刺ささる裕慈の屹立をキツく締めつける。

「……ッ」

　裕慈は暁を追うようにして、深い場所で昂ぶりを震わせた。達した余よ韻いんに甘く痺しびれている腰を乱暴に揺さぶり、暁の中に欲望を全て注ぎ込む。

　ほぼ同時に達したことに満足感を覚え、暁は大きく息を吐はき、四し肢しを弛し緩かんさせた。

「……あ、は……っ」

「暁、大だい丈じよう夫ぶか？」

　気き遣づかわしげな瞳ひとみは、まだ欲よく情じようの色が残っている。快感に蕩とろけた暁の体も貪どん欲よくで、尚なおも裕慈を求めていた。

「大丈夫なわけないだろ」

「……すまない。途と中ちゆうから自制が効かなかった」

　こんなときまで自分を律する気でいたのかと呆あきれてしまう。

「お前のほうはどうなんだ？　もう腹いっぱいなんて云うつもりじゃないだろうな」

　答えのわかりきった問いを投げかけて煽る。自分を好きだと云うのなら、もっと必死になって求めればいい。

「足りないに決まってる」

　歯は嚙がみするような顔つきで答える裕慈に、暁はしたり顔で微笑ほほえみ返した。

「じゃあ、もっとお前をよこせ」

　裕慈の襟えり元もとを摑つかんで強ごう引いんに引き寄せ、嚙かみつくように口づける。暁のほうから仕かける前に、舌を捻じ込まれた。衝動のままに貪ってくる裕慈に、再び意識が奪うばわれていった。







　　　　７




「何かドキドキするな……」

　暁は実家から持ってきていたあかずの箱を前に、緊きん張ちようしていた。

　この中には、小さい頃ころに大事にしていたおもちゃや、河原で見つけた綺き麗れいな小石など、がらくたばかりだけれど捨てられないものが雑多に詰つめ込まれている。この箱を最後に開けたのは、実家を出る前のことだ。恐おそる恐る蓋ふたを開けた暁は、思わず咳せき込んだ。

「ごほっ、ごほ…っ、ベランダで開けりゃよかったな」

　顔の前に舞まい上がった埃ほこりを手で仰あおいで払はらい、雑貨を一つずつ出していく。他人が見たら他た愛あいなく見えるものばかりだけれど、どれも大事な思い出が詰まっている。

　この箱にしまったときはとくに意識していなかったけれど、その思い出は全て裕慈と過ごしたときにできたものだ。

「あった」

　詰め込まれた箱を探ると、その底から古びたお守りが出てきた。裏返すと堂々とした字体で『合格祈き願がん』と書いてある。

　これは中学受験のときの元がん旦たんの初はつ詣もうでで、裕慈とお揃そろいで買った。この間、裕慈の私物の中にあったのもこれと同じものだ。

「合格祈願じゃ、身は守れないんじゃないか？」

　警察官が持つなら、安全を願ったもののほうがいいのではないだろうか。

　裕慈は今後も暁のマネージャー兼けんボディーガードとして傍そばにいるつもりらしい。

　あんなふうに狙ねらわれることはそうないだろうが、念のためにお守りを買い直しておいたほうがいいかもしれない。

　どこの神社に行こうかと思案していると、暁を呼ぶ裕慈の声が聞こえてきた。

「昼飯が用意できたぞ。今日は赤飯だ」

「いま行く」

　そう答えながら、手早く箱を片づけた。蓋をし直し、ベッドの下に押し込んだ直後、裕慈が部屋を覗のぞきに来る。

「何してるんだ？」

「な、何でもない」

　わざわざ探し出したことを知られるのは気き恥はずかしくて、見つけたばかりのお守りをポケットに押し込む。わざわざこれを探すために、実家を家や捜さがししてきたことは裕慈にも内ない緒しよだ。

「お前に話がある」

「何だよ、改まって」

「部屋のことだ」

「……っ」

　実はまだ、麻紀に裕慈の部屋をもう探さなくていいとは云いえていない。ずっと追い出したがっていた自分が、前言を撤てつ回かいしたら、何かあったと悟さとられてしまう。

　しかも、手を出すなと云われていた息子むすことできてると知ったら、怒いかり狂くるうか、寝ね込んでしまうかしてしまいそうだ。

（麻紀さんも、裕慈の相手が俺じゃ嫌いやだよな……）

　裕慈の結けつ婚こんに想像を膨ふくらませていた麻紀の夢を壊こわすのは忍しのびない。だからと云って、いまさら手放すつもりは毛頭なかった。

「麻紀さん、何か云ってたか？」

「俺の部屋は必要ないと伝えておいた。このままここに住んで、お前のマネージャーを続ける許可ももらった」

「えっ、理由は何て云ったんだよ!?　何があったって訊きかれただろ？」

　麻紀相手にノーコメントでは通用しない。かといって、てきとうな云い訳を告げたところで絶対に見み抜ぬかれてしまう。

「つき合うことになったと云った」

「ああ、それなら───って、まずいだろ!?　俺、殺されるんじゃないか？」

　平然と告げられた言葉に目を剝むく。こんなときまで実直な対応を取らなくていい。

「大丈夫だ、あの人は元々俺の気持ちを知ってる」

「は？」

「お前のマネージャーになったのは、俺が頼たのみ込んだからだ。そのときに理由を訊かれて話した。俺たちのことは、外にバレなければそれでいいと云っていた」

　つまり、麻紀は全すべて知った上で、右往左往する暁を見ていたということだ。手を出すなという忠告も、暁を悩なやませる布石だったのかもしれない。

「おい、裕慈、さっき赤飯とか云ってなかったか？　それって……」

「母から預かったものだ」

「あの人は……っ」

　つまり、お祝いだと云いたいのだろう。麻紀は完全に人の恋こい路じを野や次じ馬うま気分で楽しんでいる。込み上げてくる悔くやしさに、握にぎりしめた手が震ふるえた。

「他ほかに何か云ってたか？」

「絶対に暁を幸せにしろと云われた」

「！」

　もしかしたら、麻紀なりに暁のことを心配してくれていたのかもしれない。裕慈から伝え聞いた言葉に、怒りが解けていく。気になるのは、それに対する返答だ。自分から訊くのはどうかと思ったが、好こう奇き心しんに負けた。

「……それで、お前は何て？」

「『一生かけて愛していく』と約束してきた」

「……っ、そういうことは本人に向かって云えよ！」

　相手のいないところで、母親にそんな告白をしてどうするのかと頭が痛くなった。こういう空気の読めないところは、追い追い教育していくしかないようだ。

「そういえばそうだな。暁、俺は───」

「いま云うな！　もっと雰ふん囲い気き作ってからやり直しだ」

　暁の出したリテイクに、裕慈は困り果てた顔をしている。自分ほどの天あまの邪じや鬼くには、このくらいの天然のほうが合っているのかもしれない。

「腹減った。せっかくだから、その赤飯食おうぜ」

　こうなったら開き直ってしまったほうがいい。深く考え込んでしまった裕慈を残し、腹の虫を宥なだめるためにダイニングへと向かった。







　あとがき




　はじめまして、こんにちは、藤崎都です。

　あっという間に春が過ぎ、気がついたら外はすでに初夏の気配が感じられるようになっておりましたが、皆みな様さまいかがお過ごしですか？　私はようやく花粉の魔まの手てから逃のがれることができて、ほっとしております……。




　今回の『ボディーガードの恋』は、『映画監督の恋』にちょこっとだけ出てきた堂島の話です。あれから四年後という設定で、堂島も以前より少しは落ち着いてきております。

　目を逸そらして回り道をしてきた幼なじみとの関係がようやく進展を見せ───という感じになっておりますので、あとがきを先にお読みの方はぜひ本編をご覧下さいませ。

　暁は意外と書きやすくて、会話もすぐに浮うかんできたのですが、裕慈のほうは基本的に無口なので、初めのうちは気を抜ぬくとそこにいるのかいないのかよくわからない状じよう況きようになってしまって困りました。そのくせ、口を開くと恥はずかしいことを云いうあたり、ムッツリの人なんだと思います（笑）。あまり書いたことのないタイプなので新しん鮮せんで楽しかったです！

　そんなこんなで堅かた物ぶつに振ふり回まわされる元遊び人のお話になりました。ちょっとでも気に入っていただければ幸いです♡




　今回も陸裕千景子先生にはお世話になりました！　ご多た忙ぼうな中、素す敵てきなイラストをありがとうございました。暁はもちろんのこと、裕慈が想像していた以上にカッコよくて、キャララフを含ふくめ、どのイラストも眼福でした！　本当にありがとうございました。

　担当様もありがとうございました。お忙いそがしいとは思いますが、あまり無理せずお体ご自愛下さいね。




　感想のお手紙を下さいました皆様もありがとうございました！

　感想をいただけることが何よりの励はげみになります。よろしければ、一言で構いませんのでご意見ご感想をお寄せ下さいませ。

　最後までおつき合い下さいまして、ありがとうございました！

　またいつか貴方あなたにお会いすることができますように♡




　　二〇一一年五月


藤崎　都　　
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